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1.調査概要

1.1 -般事項

調査件名 :圏央道つくば西スマー トICI周辺地区 地質調査

調査地′点 :茨城県つくば市高須賀地区(調査地案内図参照)

調査期間 :自 )令和 7年 7月 15日  ～至)令和 7年 8月 20日 (現地調査)

調査目的 :本調査は、茨城県つくば市高須賀地区町における土地利用計画に当り、計画地の地

盤状況を始め分布状況および土質工学的特性等を把握し、今後の事業化計画検討の

ための基礎資料とすることを目的として、調査ボージング、室内土質試験を実施し

た。

調査内容 ・機械ボージング

・標準貫入試験

・乱れの少ない試料採取

・室内上質試験一式

・液状化の判定

発 注者 :つくば市

受 注 者 :白本者[市技術株式会社 東日本支社
東京都台東区東上野五丁目2番地 5号

TEL:03-5811-1141  FAX: 03-5811-1146

調査担当

計  7箇所 (男叫孔含む)

計  235回

計  7本 i

計  7試料

計  2断面

延長239,50m

調査数量の詳細は、次頁の表-1.1.1調査実施数量にまとめた。

千葉エンジニアリング株式会社 北関東支店
埼玉県越谷市東町 2丁目177番地 3号

TEL : 0-989-7020  FAX:048… 989=7021



表-1.1,1 調査実施数量

目

NO-1 NO-2
No-3

NO-4
卜b-5

No 6 N防 7

合 計
本7し 別7L 本子L 別TL ホ孔 月U子し 本了[ 別TL 本 Tし 別TL

機
械
ポ
|

リ
ン

グ

φ66-86

粘土 ,シル ト 6.10 16 30 ll.60 24.80 27.20 22.15 6,10 l14,25

砂 '砂質土 8,90 27.00 23,40 9,30 6.10 17.65 2.40 94,75

8幣ユ昆じり土 1,70 0,90 1,70 6.2 6.5 17.00

小  計 16.00 0.00 45.00 0.00 35 00 35,00 0.00 35,00 46.00 0 00 15,00 0100 226.00

ゅ116

粘土・シル ト 2,00 2.00 3.00 3.00 3.50 X3.50

砂・砂質土 0,00

映混 じり上 0,00

小 計 0,00 2.00 0100 2,00 0 00 0 00 3 00 0,00 0.00 3.00 0,00 3.50 13,50

合   併 16 00 2 00 45,00 2.00 35 00 35 00 3,00 35,00 46.00 3.00 1500 3.50 239,50

標準賃入試験

(回 )

粘土・ シル ト 5 16 11 23 27 24 5 ill

砂・砂質土 10 27 34 11 7 17 7 n3

礫ユ毘じり上 2 l 1 4 3 11

合 計 16 0 45 0 45 35 0 35 45 0 15 0 235

乱れの少ない燃料裸取
(本 )

シンウォール 1 1

デ手ツン l l 2 2 6

蓋内土質献験
(僚料)

土粒子の密度 5 1 1 l 2 4 2 16

上の合水比 5 1 1 l 2 4 2 16

上の粒度(沈降+フルイ) 5 1 1 1 2 4 2 16

土の液性限界 1 1 1 2 2 7

上の塑性限界 1 l 1 2 2 7

上の湿潤密度 1 1 1 2 2 7

上の三軸圧縮UU 1 l l 2 2 7

上の圧密 1 1 1 2 2 7
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1.2 調査地点

調査地点は、図-1.2.1に示す。

各地点の位置、地盤高はGPS沢J量にて計測した。測量成果は、巻末資料に示した。
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2.調査方法

2.1 機械ボージング

調査ボーリングエは、ハイ ドロジックフィー ド式ボーリングマシンを用いて実施する。

このボーリング方法は、エンジンでボ▼ジングロンドおよび掘具 (ヨ アチュ‐プ)に回転力を

与え、油圧装置で押込み力を与えて地盤を掘肖Jし、同時に泥水循環装置を通して適度の圧力を加

えた掘削泥水を給排水して掘りくずを孔外に排出しながら掘り進むものである。

削孔にあたつては、湧水量、送水量、リト水色、スライム状況など土層の変化に対し、十分に留

意して行う。本調査における掘削日径は、φ66mm～ φl16mmで実施した。調査終了後は、ボ‐

リング孔の孔内にセメントミルク。発生土等を注入し閉塞した。

図-2.1,1にハイドロジックフィー ド式ボーンングマシンー般図を示す。

三脚パイプやぐ

ウォータースイベル

ナッ

'ア

ロック

イスティングスイベル

け″fリ エホース

ットホルメー

ポンプ

オイルタン サタ
ホー
ンロン
ス
―卜′ウレア

テイアィ(イ ア

―シングパイア

ポーリング言ッド

ンメントチュープ

ジメントチュ中ブ
ップリング
コ7′ (l′ル

″

メタルタラウン

図-2.1.1 ハイドゴリシクフィー ド式ボーリングマシンー般図

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)
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2.2 標準貫入試験

ボーリング孔を利用して原位置におけるとの硬軟、あるいは締まり具合の相対値を知るための

N値の測定と乱した試料の採取を目的として、JIS A 1219に規定された標準貫入試験装置を用い

て試験を実施する。           ′                ～

試験は、63.5kgのハンマー (重錐)を 75cmの高さから自由落下させ、標準貫入試験用サンプラ

とを ,Ocm打ち込むのに要する打撃回数を記録しN値とする。ただし、打撃回数が 50回以上を超

える場合、あるいは許容貫入量を超える場合 (打撃回数)/(貫入量)の形で表示する。

本言周査では、打撃回数 6o国を上限とし、原則的に深度 lm.どとに実施したと薗-2.2.1に標準貫

入試験装置を図工2.2.2に 半自動落下装置および試験器具示す。

静工 ,

ハン ギ   ζむ患.ぃ強〉

ハンマ む上げ用引颯
やぐら

デ|キ イグr、 ィド

11 リング機強

tB ン・プ すチ

→

ドウイプ′1イ プまた確
ケ‐ツ:夕'ゲ

ポ…リング書サド

ポ リアメ丁七樽
6$～ liS甑絆l賞

標準質入二t強用す,・ プ予

孔盛

予構字Fち i tti頚

本打ち304理

図-2.2.1 標準貫入試験装置および器具の名称

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)
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図-2.2.2 半自動落下装置および試験器具

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)
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標準貫入試験から得られる再値は、上の硬軟を表予兄する指標として、砂質上については相対密

度t細粒土(粕性と)については相対初度があるよ相対密度と相対棚度の判定基準を表-2.2.1およ

び表…2,2.2に示す。                   )         |
これらの相対初度・相対密度は、標準貫入試験によると層の硬さ(コンシステンシー)、 締まり

具合等を表したものである。また、粘性上の場合は粘着力o(一軸圧縮強さqu)、 砂質上の場合

はせん断抵抗角φとN値に対応して、以下に示されるような関係が見られる。

表-2.2,1 相対密度の判別基準(秒質土)を せん断抵抗角φの関係

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より、引用)

せん断樋携角φ(魔l
Ⅳ値

(相対幣度)

0～ 4

(yμ常に綴い)

4～10

(績  ▼3)

VL5JV十 二5

(Ⅳ≧5)

3同 01
(購   な〕

1用されている。輝

Ｘ 譴路柄示力菅W備学湾魔以前翻 用されていた。

表■2.2.2 相対棚度の判定基準(粘性工)と 一軸圧縮強さquの関係

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)

N値 コンシステンシー

齢
服2

>30

(司I常に密な)

・
10～30

(中 位 の)

0｀ 2

2～ 4

4～ 8

8～ 15

15‐W30

30nV

非常に熊らかい

果らかい

中位の

ぼい
,プμ常に硬い

固緒した

大崎TI
Ter2ag111

Pec花
Meyerh面 Dunhun

28:5> 80>

21.3‐80 30～3S

30～ 80 33-40

86～ 41 40～45

'"11

>45

①粒子舟・常L

鹿―糠

VとをJV ttIS

⑫粒子丸・権

虐良

Tとを麟+20

0極手角,触

魔―様
V12Ⅳ +25

vzけどv十二岳

奪
“
(たN/mЯ】

010- 2415

24,5～ 49,1

49,1^▼ 98,1

98,1-198,2

198.2-302.4

392.4^V
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2.3 乱れの少ない試料採取

地盤調査におけるサンプリングは、基礎地盤の設計や施工に必要な地盤情報を得る目的で上の

観察や室内試験に使用する試料を採取するために行う。試料採取には調査目的や地盤条件に応じ

て “乱れの少ない試料採取"と “撹乱試料 (舌しした試料)採取"がある。

この内、乱れの少ない試料採取により採取した試料は、構造物設計等において、地盤の安定性

や沈下問題などの検討に必要な力学定数を求める室内土質試験に使用することを目的とした。

乱れの少ない試料を採取するためのサンプラーは、地盤に応じて表-2.3.1のサンプラーが主に

用いられている。

本調査では、軟質な粘J性土層と関東ローム層を対象として試料を採取するため、固定ピストン

式シンウォールサンプラー (水圧式サンプラー)、 ロータリー式二重管サンプラー(デニノン)を使

用した。

表=2.3,1 ボ
ーリング孔を利用するサンプラーの種類と適用地盤

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)

◎最適 O適

以下にサンプラーの概要を説明する。

サンプラーの種類 構造

地盤の種類

粘性土 砂質上 瞬 岩盤

軟 質 中くらい 硬 質 ゆるい 中くらい 密 な ゆるい 密 な

軟 岩 中硬岩 硬 岩N値の目安

0～4 4-8 8以上 10以下 10-30 30以上 30以下 30以上

固定ビストン式
シンウォーlけンア
°
テ…

式 単管 ◎ O O

〃 ◎ ◎ O O

ロータリ…式二重管サンプラー 二重管 ◎ O

ロータツー式二重管サンプラー 二重管 ◎ ◎ O ◎ ◎ O

ロツ,い式ス)いア'内臓二重管″ア
°
テー 二重管 O O O O ⑥ ◎ ◎

プロックサンプリング ◎ ◎ ⑥ O O ◎ O ○

ロータリー式チュープサスプラー 多重管 O ◎ O
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○固定ピス トン式シンウォールサンプラー(水圧式)

適用範囲は硬さが軟らかい粘性土を対象とし、硬さや締まり具合の目安は、N値で 4以下程度

が一般的である。採取方法は、地盤工学会 JOS1221-2013に規定されている基準に準拠して実施し

た。

サンプラーには、エキステンションロンド式サンプラーと、水圧式サンプラーの2種類がある。

エキステンションロッド式サンプラーの特徴としては、サンプリングチュープの押し込み速度や

押し込み長さをコントロ‐ルできることであり、一方、水圧式サンプラーは、ピス トンの固定方

法が簡単で確実性が高く、エキステンションロッドをサンプラーの降下とともに注意深く継ぎ足

すことや、やぐらに固定するための手間が省けるなど、エキステンションロッド式サンプラーに

比べて簡便である。

水圧式サンプラーによる試料採取の概念を図-2.3.11こ示す。  イ

サ
ン
プ
ラ
I

力解放

ストン

図=2.3.1 水圧式サンプラ
ーによる試料採取の概念図

(社国法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)
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○ロータリー式二重管サンプラーによる上の乱さない試料の採取

採取方法は「地盤工学会基準 JCS-1222-1995」 に準拠し、図-2.3.2に示すロータリー式二重

管サンプラーにより採取する。

・目  的 :土質試験に供する上の乱さない試料を採取することっ
。適用範囲 :硬さが軟質から硬い範囲 (N値 4～8以上)の粘性土を対象とする。

・サンプラー :サンプラーは、サンプラィヘッド、アウターチューブ、メタルクラタンおよ

びサンプリングチューブ等で構成されている。組立てたサンプラーをボージ

ングロッドに連結し、更に、ボーリングロッドを掘削装置に固定する。ロッ

ドに回転を加え無理なく連続的に押込み上を採取する。

押込み長さは、試料採取有効長さ (サンプリングチューブ)の 80%以内、ま

たは、80c mとする。また、押込むことが困難となった場合は押込みを中止

してサンプリングチューブに衝撃を与えないように引上げる。

リングロッド

サンプリング,ュープ
削飾ねじ

サンブ,一ヘッド
ぺ,レ織 n

チ畜とテk子て チュープ固定用ピス

ウターチューブ

メタルクラク
グ

盗3' スイベル榊世とは,412a'1〕 をl苗たす構造の―'紅である。        
｀

図-2i3.2 ロータリー式二重管サンプラー (デニノンサンプラー)

(社団法人 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より引用)

ばね
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2.4 室内土質試験

室内土質試験は、各層の物理的特Jl生と力学的特性の把握を目的として行った。試験項目および。

試験方法は、下表に示す日本産業規格 (JIS)および地盤工学会 (」GS)基準に準拠して実施した。

表-2.4.1 土質試験の種類と規格・基準

項   目 日本産業規格 地盤工学会基準 試験結果から得られる主な値

土粒子の密度試隙 」IS A 1202 」GS 0111 土粒子の密度 ρ S

上の含水比試験 」IS A 1203 」GS 0121 含水比 Wn

土の粒度試験 」IS A 1204 」CS 0131

最大粒径

均等係数

曲率係数

細粒分含有率

Dmax

Uc

Uc'

Fc

上の液性藤長界。塑性限界試験 」IS A 1205 」GS 0131

コンシステンシー指数

液性指数

液1性限界・塑性限界

Ic

IL

土のイ、駐潤密度試験 」GS 0191

湿潤密度

乾燥密度

ρ t

ρ d

土の標準圧密試験 」IS A 1217 」GS 0411

圧縮指数

圧密降伏応力

体積圧縮係数

一次圧密比

圧密係数

Cc

Py

mv

I

Cv

上の三軸圧縮試験(UU) 」GS 0521
粘着力

内部摩擦角

Cu

φu



13

3,地形 ,地質概要

3。 1 地形概要

本調査地は、つくばエクスプレス「万博記念公園」駅の北西約 3,30km付近で稲敷台地と呼ばれ

る洪イ責台地に位置する(図 -3。 1,1参照)。 付近は概ね標高 20～24mの平埋な地形をなしている。調

査地の南西には、北西から南東へ流れる小貝川あり、台地開析して入り江のように低地が入り込

んでいる。                                ′

茨城県の地形は、南西部に低く、北部および東部に高度を増している。形態的な特徴から北部

の南北に延びる阿武隈山地とその一部をなす多賀・久慈両山地、北西側の人溝山 (標高 1,022m)

最頂として栃木県との県境を南に延びる人溝山地、中央から南西に大きな広がりを持つ常総平野

に大きく区分される。

中央から南西に広がる常総平野は、常総台地とも呼ばれる洪稿台地で北より那珂・東茨城・行

方・稲敷 。結城・猿島などの各台地に細分される。台地を刻む谷は地質時代の新しい時期に海進

を受けたもので、その名残として千波湖・涸沼・霞ヶ浦および北浦がある。更に、利根川・鬼怒

川 ,小貝川などの他、その支流などによつて開析された沖積低地が河川沿いや湖沼 。東部の海岸

沿いに発達している。

調査地は、図-3.1.11こ示す常総平野のうち北西―南東に伸びる稲敷台地の南東端にあり、森林

や畑などにとなっている(図 -3.1.2参照)。

l麟

9 19 甲im

図-3.1.1 茨城県の地形区分図

(コ ロナ社「茨城県 :地学のガイド」より引用)

中

剛酌脚酌駒的
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3.2 地質概要    ´

茨城県の地質は、地質構造上から、以下の二つの地質区に大別される。図-3.2.1に茨城県の地

質図、表-3.2.1に茨城県内に分布する主な地層とその対比を示した。           、

(1)阿武隈山地とその周辺
(2)人溝山地とその周辺
(3)県南西部の台地および低地

阿武隈山地と人溝山地には、古生代以前の古い地層や花開岩類、その周辺には第二期の地層

が分布している。当該7サ耐査地がある県南西部の台地や低地には新しい第四記の地層が分布する。

囲 仲h猟 4彗附l
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“
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p lm

図-3.2,1

(コ ロナ社「茨城県

火

千 猟 吊

茨城県の地質図

地学のガイド」より引用)

初

本

鼎

N

調査地
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表-3.2.1 茨城県内に分布する主な地層とその対比

(コ ロナ社「茨城県 :地学のガイド」より引用)

当該調査地は、上記 (3)の地質区に該当するものと考えられる。

調査地は、西の小貝川と東の谷田川に挟まれた台地で、この 2河)||に よつて開析された低地が

樹枝状に入り組んでいる。一段低い低地では、水田として多く利用されており、地質は軟らかい

砂や泥などが堆積しているものと考えられる。

一方、台地は古くからの畑や森林がそのまま残つており、現在も生活基盤を形成している。

地盤は比較的良好で、表層は関東ローム層で覆われており、その下位にやや軟らかい常総粘土層、

竜ヶ崎砂礫層、成田層などの洪積層が分布している (表-3.2.2参照)。 一部、小さい埋没谷が入込

み、埋土層の下位に沖積層と思われる軟らかい泥・砂が分布しているものと考えられる。

表-3.2.2

(コ ロナ社「茨城県

常総台地の地質

地学のガイド」より引用)
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4.調査結果

4.1地層構成

今回実施したボーリング調査により得られた土質、色調、N値等を基に、調査地に分布する土

層を区分して表-4。 1.11こ示す。また、地質断面図を図-4.1。 1～図-4.1.2に示す。詳細については

巻末のボージング柱状図に示すとおりである。

表工4.1.1 調査地の地層構成

時代 土層名 記 号 主な土質
分布高 層 厚

(m)

N値 (回 )
GL― m TP.m 範 囲 平 均

現世
耕作土

表土 ,埋土
Fs
粘性土主体。粘性土・

砂・礫の混合上
0,00

23.83

^ツ 16.70

0,40
-2.10 2 3.0

第

四

紀

完

新

世

沖積
腐植土層

Ap 腐植土・有機質シルト 0.40 16.30 3.90 0-1 0.3

更

　

新

　

世

火山灰質
粘性土層

Lm ロー ム
0.40

～ 2.10

23.33
ハツ19,26

1.40
ハツ2.80

1～ 6 3,1

凝灰質
粘性土層

Lc
凝灰質粘土・疑灰質砂
有機質シルト

2,90
ハツ3,60

20.53
-17,76

1.20

^ツ
5.50

1～ 13 4,8

洪積第1

砂質土層
Dsl

細秒・シル ト混じり細砂

砂質シル ト

ンル ト質細秒

4,30
-8.80

16.56
ハツ12,40

0.50
-4.40 1～ 36 10.5

洪積第1

礫混じり上層
Dsgl
礫混じり細砂・細砂 =微

細砂

4.80

～ 11.80

14.06

-11.59
2.40
-4,80 15-60 30.2

洪積第2

秒質土層
Ds2
シルト混じり細砂・糸田砂

微糸側砂 。シルト質細秒

8.80

^ツ 14,90

10106
-6.79

0.50

-7.30 9-40 24.0

洪積第1

粘性土層
Dcl
砂質シルト・シル ト
ンルト質細砂・粘土

11,80
ハツ22,10

6.19
-1.73

3.65

～ 10,60
4-38 16.3

洪積第3

砂質土層
Ds3
細砂 tシルト質糸田砂

砂混じり粘土

24.80

^ツ 27.60

-3.36

--4.44
0.50
-2,45

9-37 18,9

,洪積第2

粘性上層
Dc2

シル ト質細砂・砂質シル

ト・貝殻混じリシル ト・

シル トt砂混じリシル ト

25,30

-28,70

-3.86

--6.24
5.10
-10.85 3-19 7.7

洪積第2

礫混じり上層
Dsg2

細砂・礫混じり糸殿砂

礫混じり中砂・シル ト質
粘土

32.70

^ツ 37.70

-11.34

^ツ
ー13.37

1.65

-11.40 15-60 4811

以下に、本調査で得られた各地層の特徴を記述する。



I現世】

(1)耕作土 “表土・埋土層 :Fs層

本層は、調査地全地点の最上部に確認された

粘性土主体の耕作土・表土・埋土からなる。

耕作上、表土はローム質の粘性土主体で、植

物根など多く確認される。

配5地点は、人工的に埋めた土砂と考えられ、

深・砂など混入している。主体は粘性土である。

層厚は 0.40～2.10mを示す。含水は非常に少

なく、粘1陛も小さい。色調は、茶～暗茶～暗褐
!

色を呈する。       ,
N値は 1回執J定され 2を示し相対棚度は「非

常 に軟らかい」である。

【沖積層】

(2)沖イ賞腐植土層 :Ap層

本層は、陥と地点の Bs層の下位にのみ分布が

確認された腐植上層で旧耕作土と思われる。

全般に腐植物や木分解の植物繊縦が主体で下部

に従い有機質シル トとなる。層厚は 3,90mとや

や厚い。含水は非常に多く、粘性は弱い。

色調は黒～黒褐灰色を呈する。

N値は 3回測定され 0～ 1で平均0.3を示す。

相対,'司度は「非常に軟らかい」である。
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【洪積層】

(3)火山灰質粘性土層 :Lm層

本層は此1地点を除き、Fs層の下位に分布す

る火山灰質粘性土層で、いわゆる関東ローム

層と呼ばれ、調査地の全域に分布している。全

体に酸化物や炭化物などを混入する。

また、表部には植物根などが多く混入する。

層厚は 1.40～ 2.80mを示す。含水は非常に

なく、ボノボンとした状態で粘Jl生も小さい。

色調は茶～茶褐～褐灰｀暗茶色と変化に富む。

N値は 12回測定され 1～6で平均 3.1を示す。

相対初度は「非常に軟らかい～中位」である。

(4)凝灰質粘J陛土層 :Lc層

本層は、Lm層の下位に分布する凝灰質の粘

性 土層で、常総粘土層と呼ばれている。
不均質ではあるが、非常に驀性の強い粘〕陛

上で ある。全体に酸イヒ物や炭化物などを多
く混入し、 若干の砂も混入する。
L2地点では、細砂、シル ト、有機質シル ト、

固結シル ト等が確認されており、堆積状況が

不規則であることから人工改変されたもので

ある可能陛も考えられる。層厚は 5,50mであ

る。その他の地点では、層厚 1.20～ 2.90mを

示す。 含水は中位程度で粘性は強い。色調
は褐灰～暗灰 ～乳灰～灰褐～茶褐色と非常に変化に富む。N値は 16回測定され 1～ 13で平均
4.8を示す。相対掘度は「非常に軟らかい～中位」である。

(5)洪積第 1砂質土層 :Dsl

本層は、L2地点の Lm層の下位に確認された

細砂層である。全般的に砂の粒子均―で、凝灰

質の細砂である。所々、やや固結塊が混入され

る。混入物はほとんど無く、若干の雲母片が認

められる。

層厚は 2.50mを示す。含水がやや多い。色

調は暗褐～茶灰色を塁する。

N値は 3回測定され 1～ 13で平均 8.3を示す。

相対密度は「非常にゆるい～中位」である。
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(6)洪積第 1粘性土層 :Dcl層

本層は、L2地サ点のDsl層 の下位に確認され

た粘J陛土層である。シル ト、有機質シル ト、固

結シル トなどで構成される。全体に有機物Ⅲ腐

植物、炭化物などが確認される。また、少量の

砂も混入している。針…6。 70｀ 7.80m間は(砂と

粘性上の薄い互層状で固結している。

層厚は 2.Omを示す。含水は中位で粘性は少～

中位程度である。色調は灰～暗茶～暗緑灰色と

変化する。Щ値は 2回測定され、シル ト、有機

質シル トは 1、 固結シルトでは60以上を示す。固結シルトのN値は特異値として扱い、本層の

N値は 1と し、相対租度は「非常に軟らかい」である。

(7)洪積第 2砂質土層 :Ds2層

本層は、血とのAp層 と配2の Dcl層および血3

～血7の Lc層の下位に確認された砂質土層であ

る。細砂、シル ト混じり細砂、砂質ンル ト、シ

ル ト質細砂などで構成される。主体は粒子均一

細砂でイ疑灰質である。全体に不規則に少量のシ

ルトを混入する。また、稀にφ2Hlm程度の小礫

確認されている。No.4地点の GL-6,0～ 7.Om付近

では、粘J陛上がやや多く混入している。

層厚は 0.50～4.40mを示す。含水は中～大位で

ある。色調は暗灰～暗緑灰色を呈する。

N値は 20回測定され 1～ 36と 大きなバラツキがやや大きい。平均 10,5を示す。相対密度は

「緩い～密な」である。
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細砂層である。砂は比較的均―な細砂が主体で

礫混じり細砂、細砂、微細砂、シル ト質細砂な

どで構成される。礫はφ2～ 10nlm程度の亜円礫

で混入量は少ないが、TP+11.0～ 12.Om付近で
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‐21‐

(9)洪積第 3砂質上層 :Ds3層

本層は、Dsgl層 の下位に確認された砂質土層

である。シル ト混じり細砂、細砂、微細砂、シ

卜質細砂などで構成されると全体に粘Jl生土を互層

状あるいはブロック状に不規則に混入する。雲母

片なども確認されると主体をなす細砂の粒子は均

―であるが、所々に中砂、粗砂なども混入する。

層厚は 0,50～7.30五 を示し、NO.2地点でやや厚

い。含水は少～中位であるが、局部的に多くなる

ところもある。色調は暗灰～暗褐灰～褐灰色を呈

する。N値は 25回測定され 9～40で平均 24を示す。相対密度は「緩い～密な」である。

(10)洪積第 2粘性土層 :Dc2層

本層は、Ds3層 の下位に確認された雅性土層で

ある。調査地全域に堆積するものと推察される。

砂質シル ト、シル ト、シル ト質細砂、粘土な

どから構成される。全般的にシル トを主体とす

るが、細砂などを不規則に混入するため不均質

である。また、配3地点では、粘性上を多く混入

するが砂をやや優勢とする。

層厚は 3.65～ 10.60mを示す。含水は中位で

粘性は弱い｀中位程度である。色調は暗灰年暗

緑灰色を呈する。N値は 45回測定され 4～ 38と 少々バラツキはがあるが、平均 16.3を示す。

相対桐度は「軟らかい～硬い」である。

(■ )洪不貢第 4砂質土層 :Ds4層

本層は(Dc2の層の下位に確認された砂質土層

で ある。NO.1地点とNO.7地点では確認されてい
ない。細砂、シル ト質細砂、砂混じり粘土な

構成される。全般的に細砂主体であるが、全体に

少量の粘性上を互層状、ブロック状など不規則に

混入する。また、少量の貝殻片や雲母片を混入

る。砂の粒子は不均―である。

層厚は 0,50～2.45m程度とやや薄い。

含水はやや多い。色調は晴灰～暗緑灰～灰褐色を

呈する。N値は9測定され 9～ 37と 少々バラツキはあるが、平均 18.9を示す。相対密度は「中

位の～密な」である。
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(12)洪積第 3粘性土層 :Dc3層

本層は、Ds4層の下位に確認された粘性土層

である。Ll地点と配7地点では確認されていな
｀

い。シル ト主体とするがシル ト質細砂、砂質シ

ル ト、砂混じリシル ト、貝殻混じリシル ト、シ

ル ト、砂混じリシル トなどで構成される。全体

に貝殻片を混入しているが、各地点のGL-20.Om

前後で特に多く混入する。また、細砂や中砂な

ども不規則にやや多く混入する。有機物も,点在

する。層厚は 5,10～ 10.85mやや厚く分布してい

る。L2地点の GL■32.70m付近に層厚 2.10mの

ンル ト混じり細砂を挟む。含水は中位、粘性も少～中位程度である。色調は暗灰～暗緑灰色を

呈する。N値は 39回測定され 8～ 19で平均 7.7を示す。相対ノ

'司

度は「軟らかい～硬い」である。
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(13)洪積第 2操混じり上層 :Dsg2層

本層は、Dc3層の下位に確認された礫混じり砂
十

質土層である。本調査地域の最下部層として確認

された地層である。細砂主体であるが、礫混じり

細砂、礫混じり中砂、シル ト質粘土などで構成さ

れる。全体にφ2～511m前後の円～亜円礫を少量

混入している。No.2地点のGL-43,80～ 44.60mと

血6地点のGL-35.80～ 39,90mでやや多く混入し

ている。礫はφ5～2041mの 円礫で、最大径は

φ max40m聾 前後である。NO,6地点のGL-40.30m付

H住▼)と IAト グラ
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近に層厚 0.60mのシルト質粘上を挟む。含水は砂層としてはやや多い。色調は暗灰～暗褐灰色

を塁するN値は 25回測定され 15～6o以上で平均 48i lを示す。相対初度は「中位～非常に密

な」である。
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4.2 調査地の地下水位

地下水位の確認は、可能な限り無水堀りにて行い、最初に確認された水位を初期水位とする。

ただし、砂層となり無水掘りが困難となった場合は送水掘りで実施した。

今回のボーリング (無水掘り)に より確認された初期水位を表-4.2.1に とりまとめた。

表-4。 2,1 調査地の地下水位

地 点
孔口標高

TP, (In)

地下水位 地下水位

付近の土層

地下水位

付近の上質
確認方法 水位の種類

G卜 (m) TP,(m)

Nα l 16.70 1,23 15,47 Ap 腐植土 無水掘り 自然水位

N儀 2 23.84 3.25 20.59 Lm 粘性土 無水掘 り 初期水位

N鋭 3 21.36 2.50 18.86 Lm 粘性土 無水掘 り 初期水位

N併4 21.44 1,90 19,54 Lm 粘性土 無水掘り 初期水位

Nα 5 21.92 2.90 19.02 Lm 粘性土 無水才届り 初期水位

Nじ 6 21,79 2.60 19,19 Lh 粘性土 無水掘り 初期水位

Nα 7 21,69 3,05 18.64 Lm 粘性土 無水掘 り 初期水位

一般的に地下水位は、以下の2種類に大別される。

①埋土やロームなど問隙が大きく地下水の溜まりやすい土層に分布する宙水(溜まり水)

②分布する透水層(砂または礫質土層)が賦存する地下水

①の宙水はヽ気候や降雨などの影響により分布は不規則で、分布がみられる箇所とみられ

ない箇所があり、降雨の状況により分布がなくなる事もある。

②の地下水は、透水層中に献存する地下水で、降雨や季節の変動がみられるが、一般的に

宙水のように帯水がなくなることは少ない。

無水掘りで確認された地下水位は、沖積低ナ也に位置するNO.1地点では、TP+15.47mの Ap層内、

台地上の配2～NO.7地点では、TPキ20.59～ 18.64mの Lm層 内で確認された。

確認された水位は、いずれも粘J陛土層内に存在しているが、配1については、地形や周辺の状況

から自然水位と判断される。台地上の各地点については、上記①に該当する溜まり水 (宙水)と考

えられると自然水位は、もう少し低いものと推定される。

地下水位は、季節や天候により変動するので適用に当たっては留意が必要である。
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4:3 室内土質試験

今回実施した土質試験結果を表-4.3.1に示す。今回の上質試験結果から土質定数設定と液状

化判定の資料とした。試験結果の詳細は、巻末の室内土質試験結果に示した。

表-4。 3.1 室内土質試験結果一覧

地  点 Nol N。 2 Nα4 Nα 6 No7

試料番号 lT-1 2D-1 4D-1 6D-1 6D-2 7D-1 7D-2

深  度  CL― (皿) 2.00～ 2,90 2,00-2,90 3.00-3,90 1.00-1.60 3.00-3.60 2.00々ψ2,70 3.50～ 4,20

中心深度 Cと一(皿) 2,45 2.45 3,46 1.30 3.30 2 35 3,86

中心深度 TP土 (m) 14,25 21,39 17.99 20,49
´
 18 49 19 34 17.84

上 層 名 右機質シルト ローム 凝灰質粘土 ローム 凝灰質粘上

般

湿潤密度   ρt  g/c皿 3 1,131 1,264 1.598 1.328 1.686 1,315 1.587

乾燥密度   pl g/cn3 0 265 0 571 0,997 01606 1,112 0,668

2.577

0 982

2.638土粒子の密度  ps  g/cm3 1 941

386 2

100.3

2,683 2.652 2.659 2.643

自然含水比  wn  踏 121,3

88

60,3 119,2 51,700

99,1

131.3 616

飽和廣 Sr   % 96.3 932 94,7 96.3

粒

度

石分 (75m題以上) 鶴

麟と分 (2～ 75田 m) % 0,0 0,0 0,0 0.2 0.0 0,0 00

砂分 (0,075～ 211鶴)  %

ンルト分 (0,005～ 0′ 075m %

粘土分 (0,0051tun未満)  %

細粒分含有率 Fc   %

168 82

44.1

477

91,8

2 00

5.1

26.2

8.3

40.9

50.6

91.5

91 6.4

46.9

47,7

13

27.3
832

0 106

28.2

68,7

94.9

627

90,9

2.00

714

93,6 987

最大粒径

均等係数   Uc

2,00 4,75 2.00 2 00

シ ン

|シ
特 ス

性 テ

液性限界  VL % 341,9 155 7 128 5 128,4 78.2 129.9 133 3

塑性限界  V, % 201,9 91,9 47.4 73,9 31.4 714 43 5

塑性捨教  Ip 140.0 63.8 81 1 5な .5 46.8 585 898

分
類

地盤材料の分類第

分類記号

l′電炭
砂混じり水山灰
質粘性土(■型)

(VH2-S)

砂混しり粘土

(高液性限界)

砂混 しり火山灰

質粘性上 (■勘

(V用 2-S)

砂混 じり粘土

(高液性限界 )

砂混しり火山灰

質粘性土 (I型 )
粘 土
(高液性限界)

(Pt) (CH― S) (CH― S) (V■2-S) (CH)

圧

務

試験方法 段階載荷 段階載荷 段階載荷 段階栽荷 段階載荷 段階戦荷 段階載荷

圧縮指数 Cc 3,733 li 591 0,726 1,394 0.469 1,758 0,749

圧密降伏応力 pc kN/皿
2 18 318 9 3182 254,8 337.2 340 3 2165

せ

ん

断

鶴験条件

kN/m2
査応カ

ゆ

三軸UU

6.2

三軸Ul, 三鞭Uしl 三軸U」

67,9

三軸UU 三軸UU 三軸UU

40.1 26.3 20.1 52.5 381

4,7 143 6.2 1.6 9,7 12,7 3.5



‐26‐

(1)物理特 l生

本項では、各土層における物理試験結果の評価を行った。

①一般符l′土

湿潤密度わt、 自然含水比鴫 、間隙比 eは、上の疎密の程度を表す指標であり、これらは密

接な関係にある。例えば、間隙比あるいは含水比が大きければ湿潤密度は小となり、一般にこ

のような土は強度が小さく圧縮性は大きいことを表している。逆に、間隙比あるいは含水比が

小さければ湿潤密度は大となり、強度が大きく圧縮性は小さいことを表す。

上粒子の密度は上の間隙比や飽和度等を知る場合に必要となる要素である。上は、土粒子と

それらの間隙に存在する水と空気からなる。土粒子は、石英や長石等の造岩鉱物およびカオリ

ナイ ト・モンモリロナイ ト等の粘土鉱物である。これら鉱物質の上粒子密度は、造岩鉱物でps

=2.6～ 2.8g/cm'、 粘土鉱物で ps=2.0～ 2.7g/cm3を示す。したがつて、これらの鉱物の集合体

では、一般に ps〒 2.5～2,8g/cm3を示し、平均的にはρs=2.65g/cm3付近に集中する。

【公益社団法人 地盤工学会 :地盤材料試験の方法と解説参考】

表-4.3.2に上の物理的性質の一般値を示した。本試験結果と一般値を比較した物理粋陛一般値

比較表を表i4,3.3に示す。

表-4。 3.3に示すように、Ap層は「泥炭」の平均的な値を示している。

また、Lm層、Lc層においても試験結果に多少の高低はあるが、ほぼ一般的な値を示していると判

断される。

表-4.3,2 上の物理的性質の一般値

上のr嵐銀 沖積粘土 砂賀土 しらす

伶 水 十七1,(粋
'上1立 1',智す覚

|,卜
(出ん付lJ'

iII濯1省 壊i pl rμ tlll,す

SOrヽ・80

2.5ヽ′2175

1・ 2・
-ヽ118

30--60

2,S-2.75

1・6… 210

10-30
2.6-2.8

1・ 6^‐ 210

15-‐ 30

2,3～ 2.5

1,2‐
WI.5

【参考文献】社団法人 地盤工学会 :土質試験基本と手引き p17 2007年発行

表-4,3,3 物理試験結果一般値比較表

洪機為I土 関東ローザ、 泥炭 まさ土

80～ 150

2,7・
▼‐2,9

1,2,フ |.S

110～ 1300

1,4ヽ 2,3

0.8へ t,3

6ヽ 30

2.6～ 2.思

ltSヽ
イ210

土層

土粒子の密度

ρs(g/cm3)
湿潤密度

ρs(g/cm3)
自然含水比
W(%) 一般値

試験値 一般値 試験値 一般値 試験値 一般値

Ap 1.941 1.4～ 2,3 1,131 0.8ヘツ1.3 335,2 110-1300 泥炭

Lm 2.677-2.695 2.7～ 2.9 1,261-1,328 1,2へ■,6 119,2-131.3 80-150 関東 ローム

Lc 2.638-2,652 2,5-2,75 1.587-1.686 1,6～2,0 51,7-61.6 30ハV60 洪積粘上
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②粒度特性

各上層の粒径加積曲線をそれぞれ図-4・ 3,1～図-4.3.31こ示す。粒径加不賞曲線図の赤破線は、

粒径 0,075mmを表し、細粒上分 (シル ト十粘土)、 0107511m以上が粗粒戸上分 (砂以上)を表して

いる。
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図-4t3.l Ap層の粒径加積曲線
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図-4,3.2 Lm層の粒径加積曲線
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図■4.3,3 Lc層の粒径加不賞曲線

1以下に各土層の粒度分布の特徴を示す。

O腐植上層 I Ap層!      !   ― ‐    ● 〒!       ` ｀ !
Ap層の粒径カロ積曲線を図-4.3,11こ示した。本層は、腐植物繊維の混入が非常に多く、比重浮

ひょう計iとよる沈降分析がホ可能であつた。            `          ′

0火山灰質粘性土層 f Lm層

L椰感の結果荘図中4.34ガ にまとあた。
:図
に示すように、全体あ約 90%以上を細粒土分 (シル ト+

粘土).が占めていると|

○1疑灰質粘性土層 :Lσ層  1  1   1   1  ｀       :
Lc層の結果を図-4.3)3にまとわた。1歯 tと示すように、L‖層と同等に細粒上分(シルト+粘土)

が全体の90%以上を示すb ■   I    I I              :
全般的に粒径 lalm以上が約 4o～80%を占めている。粒径幅も広く、粒度分布が良好といえ
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③ヨンシステンシー特1畦

細粒土は、上の含水量の変化によつて液性状、塑J性状、半固体状、固体状と状態の変化を

生じる。この状態変化を含水比で表すことをコンシステンシー特`性という。

自然含水比の値が液性限界lWL)よ り大きいか小さいかは、粘性上の力学的性質にとつて重

要な意味をもつ。この関係を定量的に表したものにヨンシステンシー指数 Icがあり、次のよ

うに定義される。

Ic=(WL‐WN)/(WL‐WP)=(WL‐ WN)/1P
ここに、    WN:自 然含水比(%)'         WL:液

性限界 (°/。 )

WP:塑性限界(%)
IP:塑性指数(=WL‐W)

Ic≧ 110な らば、自然含水比が塑性限界に等しいか、あるいはそれ以下であることを表し、

自然状態の粘土はほぼ固結状をなす。

0<Icく 1.0の領域では、1.0に近い程より安定であり、0に近づくにつれて不安定となると

Ic≒ 0では自然含水比が液サl生限界にほぼ等しく、このような土を乱すと液状を呈することにな

り、著しく不安定化するので注意が必要である。

【社団法人 地盤工学会 :土質試験の方法と解説が考】

コンシステンシー特サl生を表-4.3.4に示す。求められた各土層のコンシステンシー指数 Lcを図一

4,3.4に プロットした。     1
コンシステンシー指数 Icは 0く Ic<1.0め領域で、1.0に近い程より安定であり、0に近づくに

つれて不安定な土質であることを示す。

試験結果は、Ap層は-0。 399<0、 Lm層は 0<01027～ 0.841<1、 Lc層は 0<0.575｀ 0.803<1を

示す。                             ,

表-4。 3.4 コンシステンシー特 l生

地  点 Nα l Nα 2 No.4 Nα 6 Nα 7

試料番号 lT-1 2D-1 4D-1 6D-1 6D-2 7D-1 7D-2

土 層 名 Ap Lm Lm Lm Lc Lm Lc

ン

シ

特 ス

性 テ

ン

シ

I

液性限界  WL  % 341.9 155,7 128.5 128,4 78,2 129,9 133.3

塑性限界  WP  % 201.9 91.9 47.4 73,9 31,4 71.4 43.5

塑性指数  Ip 14010 6318 81.1 54.5 46.5 58.5 89,8

コンシス″シー指数 Ic -3,999 0,502 0。 841 0,295 0.575 0,027 0。 803
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図-4.3.4に示すように、Ap層はI心=-3,90以上を示す極めて不安定な土質と判定される。

Lc層は、安定した上賛で|あると判断て`きる。1汗層は安定領域にはあるが、7D-1は IcO,027≒ 0に

あり、不安定化する可能性はあると考えられる。
―
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(2)力学特性

①圧密特隆

圧密試験は、軸方向に排水させながら載荷するときの圧密定数を求めるための試験である。

圧密定数には、圧縮指数 Cc、 圧密降伏応力 Pむ、体積圧縮係数 mvぉょび圧密係数 Cv等があ

る。これらの定数は、盛土等の荷重により粘性土地盤の圧密沈下量や沈下に要する時間を解析

することに用いられるほか、現地盤の圧密状態 (圧密未了・正規圧密・過圧密)を推定するこ

ともできる。                             ′

Ap層、Lm層および Lc層の圧密特J陛は、表-4.3.5に示すとおりである。

また、図-4。 3.5(―図-4.3.7に各層のe-logP曲線、logCv-logP曲 線を示した。       ,

表-4.3.5 圧密特J陛

上 層

圧密降伏応力

Pc (kN/m2)

圧密係数

cv (cm2/d)

試験値 平均値 試験値 平均値

Ap 18.0 18,0 660 660

Lm

318。 9

304,7

2300

2300254.8 2380

340,3 2220

Lc

318,2

290.6

335

369387.2 231

216.5 540



・ 32・

|

ゝ
(

にヽ
|

18.( レ 代 ′阿 2 ＼ |

|

ヽ
K
ヽ

|

|

1 10 100

圧密圧力P(kN/m2)
1∞ 0 10000

ω
　
韻
十
冬
肛

e―logp曲線

（〕
＼
『
目
０
）　
卜
０　
収
辮
畔
い
約
Ｗ
出
期

logCv―logP曲線

10000

一　

一母
ヽ _

;二ぬ

| |

|
|

一

一

|

|

|

1000

100

10

1

10 100

平均圧密圧力 P(酬 /m2)
1000 10000

図-4.3.5 Ap層の e― logp曲線 `logCv… logP曲線



山33・

ｏ
　
ミ
伴
冬
眠

5

4.5

4

3

2.5

2

1.5

1 10 100     i

圧密圧力P(にN/m2)

1000 10000

|
Pと■6D

|

」
』

Ｆ

ヽ

ゝ

ヽ

　

』|

《

Ｆ
ｌ
ｌ ゝ

一 平均Cv

ユK
|

W

|

監 章

eilogp曲線

命
詳
８
）
お

熱
迷
樽
Щ

lottCv-logP曲湘泉

1

ヽ

予 J
よ

|

一 平均
Cv

1杓 A′

lヽ

(ヽゝ
IL“

10000

1000

l lXl

1000 1000010 100

平均圧密圧力 P(kN/m2)

図‐4,3.6 Lm層の logp曲線 i logCv― logP曲線



‐34‐

119

117

1,5

1,3

1.1

0.9

0.7

0,5

1 10 100

圧密圧力P(kN/m2)

1000 10000

平Jttp ,こ2

|

| 0, C

ゝせ R

嘔
Ｆ
Ｉ
Ｉ

ヽ

ゝ

ヽr
ゝ

＼ ゝ「
本

|

ゝ

|

＼ も
ヽ― 平均Cv

ｏ
　
遥
ヤ
冬
肛

e-logp曲線

ｅ
詳
日
じ

＞Ｏ

慈
雄
榔
Ｈ

logCv― logP曲湘黒

10000

1000

100

10

1

1 10 100

平均圧密圧力 P(kN/m2)
1000

¬ H

一一ｋ

一

≡
一
一ヽ

一 平均
Cv

「
一

一
一
一　

部 /

一
一
一

・

一

一

一

10000

図-4.3.7 Lc層のe-logp曲線 e logCv-logP曲線



・ 35・

②せん断仲性 (三軸圧縮)  ●
三軸圧縮試験はヽ非圧密非排水条件 (UU)で実施した。

三軸圧縮UU試験は、地盤に排水が生じない様に急速な速度で荷重が作用するとき、地盤の圧

縮強さおよび変形特性を求めるために行われる。現場条件に合わせるために供試体からの水の

出入りが無い状態で等方庄を作用させ圧密を行わず、圧縮強さおよび上の応力とひずみの関係

を求めることが目的である。主に粘性とに適用さ
―
れる。  .

試験結果は、表-4.3,61こ示した。試験結果の詳細は、巻末の室内土質試験結果に納めた1

表-4=3,6 せん断特Jl生

主層

粘着力 Cu

(kN/m2)

内部摩擦角十φu

C)
試験値 平均値 試験値 平均値

Ap 6.2 盗,'7

L血

40.1

63.5

1413

9.567.9 1,6

52.5 12,7

Lc

26.3

23.2

6.2

6.520,1 9,7

38ぅ 1 3,5

Ap層の粘着力は6.2kN/m2を示すが、:腐植物繊維によるものと判断する必要がある。

Lm層は40.1～67.9kN/m2、 Lc層は20.1～38,lkN/ド を示し、粘性上の妥当な値を示していると思

われる。内部摩擦角は、Lm層で 1.6～ 14,9° 、Lo層お 3.5え 9,7° を示す。      |
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5。 調査結果による考察

5,1 土質定数の設定

今回の調査結果および試験結果等をもとに土質定数の設定を行う。

土質定数の設定は、基本的に室内土質試験を実施している箇所については、試験結果を考慮し、

土質試験を行っていない土層については、各土層の設計N値をもとに設定した。

(1)設定項目

土質定数の設定項目を表-5。 1,1に示す。

表‐5,1,1 上質定数の設定項目

(2)定数の設定方法

各定数の設定方法を以下にしめす。

1)設計用N値 :N

設計用N値は、全ての上層に与えるものとし、他の上質定数の設定にも用いる。

次買の 5,2で算出したN値を設計用N値とした。

2)単位体積重量 :pt

単位体不責重量ρtは、原則的に上質試験を実施している土層は、試験結果を採用し設定した。

また、土質試験を実施していない土層については、設計用N値をもとに設定した。

3)粘着力 iC

粘着力 Cは、主として粘性上に与える強度定数で、原則として土質試験を実施している土層

は試験結果を採用した。また、土質試験を実施していない土層にういては、設計用N値から

の換算値により設定した。砂・礫質土層の場合は粘着力 Cを 0とする。

設定定数 目  的

設計用N値 N 他の上質定数の設定

単位体積重量 pt
上載荷重の設定

各土層の単位体積重量の設定

粘着力 C
粘性土層の非排水せん断強さの設定

(砂 。礫質土層については C=0とする)

せん断抵抗角 φ

砂・礫質土層の非排水せん断強さの設定

(粘性土層についてはφ=0とする)

変形係数 E 地盤の変形係数の設定
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4)せん断子氏抗角 :わ

せん断抵抗角φは、砂質土層および楔質土層に与える強度定数で、設計用N値からの換算値

により設定した。粘陛上の場合はせん断抵抗角φを0とする。         ,  |

5)変形係数 :E               I      `       ‐

変形係数Eは、粘性土層、砂質土層を問わず、,全てのと層に与えるものとして、土質試験を

実施している土層は、試験結果を基本をして設定する。また、試験を実施していない土層につ

いては、設計用N値からの換算値より設定する。イ
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として、設計用 N値を設定する。

5.2 N値からの換算値

(1)設計用N値の設定

定数設定の参考ナ也として換算値4r求めるため、設計用N値の設定をする。

第 41章 1 表-4.1,1に示した平均N値は、「4・ f調査地付近の上層構成」に示した。各層のN

イ蔵の範囲を検証し、必要に応じて特異値の除外を行つたが、ばらつきが見られる土層もある事か

ら図-5,2.1に示すN値の設定フゴーにより求めたものである。

各層の設計用N値は、N値の設定フロrから求めた値を設計用N値として表15。 2.1に示した。

標準偏差σ≦1 → 平均 N値  ―

標準偏差σ>と かつ変動係数 V≦ 0.2 →

標準偏差σ>と かつ変動係数 V>0.2 →
平均 N値

平均 N値二0,5σ
Ⅲ

図=5,2,1 設計に使用するN値の設定フロー

(株式陰社 総合土木研究所「基礎工Vol,37」 より引用)

Na

Wo

Y No

学的値…Ors σ
報l定0

平均値
判定0

二十二Y坐イ/
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表-5,2.l N値から求めた設計N値

土層名 土層記号
測定N値

標準偏差
②

変動係数
③=②/①

平均N値―
標準偏差/2

設計用 N値
(回 )

範  囲 平均値
①

表土・耕作土・埋土 Fs 2 2.0 0.000 0.000 2.00 2.0

沖積腐植土層 Ap 0～ 1 0.3 0.577 1,923 0.01 0.0

火山灰質粘性土層 Ln 1～ 6 3.1 1.528 0.493 2.34 2.3

凝灰質粘性土層 Lc 1～ 13 4.8 4.041 0,842 2.78 2.8

洪積第 1砂質土層 Dsl 1～ 13 8.3 6.429 0,775 5.09 5,0

洪積第1粘性上層 Dcl 2 2.0 0.000 0,000 2.00 2.0

洪積第2砂質土層 Ds2 1^W39 13.3 10.619 0.798 7,99 8.0

洪積第 1礫混じり土層 Dsgl 15～ 60 37.3 16.445 0,441 29.08 29.1

洪積第3砂質土層 Ds3 9-40 21.3 9,178 0.431 16.71 16,7

洪積第2粘性土層 Dc2 4-38 16,9 7.503 0,472 12.15 12.1

決積第4砂質土層 Ds4 9-37 20.1 10,637 0.529 14.78 14.8

洪積第3粘性土層 Dc3 -19 7.8 41097 0.525 5,75 548

洪積第2礫混じり上層 Dsg2 15～ 60 46.7 14,307 0,306 39.55 39.6
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(2)単位体積重量

単位体積重量は、一般的に土質試験を実施した上層については試験値を採用するが、本調査で

は試験を実施していないため、第 5章 2(1)にて設定した設計用N値および各土層の層相をもと

に表-5.2.2を参考に、また、一部経験値などを考慮して単位体積重量換算値を設定し、表
-5,2.3

に示した。

表-5.2,2 土層と単位体積重量の関係

種   類 状    態
単位体積重量

(kN/m3)

内部摩擦角

(度 )

粘着力

(kN/m2)

「t/m2]

摘 要

(統一分類)

盛土

礫 及 び

礫混じり砂
締固めたもの 20,0 40 0[0] eV)・ (GP)

砂 締固めたもの
粒径幅の広いもの 20,0 35 0[0]

(ST).(SP)
分級されたもの 19,0 30 0[0]

砂質土 締固めたもの 19,0 25 30:3]以下 (SM).(SP)

粘性土 締固めたもの 18,0 15 50[5]以下
(卜lと)

(MH)

(CL)

俺H)

関東ローム 締回めたもの 14.0 20 10[1]以下 (VH)

自然地盤

礫
密実なものまたは粒径幅の広いもの 20.0 40 0[0]

(CW)・ (CP)
密実でないものまたは分級されたもの 18。 9 35 0[0]

礫混じり砂
密実なもの 21,0 40 0[0]

(GW)・ (GP)
密実でないもの 19,0 35 0[0]

砂
密実なものまたは粒篠幅の広いもの 20.0 35 0[0]

(ST)t(Sい
密実でないものまたは分級されたもの 18.0 30 0[0]

砂質土
密実なもの 19,0 30 30[3]以下

(SM)・ (SC)
密実でないもの 17.0 25 0[0]

粘性土

固いもの

(指で強く押し多少凹む時8～ 15)
18.0 25 50[5]以下

lML).(CL)やややわらかいもの

(指の中程度の力で貫入NE4～ 8)
17,0 20 30[3]以下

軟らかいもの

(指が容易に貫入N=2～ 4)
16.0 15 15[1.5]以 下

粘土及び

シァレト

固いもの

(指で強く押し多少凹むlヽ
18～
15)

17.0 20 50[5]以下

(CH) (MH)

(卜lL)

やややわらかいもの

(指の中程度の力で貫入障4～ 8)
16.0 15 30[8]以下

軟らかいもの

(指が容易に貫入N=2～ 4)
14.0 10 15[1.5]以 下

関東ローム 14,0 5(φ u) 30:3]以下 (VH)

〔設計要領 第一集 土工編】
東日本高速道路株式会社・中部日本高速道路株式会社 '西 日本高速遭路株式会社
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表-5`2.3 単位体積重量換算値

土層名 土層記号
設計用 N値
(回 )

単位体積童4ゆ

換算値

(kN/皿
3)

設定根拠
採用値
(kN/nS〉

摘 要

表■・耕作土・埋土 Fs 2.0 14 0 人五地盤 !粘性土・砂質土主体 14,0
表-522を参考に経験値を
考慮し採用

沖犠腐植土層 Ap 00 11.31
自然地盤 :粘土及びシルト「軟らかい

もの」
11,3 土質試験結果の平均値採用

火山灰質粘性土層 L皿 23 13.02
自然地盤 :オ古土及びシル ト「軟らかい
もの」

19,0 土質試験結果を採用

駆灰質粘性土層 Lc 2.8 16.2
自然地盤 !紺士及びンル ト「軟らかい

もの」
16.2 土質試験結果 を採用

洪積第1砂質土層 Dsl 5,0 170 自然地盤 !砂質上「密実でないものJ 17.O 寮
-6.2.2を参考に経験値を
考慮し採用

渋積第1粘性土層 Dol 14.0
自然地盤 i粘土及びシル ト「軟らかい

ものJ
1410

表-5.2.2を 参考に経験値を
考慮し採用

洪積第2砂質土層 Ds2 170 自然地盤 :砂質土「密実でないもの」 17.0 療
-5.2.2を 参考に経験値を
考慮し採用

洪積第1礫漉しり土層 Dssl 29.1 19,0 自然地盤 :砂質土「密案なもの」 19.0
菱-5,22を参考に経験値を
考慮し採用

洪積第3砂質土層 Ds3 16.7 18,0
自然地盤 :砂 「密実でないものまたは

分級されたもの」
18.0

差 5.2.2を 参考に経験値を
考慮 し採用

決積第2粘性土層 Dc2 12.1 170 自然地盤 :洪積粘性土。粘土及びシル
ト「固いものJ

17.0
寮-522を 参考に経験値を
考慮 し採用

洪積第4砂質土層 ps4 14,8 170 自然地姓 :砂質土「密宴でないものJ 18.0
療-5

考慮
2.2を参考に経験値を
し採用

洪積第3粘 性上層 Dc3 Fo,8 16.0
自然地盤 :イ美積粘性土。粘土及びシル
ト「やや軟らかいもの」

16.0 菱-5,2.2を 参考に経験値を
考慮 し採用

洪積第2礫混じり上層 D``g2 89 6 200 自然地盤 :砂 「密実でないものまたは

位径幅の広いもの」
20,0

衰-6.2.2を 参考に経験値を

考慮 し採用

:「表-5.2,2土層と単位体積重量の関係J単位体積童量から採用
り :単位体績重量は、湿潤密度試験結果×室力加速度(9.31)と した
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(o)、 粘着力・せん断抵携角

① 粘着力             |     |  ,
土質試験を実施していないためて表-5。 2,1設計用雨値から設定する。

設計用N値から粘着力を求ある方法にういては、以下の方法が挙げられる。

・地盤工学会 地盤調査の方法と解説 p2672004年発行による擦算方法

: o=?″ /2  -

:?,=l赤5N

c=o.25N(邸 /m争 )

cI粘着力

?″ 予す軸圧縮強さ

N:設計用N値

上記の式を用いて設定し、表…5,2.4に示した。  | 「

なお、砂・礫質上層に関しては安全イ貝llに粘着力 cはゼロとしたも

② 甘ん断抵納角φ               ,    |
せん断ヤ氏抗角φは(表-5.2:1の設計N値を用いて日本建築学会「建築基礎構造設計指針」

の以下の関係式よりせん断抵抗角を算出し、表-5,2.51こ示した。.    1
なお、粘性上に関しては安全側にせん断抵抗角φはゼロとしゃ。     |   |

φ=√ 20,Vl+20(3.5≦ Nl≦ 20)

φl=40  (20く ′Vi)

ただし、Nl華√98/σ ギX′V, 、

したがって、

ここに、

ゅ :せん断抵抗角 (°

σv':有効上載圧

)
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表-5。 2.4 粘着力換算値

土́層名 土層記号
設計用 N値
(回 )

粘 着 力
め

換算値

(kN/m2)

採用値
(kN/m2)

摘 要

表土・耕作土・埋土 Fs 2.0 12.50 12.5
設計用N値からの換算値
を採用

沖積腐植土層 Ap 0,0 0,00 6.2 土質試験結果を採用

火出灰質粘性土層 Lm 2.3 14.38 53.5
土質試験結果を採用

結果範囲 (40.1～ 67.9)

瞬灰質粘性土層 Lc 2.8 17.50 28,1
土質試験結果を採用
結果範囲 (20,1～ 38,1)

洪不寅第1砂質土層 Dsl 5.0 考慮 し無い

洪積第1粘性土層 Dcl 2.0 12.50 12.5
設計用N値からの換算値
を採用

洪積第2砂質土層 Ds2 8.0 考慮 し無い

洪積第1礫混じり上層 Dsgl 29.1 考慮し無い

洪不質第3砂質土層 Ds3 16,7 考慮 し無い

洪積第2粘性土層 Dc2 12.1 75.63 75,6 設計用N値からの換算値
を採用

洪積第4砂質土層 Ds4 14.8 考慮し無い

洪積第3粘性土層 Dc3 5,8 36.25 36.2 設計用N値からの換算値
を採用

洪積第2礫混 じり上層 Dsg2 39.6 考慮し無い

D!粘
着力換算値室6.25X設計用N値
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表…5.2.5 せん断抵抗角換算値

内部摩擦角換算値=√ 20× 設計用N値+20上限は40度 とする

土層名 土層目己号
設計用 N値
(回 )

内部摩擦角3)

換算値

( )

採用値
(C)

摘 要

表土・耕作上・埋土 Fs 2.0 考慮 しない

沖積腐植土層 Ap 0,0 考慮 しない

火山灰質粘性土層 Lh 2,3 考慮 しない

凝灰質粘性土層 Lc 2.8 考慮 しない

洪積第 1砂質土層 Dsl 5.0 34.8 34,0 設計用 N値からの換算値を採
用

洪積第 1粘性土層 Dcl 2,0 考慮 しない

洪積第2砂質土層 Ds2 8.0 35,4 34,0 設計用N値からの換算値を採
用

洪積第 1礫混じり上層 Dsgl 29。 1 39.5 39.0 考慮しない

洪積第3砂質土層 Ds3 16,7 38,4 38,0 設計用N値からの換算値を採
用

洪積第2粘性土層 Dc2 12,1 考慮しない

洪積第4砂質土層 Ds4 14.8 86.1 36.0 設計用 N値からの換算値を採
用

洪積第3粘性土層 Dc3 5.8 考慮 しない

洪積第2礫ユ尾じり上層 Dsg2 39.6 39,2 39,0
設計用N値からの換算値を採
用
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(4)変形係数

本調査では、ボージング孔を利用した孔内水平載荷試験や一軸圧縮試験を実施していないた

め、設計用N値と以下の関係式より推定し、各層の変形係数として表-5。 2.6に示した。

。地盤工学会 地盤調査の方法と解説 P3092023年発行による換算方法

E=700× N(kN/m2)

f:変形係数(kN/m2)

N:設計用N値

表-5。 2.6 変形係数換算値

° :変形係数換算値=700× 設計用N値

土層名 土層記号
設計用N値
(回 )

変形係数
°

換算値 (kN/m2)

採用値

(kN/n3)
摘 要

表土・耕作土・埋土 Fs 2.0 1,400 2,100 設計用
N値からの換算値を

採用

沖積腐′腟土層 Ap 0,0 700 700
表土・耕作上の1/3程度とし
た

火山灰質粘性土層 Lm 2.3 1,610 1,600 設計用
N値からの換算値を

採用

凝灰質粘性土層 Lc 2.8 1,960 1,900 設計
用N値からの換算値を

採用

洪積第 1砂質土層 D〔,1 5,0 3,500 3,500 設計
用N値からの換算値を

採用

洪積第1粘性土層 Dcl 2.0 1,400 1,400 設計用
N値からの換算値を

採用

洪積第2砂質土層 Ds2 8.0 5,600 5,600 設計
用N値からの換算値を

採用

洪イ賞第 1礫混じり上層 Dsgl 29.1 20,370 20,300 設計用
N値からの換算値を

採用

洪イ寅第3砂質土層 Ds3 16.7 11,690 11,600 設計用
N値からの換算値を

採用

洪希責第2粘性上層 Dc2 12. 1 8,470 8,400 設計用
N値からの換算値を

採用

洪積第4砂質土層 Ds4 14.8 10,369 10,300 設計用
N値からの換算値を

採用

洪積第3粘性土層 Dc3 5.8 4,000 4,000 設計用
N値からの換算値を

採用

洪積第2礫混じり上層 Dsg2 39,6 27,720 27,700 設計
用N値からの換算値を

採用
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5,3 設計用上質定数                   ′

調査より得られた地盤情報、第 5章 2の関係式による換算値などを総合的に検討し、本調査地

における各層の上質定数をまとめ、設計用上質定数提案として表-5.3.1に示した。

表-5.3.1 調査地の設計用上質定数提案

土層名 土層記号
設計用N値
(回 )

単位体績重量

(kN/m3)

粘着カ

(kN/m2)

せん断 1瓜抗角

(° )

変形係数

(kN/m2)

表土・耕作土・理上 Fs 2.0 14.0 12.5 2,100

沖積腐植土層 Ap 0.0 11,3 6.2 700

火山灰質粘性土層 Lm 2.3 13,0 53.5 1,800

凝灰質粘性土層 Lc 2.8 16.2 28,1 1,900

洪積第1砂質土層 Dsl 5,0 17.0 34.0 3,500

洪績第1粘性上層 Dcl 2.0 14.0 12.5 1,400

洪積第2砂質土層 Ds2 8,0 17.0 34.0 5,600

洪績第 1礫滉 じり上層 Dsgユ 29。 1 19,0 39,0 20,300

洪積第3砂質土層 Ds3 16,7 18,0 38.0 11,600

洪犠第2粘性土層 Dc2 12,1 17.0 75.6 8,400

洪積第4秒質土層 Ds4 14,8 18.0 36.0 10,300

洪積第3粘性土層 Dc3 5.8 16.0 36.2 4,000

洪積第2凍混 じり上層 Dsg2 39。 6 20.0 39,0 27,700



5。 4 地盤の圧密状態
現状の圧密状態は、得られた圧密降伏応力と採取試料の深さにおける有効土被り圧との関係

を比較し、以下のように判定を行う。

O有効土被り圧 Po>圧密降伏応力 Pc・ ・

○有効土被り圧 Po≒圧密降伏応力 Pc・ ・

O有効土被り圧 Po<圧密降伏応力 Pc・ ・
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。未圧密状態

現状で圧密が進行中の状態

。正規圧密状態   |
過去に受けた応力と現状の上被り圧が等しい

状態。荷重増加により圧密が進行する。

・過圧密状態

過去に受けた応力が現状の上被り圧以上のため

安定している状態。ただし、圧密降伏応力を超

える荷重が加わった場合は圧密が進行するも

表工5.4,1に過圧密比による圧密状態の分類を示した。

表-5,4.1 過圧密比による圧密状態の分類

(社団法人 地盤工学会「術手帳 2 実務に役立つ主質工学用語の解説」り,1用 )

過圧密比 (OCR) 圧密状態

1 正規圧密

1ハツ2 軽い圧密

2-8 過圧密

8- 強い圧密

今回実施した Ap層、Lm層および Lc層の現状における応力状態と試験から得られた圧密降伏応

力を整理し、現状の圧密状態を表-5。 4.2にまどめた。また、各地点の地盤内応力を検討し図-5.4.1

～図-5。 4.5に示した。  .
配1の Ap層は、現状の有効応力σ'v≒圧密降伏応力 Pcの関係にあり過圧密比 OCR=1.0で 「正

規圧密状態」にある。

Lm層、Lc層は、有効応力を圧密降伏応力が上回る関係にあり、Lm層は OCR=7,7｀ 8.7、 Lc層は

OCR=4.6～ 9,7を示し「過圧密状態」にあると判断される。 ′    、



地 点 土 層
深 度
(五 )

圧籍降伏応力

Pc (kN/m2)

有効応力

σ
' v (kN/m2)

過圧密 比

(OCR)
圧密状態

Nα l Ap 2.45 18,0 17.47 1,0 正規圧密

No,2 Lm 2,40 318:9 41,71 7,7 過圧密

N。 4 Lc 3,30 318.2 32.76 9,7 過圧密

Nα 6
Lm 1,30 254.8 31,07 8.2 過圧密

Lc 3,35 337.2 39,63 8.5 過圧密

N。 7
Lm 2.35 340,3 39.03 8,7 過圧密

Lc 8,85 216.5 47.02 4.16 過圧密
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表-5,4.2 現状の圧密状態

鼈 建 内 青 効 廊 力 σ
.z(kN/mを
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図-5,4.1 地盤内応力度 (配 1)
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地盤内有効応力 σ
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図-5,4.3 地盤内応力度 (配4)
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0

地盤内有効応力σ'2(kN/m2)
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図-5.4,5 地盤内応力度 (醜7)
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5.5 調査地の支持層ついて

本調査地の地層は、沖積低地に当たるLl地点では、表層部に沖積世の有機質土(Ap)層 が層厚
3,90m程度確認された。Ap層の下位には、洪不賞のDsl層、Dsgl層 、Ds3層が分布している。

NO.2～ NO。7地点は洪積台地上に当たり、表土・耕作土・埋土層 (Fs)、 火山灰質粘性土層 (Lttl、 凝

灰質粘性土層 (Lc)、 洪積世の第 1・ 第 2・ 第 3・ 第 4砂質土層、第 1・ 第 2礫混じり上層と第 1・ 第

2・ 第 3粘J性土層などが分布している。

一般的な支持層の目安として、日本建築学会、日本道路協会では以下のように示されている。

P25  2009 11

(2)公益社団法人 日本道路協会 (道路橋示方書 。同解説 P177平成 29年 11月 )

①粘性土層は砂質土層に比べて大きな支持力を期待できず、沈下量も大きい場合が多いため

支持層とする際には十分な検討が必要であるが、N値が 20程度以上であれば支持層と考え

て良い。

②砂層、砂裸層はN値が 30程度以上あれば支持層と考えてよい。ただし、砂礫層ではレキを

たたいてN値が過大に出ることがあるので、支持層の決定には十分な注意が必要である。

上記、建築学会・日本道路協会の支持層に対する提言を基に、調査結果から建物構造物に対

する支持地盤について以下に述べる。

○大規模重量構造物         !
G卜32,70～-34.90m(TP-11.34～ 13.37m)以 深に分布する洪積第 2礫混じり上層 (Dsg2)が適

切と判断される。配5では確認されていないが、Gl二37.Om(TP-15。 30m)付近より砂の混入が

多くなり、N値も増加する傾向は確認されている。この場合は杭基礎となる。

本層は、細砂が主体であるが、2～201lm程度の小礫ではあるが全体少量混入する。また多く混

入するところも存在する。局部的に粘性土を挟む部分では、若千のN値の低下が見られるが、

概ねN値 30～60以上を示し、支持層とすることが可能である。

○小～中規模軽量構造物

洪積第 1礫混じり上層(Dsgl)が考えられる。この場合も杭基礎となる。

本層は、粒子不均―な細砂を主体とするが、不規則に粘性上を混入する。また、全体に小礫

が不規則に混入するのが確認されている。粘性上が不規則に混入するため、N値 10～ 15程度に

砂質土、礫質上ではN値_50(ま たは 60)以上、粘サl生上では 20～ 30以上とすることが多い

が、地盤条件や建物の要求性能、想定される複数の基礎形式を勘案して設計者が適切に判

断する。なお、粘性土ではサンプリング試料を用いた室内土質試験により強度 。変形特性

(本指針 2.3.8項参照)を確認することが望ましい。
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低下する事と層厚がやや薄いことが懸念される。

N値 30以上を示すことから支持層とすることが可能と考えられる。だだし、設計に際しては

十分な検討が必要と判断される。

また、戸建て住宅については、火山灰質粘性土層 (L血)を支持層とする直接基礎も考えられ

る。上質試験結果から、現状において「強い過圧密状態」にあることや 20～ 50kN/m2ォ呈度の支持

力が期待できると推定される。                        
′

設計に際しては、予め、平板載荷試験やスクジューウエイト貫入試験等による地耐力を確認

することが望ましい。

Ap層は、支持力は期待できない。

図-5,5。 1に想定される支持層の概略深度をしました。    「
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固 ,ヽ5.1 福定される支持層の根略輝魔
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5.6 設計 。施工上の留意点

ここでは、ボーリング調査結果から、設計・施工上の留意点について述べる。

(1)土層構成                     、

当地は、計画地北西側の配1地サ蕉(調整池)の沖積低地と配2地点から醜7地点の洪積台地に区分

される。

土層構成は、沖積低地では、表層に0.4mの表土層 (Fs)と沖積層 lAp)が分布し、その下位に洪積層

(Ds2,Dsgl,Ds3)が分布している。他方、台地部は表層の表± 9耕作土(Fs)の下位に、火山灰質粘

性土(Lm)、 凝灰質粘J陛土層 (Lc)が分布し、その下位に洪積層 (Dsl,Dcl,Ds2,Dsgl,Dさ 3,Dc2,Ds4,Dc3

,Dsgl,Ds4)層が分布している。

・表土 。耕作上層 (Fs)

'兄

在は水田や畑として利用されている。深度 o.40で粘性土を主体とする。草根や少量の礫、

砂を混入する。

・沖積層 (Ap)

No.1地′点で確認された有機質土層である。表部は草根や腐植物繊詐が多く混入する。全体に腐

植物を多量に混入し、含水が多く非常に軟質である。以上の点から、圧密沈下のFH号題なども懸

念される。また、支持力等の観サ点から盛土や構造物の支持地盤としては、不適切と考えられる。

ここは、調整池が計画されており、掘削工事の際の斜面の安定性にも留意する必要がある。

。濶時れ震層 (Dcl,Dsl,Dc2,Dc3,Ds2,Dc4,Dpl,Ds3,Dc5,Dgl,Ds4)

ml地サ点の沖積層直下は洪積層となっている。全般的に砂泥互層であり、この D層は下総層

群に分類される。下総層群は全体として北から南に向かつて緩く傾斜しながら、概ね平行に堆

積している。Dsgと、Ds宮2層は、砂が主体であるが全体に小礫が混入している。      |
この洪積層は、比較的良好な地盤であり小年中規模の軽量建物などであれば、GL-12m以深の

Dsgl・ Ds3層 を支持層とすることも可能と考えられる。N値の低い部分も存在するため、設計に

際しては、補足調査など充分な検討が必要である。

大規模構造物に対しては、GL-36.Om以深のDsg2層が考えられるもN値全般的に40以上を示

す良好な地盤であり、支持地盤として適正な地盤と判断される。局部的に粘性土を挟むが層厚

は薄い。一部、配5地点では確認できていない。

(2)地下水について

比1地点の沖積低地では、GL-1.20mに確認され自然水位と考えられる。周辺は水田として利用

されていることと、台地からの流入によるものと推定される。

その他、配2～配7地点の台地部は、GL-1.90～-3.24m付近に初期水位として確認される。いず

れも、無水掘りにて確認した水位であるが Lm層や Lc層内に分布することから宙水であると考え

られる。周辺の地形等から、地下水位は現状より低いものと推察される。

地下水位は、季節や天候等により変動するので、適用の際には留意が必要である。。
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6.液状化に対する検討

6.1 液状化の判定

地震により発生する地盤の液状化は、一般的に新しい時代 (沖不賞世)の地層、いわゆる第四紀

沖不賞世の低地や海岸沿いおよび湾岸の埋立地で発生することが多い。これらの地域は、未圃結で

N値の低い地層が厚く雄積すること、地下水位が高く飽和状態にあり、特に、N値の低い砂・砂質

土層での発生率が非常に高いこと言われている。

一般的に地盤の液状化判定は、飽和状態にある緩い砂層を対象としており日本建築学会「建築

基礎構想設計指針」および日本道路協会「道路協示方書 。同解説」では、以下のように示されて

いる。       |
O対 象とすべき地層

一般的に、洪積地盤では液状化現象は発生し無いとされているが、近年では少件数ではあるが

洪積地盤での発生例なども報告されており、条件次第で洪積地盤でも「ナ也盤の液状化判定」を行

う必要があるとも言われている心

全国液状化マップ「茨城県の地震災害想定結果 (図-6.1.1参照」によると、当該調査地は、地

液状化発生の可台酵陛が低い地域ではあるが、上記「対象とすべき地層」に基づいて、地盤の液状

化判定を行った。また、同じ砂質土層であつても、N値 15以上場合や細粒分含有率 Fc35%以上を

示す場合は判定対象から除外した。洪積地盤については参考程度にとどめるものとしたしヽ。

① 地表面から20m以内の深さに存在し、地下水以下であって飽和土層

② 砂質上で粒径が比較的均―な中粒砂であること

③ 糸田粒分含有率が′ιB5%以下の上層。

④ 細粒分含有率′σが35%以上でも、粘上分が 10%以下、または塑J陛指数 rpが 15以下の

埋立あるいは盛土地盤

⑥ 50%粒径 D50が 1011m以下で、かつ、10%粒径 D10が ltlm以下である土層

⑥ N値がおおむね 15以下であること
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6.2'対象地盤の物理特1陛  
′

Nol、 配7の液状化判定対象地盤の物理試験結果を表-6.?.1に示す。

表-6.2.1 物理試験結果

（誤
）
雑
急
陣
嘲
Ｍ
瑠
四

地 点 配 1 No7

繊料番号 lP一上 lP-2 lP-3 lP-4 lP-6 7P-1 7P-2 7P-3 7P-4

深 震 GL― (m) 5,15  ,W

6.45
7.15  ‐

7.45

9.16 ～
9.45

1 11.16  -
11,45

6.15  ～
6.46 
イ
7.15 ～
7.45

8,15

8.45

13,15  ～
13.45

上 層 名
'S留

1 Ds3 Ds2 DsBl

土粒子ρ密度 pS g/cm9 2.680 2.672 2.704 2.698 2.692 2,G03 2,709 2・ 709 2.6“

自然含水比 wn  拓 28.4 81,0 31.7 40.9 38.5 34.6 26.3 20.9 33.4

粒

度

石分 (75籠lnl以 上)  
“

礫分 (2～ 75コ山l)   % 2.2 0.0 0.4 010 O.l 0.5 2.2 0,0 l.8

砂分(0.075～2an) % 95.1 94.5 85,6 75`6 56.1 73,3 77.0 88.8 90.6

ンルト分(0.005～ 0.Oτ ttm)   % 7.4 13.0 31.6 13.0 11.0 6.6

粘・上分 (0,005ィか未満) % 516 ■.6 13.3 13.2 9.8 4.6

細粒分含有率 Fo  
“

2.7 5.5 1310 24.6 44.8 26.2 20.8 11.2 7.7

最大粒径 9.60 2.00 4,75 2.00 4,75 4.75 9,60 2.00 9.50

均等係数  Uc 2.64 1.?8 24 80.9 11.2 122.0 14.6 2.1 2.1

分

頚

地盤材料の分類名 砂
細粒分
l見 学り砂

細粒分
鴻 じり砂

細粒分質砂 細粒分質砂 細粒分質砂 細粒分姿砂
細紅分

混 じり砂

細粒分
ユ見じり砂

分類誼身 (S) (S―『 ) (S― F) (SF) (SP) (SF) (SF) (S― F) (S― F)

100
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Ｆ
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図6.2.1 液状化検討層の粒径分布
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(1)検討条件
。判定基準名 :建築基礎構造設計指針 (日 本建築学会、2023)

,設計加速度 :150gal、 200gal、 350gal

・マグニチュー ドは、建築基礎構造設計指針の計算例に基づき、マグニチュー ド7.5と する。

・検討地,点 Nol、 配4、 配7

・液状化検討の物性値 :N値 と細粒分含有率から各地,煮の物性値を表-6。 2.2～表-6.2.3に示

し、深度毎の検討の必要性を判定した。

表-6.2.2 液状化検討対象層の物性値 (血 1)

表-6.2.3 液状化検討対象層の物性値 (血 7)

土質区分

検討深度 N値
地下水位
CL(m)

細粒分
含有率
Fc(%)

単位体積重量
(kN/m2)

検討の

必要性
備考深度

GL― (rn)
記 号 区分 土質

6 4`Ⅲ Fs 粘性上 表土 1 クR 15,0 × 粘t生上のため

4.30

Ap 粘性土 有機質シル ト

1.800 0

11.3
× 粘t生上のため

2.300 1

3.230 0

4.300 1

4 R0 Dsl 砂質土 シァレトユ昆じり細砂 17.0 ×

8.80

Dsgl 砂質土 礫混じり細砂

5,300 8 2.7

19.0′

O 砂質上のため

6.300 20 × N値が高いため

7.300 16 5.5 O 砂質上のため

8.300 25 × N値が高いため

11.80

Ds3 砂質土
シル ト混じり細砂

秒質シル ト

9。 300 12 13

18.0

○
砂質上のため

10.300 13 彦4.5 O

11.300 12 44.8 〇 Fs三 35.0%ワ火」し

13.60

12:300 11 ×

粘性土優勢のため

13.300 26 ×

15.45

14.300 25 ×

N値が高いため
15,300 21 ×

土質区分

検討深度 N値
地下水位
GL― (m)

細粒分
含有率
Fc(%)

単位体積重量

(kN/m2)

検討の

必要性
備考―

麟

CrL― (m)
記 号 区分 土質

0_50 Bs 粘性土 表 土 0.600

R O民

14.0 × 粘性上のため

3.20
Lm 粘性土 ロー ム

1.800 1
13.0

×

粘性上のため

2,300 0 ×

6.10

Lc 粘性土 凝灰質粘土

3.300 2

16.2

×

4.300 2 ×

5.300 10 ×

9 20

Ds2 砂質土 細砂

6.300 4 26.2

17.0

O

砂質上のため7.300 5 20.8 O

8.300 13 11.2 O

15.45

Dsgl 砂質土 礫混じり細砂

9。 300 21

19.0

×

N値が高いため
10.300 19 ×

11.300 19 ×

12.300 21 ×

13.300 15 7,7 O 砂質上のため

14.300 30 ×

N値が高いため
15.300 38 ×
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○地表変位Dcyと液状化の程度

地表変位Dむンは各層の層厚Hおよび繰返しせん断歪γ cyよ り次式から求める。

Dげ =Σ佑←″)        Ⅲ

表-6。 2.4地表変位と液状化の程度

地表変位 Dc・y(Cm) 液状化の程度

0 な し

5メ下 軽微

5を超え 10以下 ′Jヽ

10を超え方0以下 | 中

2δ を超え40以下 大

.40を
超える 甚大

O液状化指数 (Pと値)による危険度の評価

4=ぼ件亀)0010Ⅲ)rF

ここで(xは表層からの深さ (m)、 Fと は液状化に対する抵抗率 lFL値)である。
FLは下式によつて深さ毎に算出される。

五番.11
F二
=二
_儀 液織化すると判定 ―

F二 Ⅲl_生 液状化しないと申Ⅲ定

RI犠 が有する船 せん断強度比
Li地震時せん断応力比 |

表-6.2.5、 PL値と液状化の危険度

液状化指数 Pと 液状化の危険度―

0 かなり低い

.5以
下 低 い

5を超え 16以下 高い

15を超える 極めて高い
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(2)計算結果

血1、 血7で行った液状化計算結果を図-6e2.2～図-6.2.31こ示した。計算結果の詳細は、巻

末資料の液状化計算結果に納めた。

地下水位は、各調査地点め初期水位 GL-1:00-3.00mを 用いた。
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6.3 液状化検討結果

液状化検討結果を要約し、表-6.3.11こ示した。

表二6.3.1 液状化簡易判定結果

水平加速度に対する最大水平変位量と液状化指数は、液状化する土層の累積値となること

から検討各地点の「液状化の程度」、「液状化の危険度」を判定結果から整理し表
-6。 3.2

に示 した。

表-6.3.2 地点毎の液状化程度と液状化危険度

地 点
水平カロ速度

(gal)

最大水平変位量 液状化指数

DLy (cm) 液状化の程度 PL巾主 液状化の危険度

Nα l

150 1,00 軽微 1.897 低 い

200 2.00 軽微 3.260 低 い

350 4.00 軽微 9.566 高 い

Nα 7

150 0,00 な し 0.000 かな り低い

200 2.50 軽微 2.350 低 Vヽ

350 7.00 ′∫ヽ 9.889 高 い

血 1
液状化する X

N償7
液状化する ×

液状化 しない ○ 液状化しない ○

検討深度
(m)

N値
水平加速度 (gal) 検討深度

(m)
N値

水平加速度 (gal)

150 200 300 150 200 300

1.800 0 非 液 渋化 非 清 鍛 イヒ 非液状化 1.800 5 業 溝 拌 イヒ 】ヒンす|にイヒ 非液状化

2.300 1 ゴ帥 操 汀レ 非 清 減 ″ 非液状化 2.300 6 】ヒツす〕夫・イヒ 】とン0上にイヒ 非液状化

3.230 0 非 清 】々 イレ 非 漬 】入
エ
イ″ 非液状化 3.300 2 非 清 渋 イヒ 非 漬股イヒ 非液状化

4.300 1 非 漬 渋 仕 非渡 淡 権 非液状化 4.300 3 非 漬 淡化 非液 状化 非液状化

5.300 8 X O.742 × 0.556 X O,318 5,300 10 非 液状イヒ 非 清 拌 イヒ 非液状化

6.300 20 非 液 殺花 尭 ,擦デ投 イレ 非液状化 6.300 4 ∩  1 lR0 )( O RとR X O.484

7,300 16 ∩  l R(〕 ハ ∩  1 3岳 5 X O,774 7.300 5 ∩  1 106 X O_829 X O,474

8,300 25 非 清 股 イヤ
′ 非 漬渋 イ″ 非液状化 8.300 13 fう  1_754 Cう  1_315 X O,752

9.300 12 0 1_397 0 1.048 X O.599 9.300 21 非渡 #たイI′ 非 液状化 非液状化

10.300 13 0 1.866 fう   ヽR99 X O.800 10.300 19 非液状イヒ 非 湾 股 イ″ 非液状化

11.300 12 非液状化 非 漬 股 花 非液状化 11.300 19 非 漆 鍛 化 】ヒ漆渋花 非液状化

12.300 11 非 清 股 イヒ 非 漬状 仕 非液状化 12.300 21 非 漆股 化 非 液状 花ゝ 非液状化

13.300 26 非漬 股化 非液状化 非液状化 13.300 15 0 1.245 )( 00A4 × 0_533

14.300 25 非液状化 非液状化 非液状化 14.300 30 非渡状化 非液状化 非液状化

15.300 21 非液状化 非液状化 非液状化 15,300 38 非液状化 非液状化 非液状化

液状化指数 PL 1.897 3.260 9,566 液状化指教 PL 0.000 2.350 9.889

最大水平変位 Dcy(cm) 1.00 2.00 4.00 最大水平変位 Dcv(cln) 0,00 2.50 7.00
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O水平加速度 150gal:NO.1地 点は Dcyl.00、 PL値 1.897を示し、液状化の程度は「軽微」、
「  液状化の危険度は「低い」と判定される。
配7地点は Dcy、 PL値 ともに 0.00を示すことから 液状化の程度は
「なし」、液状化の危険度は「かなり低い」と判定される。

O水平力H速度 200gal:NO.1地点は Dcy2.00、 PL値 3.260を示 し、液状化程度は「軽微」、液

状化危険度は「低い」と判定される。

配7地点は Dcy2.50、 PL値 2.350を示し、液状化の程度は「軽微」、

液状化の危険度は「低い」と判定される。

○水平カロ速度 350gal i mと 地点は Dcy4.00、 PL値 9,566を示し、液状化の程度は「軽微」、

液強化の危険度は「高い」と判定される。

血7地点は Dcy7.00、 PL値 9。 889を示し、液状化の程度は「小」、液

状化の危険度は「高い」と判定されると

液状化の検討は、GLTl,00～ 3,00mの粘性土層に確認された初期水位を用いた。

:調査地は、洪積台地上にあることから地下水位は、確認された初期水位より更に低い位置

に存在するものと推定される。

今回、液状化の検討対象とした地層は、決不責世の砂質土層ではあるが、N値の低いところ

では FL値が 1以下となるところ部分が確認され、液状化の可能性が考えられる。

血1地点の Dgl層 上部では、水平加速度 150galでもPL値 <1.987、 Dcy値 <1,00cmを示

し、液状化の危険度は「低い」、液状化の程度は「軽微」と判定され、液状化の発生する可

能性が考えられる。         ・

今後、設計を行う際にはこれらの結果から建物の規模と重要性などを踏まえ、地震時の水

平力日速度の評価を設計サイ ドにおいて、十分な検討を行うことが必要と思われる。

― 以上 ―
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ボーリング柱状図

調  査  名   圏央道つくば西スマー トIC周 辺地区 地質調査

事業・工事名
シー ト‖o

り

ボとリング名 No l 査位置 茨 城 県 つ くば 市 高須 賀 地 区 36°  4' 40.16″

発 注 機 関 調査期間 令和 7年 7月  23日 7年 7月 24日 140°  1' 1.47″

調 査 業 者 名
日 本 技
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ボーリング柱状図

雹司 査  名   圏英道つくば西スマー トIC周 辺地区 地質調査

事業・工事名

ボーリングN(

ン∵卜No

ボーリング名 No.2 調査位置 茨 城 県 う くば 市 高 須 賀 地 区 6°  4' 34.92″

発 注 機 関 調査期間 令和 7年 ヤ月 15日 7年 7月  22日 140°  1' 17.17″
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ボーリング柱状図

調  査  名   圏央道つくば西ス マ ー トIC周 辺 地 区  地 質 調 査

事業・工事名

ポーリンク粕

シー トNo

ボーリング名 No.3 査 位 茨 城 県 つ くば 市 高 須 賀 地 区 6・  4' 29,23″
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ボーリング柱状図

調  査  名  圏央道つくば西ス マ ー トIC周 辺 地 区  地 質 調 査

事業・工事名

ボーリングHO

シー ト硝o

ポーリング名 No.4 調査位置 茨 城 県つ くば 市 高須 賀 地 区 北  構136 4' 17,19″

発 注 機 関 調査期間 令和 7年 7月  15日 7年 7月  22日 東 経1140
1' 27.61″

調 査 業 者 名
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ボーリング柱状図

調  査  名 圏 央 道 つ くば西 ス マ ー トIC周 辺 地 区  地 質 調 査

事業・工事名

ボーリングNc

シー トNo

ポーリング名 No.5 調査位置 茨 城 県 つ くば 市 高 須 賀 地 区 36・  4' 4,62″

発 注 機 関 調査期間 令和 7年 8月  6日 7年 8月  19日 140°  1' 43,03″
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ボーリング柱状図
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ボーリング柱状図

調 査  名   圏央道つくば西スマー トIC周 辺地区 地質調査

事業・ 工事名

ボーリング‖0

シー トNo

ボーリング名 No,7 査位置 茨 城 県つ くば 市 高須 賀 地 区 縮 36°  4' 4,62″

発 注 機 関 餌調査期間 令和 7年 7月  23日 7年 7月  日 経 140°  1' 43.03″

調 査 業 者 名
日本 都
電話 任技師

現   堀
4や 理 人

コ

浅 野睦 夫 平 井  搭

孔 口 標 高
TP
+21,6911

90'

東

征

書〆
げ

0ご

使
用
機
種

試 盤 1襲 東 熱 DO― DL
ハ ンマー

甚 下 用且 半 自動 落 下

総 掘 進 長 15,46甑 エンジン ヤンマーNFD-10M ポ ン プ 東 邦 BG-3Cと

標

　

　

　

尺

　

　

　

ω

標
　
　
　
高
　
　
　
ω

層
　
　
　
厚
　
　
　
ω

深
　
　
　
度
　
　
　
ω

柱
　
　
　
状
　
　
　
図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

欄

度

記

事

孔
内

水

位

①

／

測

定

月

日

標 準 貫 八 諄電 験 原 位 置 試 験 試料採 取 室
内
試
験

（

掘

進

月

日

深
　

　

度

　

　

ω

¢

　
サ卵
像　柳

１０
　

打 回
数
／ 的一

深
　
　
度
　
　
¢

名

果

、
‐

‐

′

結

験

びよ

試

お

ｒ
‐

‐

ヽ

深
　

　

度

　

　

⑪

試

料

番

号

採

取

方

法

C

t

01

ぞ ど

1

4

(

〔

表■ 暗福

披
響

６
／
ｍ

・３

加

‐９

‐９

２‐

ｌＳ

ｅＯ

ｅａ

山
　
　
　
　
　
　
　
腹

⑨

　

　

　

◎

併
／
２

茶

褐

申

位 軸 帖 詠
ノ″

１
／
如

２
／
卸

疑

灰
質

粘

土

乳

灰
Ｐ

茶

樹
！

乳

灰

非
常
に
軟
ら
か
い
Ｐ
要
い

含水多嵐 粘性強い

滉
入

３
／
朗

干
／
４

幻
ｍ
／
節

４
″
節

翔

砂

褐

灰
ど

暗
褐

砂
る知的弾

1

５
／
郎

‐３
／
節

顔
／
節

藤

混

じ

り

細

砂

暗

禍

粒子不均―な細砂

鋤舷蒻隅醗轟浮
'重

角騨混入

P

０
／
ｍ

|０
／
ｍ 1

射
／
節

細

砂

褐

灰
！

暗

褐

ぞ

褐

灰

非

常

に
報

い
ど

密

な

稚
　
鞠

ノ

b

お
／
ｍ く

＼
∞
／
鮒 ヽ

＼
範
／
節 Ъ



工亭名 日 只 題つ くIS

園面名 地罠断面口

年月日 令和7年9月

尺 虞 H=1:GIЮ0
V=1細 口面番号 /

会社名 日本都市抜缶株式会社

篠吉(m) 篠富ln

i

そ
・‐　
―
】

＼ヽ

)

｀イ ノ

,■ 薄韓櫃と歳

`い

。とにと , a'〉温o■

夕れイI'こと・■●Hン″
`

■翻獣―ム

L● 障 Hけと`■区H● ■,■ンルト

磁lIれゆ

倒すン″卜軸 H・ツルト・硝 "ト
!hを
IT既承iとをと再
じ
'D,:,■

'ン
ルト

峨 静 し,"ゆ・働・騨

、式貌 g些路
廟υ■●υ 中

託踊rtti=Eヱ
7甲・ツ・
「
鳴しワ甲マ



稽  日  士 襟整雲期占構 i昏誰詳指斜式 (200JⅢ

ルッr キ、ル 1 囲 車 楢 っ て ば 西 ス マ ー トTC周 切 J“ X 封

“

暫 調 査

らrイ トル ク

調 査 イヤ 詈 Jf′造敏:Rf報子 44Ⅲ 40 1で rヽt、  鳶経 ,140担子 1′万` 1 47ボ し`

ボー リング嘉

:予l口 種忘 `m) TP+16 70

」

“

下 丈 イ、ヤ GI-1 23(m)

太 V ttH i吏 に孝 lS0 000 200_000 350 000 (`=al)

マがニチ甘― ド 7 月00

ィr・ 滞 ィgぇ 雅 0015

計算 対象 目R『R とk下大イヤけ上輝  `結 下 再イξの 卜К母孝 ROル iフカ )

N( 下限深度

(1,ぅ む

γt

(kN/1n3) rit、1/m2Ⅲ

土質区分

0 400 14 00 6 60 嘉 +

4 R00 11 80 49 67 右 脇 警 シ ル ト

4 R`】 0 17(】 n SR 17 シル ト濠しり細砂

将9 00 】A4 17 辛dIる】,

11 800 18 00 lRR 17 シ ル ト混 lLり 細 砂

lR 600 18 00 220 57 わ暫シル ト

1馬 4月C 18 00 →/ル ト引厚lL V,め

Nl 計算深度

`rn 

Ⅲ

N 値

`F司

Ⅲ
`kN/m2)

(にN/m2)

D50

rmmぅ

FC
r財ぅ

砂礫地盤

結十標勘

補正N値 R

 ヽRn`】 0 0(】 ク1 4, 15 84

2 300 I イⅢイヽ 27 07 1(ヽ  馬R

3 225 F】 nn R7 少ヽ 17_97

4 亀00 1_00 4(】 F】7 19 hR

h RO`】 R_00 G7_67 ク字 7R ク 70 15102ら 0 165

R R(】 (】 ,0 00 88 67 86 99

7 Rnn 1と  ヽ00 10S(i7 4セ, 19 氏 氏n 2R 9n7 O Rセ そヽヽ

1 8 800 クヽ  `】 n 1 24 Fi7 SS RR

9 100 12 00 4ヽR 17 fi4 0R 1■ 00 n ,A7

1( (ヽ】 300 18 00 1と 1ヽ 17 7ク  クR 24 80 n RБo

1 1l R00 12 00 179 17 チin 40 44 R0

1, A00 11(10 197 17 88 68

lR R00 2と  ヽ00 21h 17 96 88

1 クヽ  イ】0 2R■ 17 105 09

11 2'ヽ 1 17 1lR ,9

N( 外力係数

T´

液状化係数

FT´

γ Cy× H

(cm)

外力係数 液状化係数

Fて

γ Cy》〈H
ranⅢ

外力係数 液状イヒ係数

FT´

γcyЖ H

(cln)

0 222 0_742 0 297 0 5月 fi 2 00 0 520 0 818

0 90■  ヽR6A 0 270 1 855 0 47R 0 774 6 50

0 191  ヽA(】 7 0 2SS 1 048 0 446 ィ】 ri99 1 `】 0

1( 01188 J 8て,6
`】

ク偏0 1 199 0 488 0 800 n Aィェ

1

1

1

】[

水平加速度    150000

液状化指数   Pと言1897

昇大末平亦イギ′D cv= 100

水平加速度    200000
液状化指教   PL=3260
編3★末司ZttFヾ′ Tう とヽv =  2 oo

水平加速度    350000

液状化指数   PL‐ 9566

昇 Jこ末平亦イサ D cv= 400



土被り圧N憶∝
　
れ

け

″
輛
　
　
肘

＼

Ｈ

Ｌ

Ｒ

拭

＼

イ
、

ノｒヽ ＼＼

〉

〒 :

ヽ

Ｒ

Ｉ

、

ゝ ヽ  ヽ ―

―

く

ヽ
１

／

ヽ あ ▲

キ
ヽ

、

Ъ

‐

に

、

Ｌ

、



″
　
れ
一

Pし て加速度)
マグニチュード

∝
　
的

”

ψ凛地盟 補正N恒■

“

潔藤 Nに

基共

一
一　

一

一　一　　　一　　　一　　　山　　　一　　　山　　　一　　　い　　］　　　一　　　一　　　一　　　一



∫

FLFし″

鉤

＼ 代
ゝ ゝ

魅  集

・∝
れ
”

10‐



稿  用 式 毯 鍾 ― 盤 器 指 無 r2001Ⅲ

ケ/rト ル 1 圏

“

楢つくば西スマー トIC周 辺地区 比質調査

ケ/rト ル 2

稲 杏 イギ′ 晉 耳″筵 :36声_4今 462r)｀ 東経 ■40度 1分4303秒

ズーリン′′え N`】 7

コ Hオ百言 r椰 ヽ TP■クl f:て〕

■「 下 大 F, riI一R oArmう

末 平 加 凍 彦 15ィ】nn命 2oo ィ】n6 Rho ooo r`】Яl】

マグニチュー ド 7 500

祇 油 標 救 0 015

訃 貧 軒 褒 舘 欄 J“下大柿 以
｀
深  て構 こ N4盲の L限を 30と した )

N( 下限深度

rコnⅢ

γt

`レ

N/m3Ⅲ

`kN/m2Ⅲ

上質区分

0 500 14 00 7(10 葬 キ

8 200 Rヽ 00 42 10 ロー ム

6 100 R9 イ】R 海 席 暫 X常 +

9 200 17 00 J41 78 節 pl,

11 600 1()00 187 38 藤 濠 じり細砂

村ヽ  4R(1 19 00 ,`iO 昂R 畑 ,l,

N( 計算深度

(mⅢ

N 値

r同ヽ rl(N/m2】

`rN/m2Ⅲ
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土質試 験結果一 覧表  (基礎地盤 )

6D-2
(3.00騎ュ～
1 70m)Oom)

lT-1
(2.00m―

2.

2D-1
(2.00h～
2.80m)

4D-1
(3.00mζ

6∴ )

6D-1
(1.00mi50m)

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

士粒子の常度 ptt g/cm3

自然含水比 こυn 'お

抱 和 度 sr %

ρ[g/cm3

pd g/cm'1

1 131

1.941

385.2

100.3

0.265

6 490

0.571

121.3

88.0

1.264

2.683

3.699

0.997

60.3

1.598

2.652

1.660

96.3

1.328

上19.2

3.447

0.606

2.695

93.2

1 686

99.1

2,643

1.379

8.3

0,00465

2

40.9

4.75

50.6

9.1

28.2

62.7

2.00

0.0

0

石 歩)(75Ⅲ H以上)%
礫  分°(2～ 75ェlll!)%
砂 ケ)° 伸,075～ 2m縛 %
シルト分

1)0005～
007。題mlお

粘 I:分
°
o oo5mm末
｀
満)%

最 大 粒 径   mm
均 等 係 教 晩

山 率 係 教 硯
D50.  1111

鮮祭

0.0

16.8

83.2 -一

0,106

0.00590

8.2

4■ 1

0.0

47.7

2.00

26.2

2.00

68.7

78.2

46.B

0.575

31.4%Lυ,

液 性 限 界 Lυ, 1あ

塑 性 指 教 rp

コカス,ンナ指数 r

一界

一

一限

一

一性

一

一塑

一

341.9

201,9

140.0

-0.399

155.7

0.502

91.9

63.8

128.5

0.841

47,4

81.1

128.4

54.5

73.9

0.295

砂まじり火山灰質

粘性土(Ⅱ型)

(VH2-S) (CH―S)

砂
=し
り准十土

(高液性1限界)

(VH2-S)

砂まじり火山灰質

粘性土(I型 )

11ノまじり粘土

(高液性限界l

(CH― S)分 類 記 号

地盤利料の

分  類 名
泥 炭

(Pt)

段階載荷

3,733

18.0

段階載荷

1.591

318.9

0.726

318.2

段階戦荷 段階載荷

254.8

1.394 0.469

337.2

段階救荷試 験 方 法

圧 縮 指 数 Cど

圧密降伏応力 ′じkミ1ヾ

義M正緬乳負さ ?Ц kNr題 12

llU三軸

26.3

6.2

67.9

UU三軸 UU三軸

9.7

20.1

条

一　
カ

験

一　
応

試

一　
全

件

ｒ
卜
‐
ｒ
卜
」

有効応力

c  kN/m2

♂

一
わ

kN′m2

4.7

調査件名 圏央道つくば酉スマー トIC周辺地区 地質調査 整理年月日 2025年 8月 25日

整理担当者  清水 成

試 料 番 号 7D-1
(2.00■ l´ヤ

1.315

(深 さ )

0.568

2.677

131.3

般

オ笠

度

3.711

94.7

θ.0

6.4

45.9

47.7

2.00

ヨ
ン
ン
ス
テ
レ

分

　

類

圧
　

　

密

一
軸

圧

縮

せ
　
ん
　
断

聞三軸

52.5

12.7

特記事項 自然含水比W■は、湿潤密度試験より求める。
lT-1(2.00m～ )の粒度「式験では,繊維が多く75μ mのみり)析した。

1)石分を除いた75Ш正未｀市飾の上質材料
に対する百分率で表すD

[lkN/m2≒ 0.0102 kgr/cm2]

129,9

71.4

58.5

0.027

砂ましり火山灰質

粘性土(Ⅱ型)

(VH2-S)

段階戦荷
一
５８

一

，

３

一
７

一
〇

一
上

一
３４



7D-2
(3.50mハψ

4_20m)

湿 潤 密 度 ρ[g/cmS

車乞燥 密 度 ρd yc∬

土粒子の密度 p、 静麟
一
％

一

一
　

ｎ

一

一　
ｐ
一

一
比

一

一水

一

一含

一

一然

一

一白

一

飽 和 度 sr %

1.587

0.982

2.638

61.6

96.3

1.686

石 分 (75mm以上)%
礫  分。(2～751nHl)%
砂 分nЮ.075～ 2m極)%
シレト分

1)。
.り 05～ 0.075題 Elう/O

雅 卜分
D o oo5皿

l末
｀
商)%

最 大 泣 径

均 等 係 教 晩
一　

一ｍ
ｍ

一
ｐ
一
Ｄ５０
助

一教

率
径

一係

再
対

一率

■
挑

¨
　

　

一
〇

〇

一
山
二
岳
２

0`00146

0.0

1.3

27.3

71.4

2100

塑 性 指 教 rゃ

コカれ ナ指数 rじ

液 性 限 界 勁  1ゐ

塑 性 限 界

133.3

0.803

43.5

39,8

分 類 記 号

地盤利料の

分 類 名
(CH)

粘 土

(高液性限界)

試 験 方 法

圧 縮 指 数 Q
圧格降伏応力 Pじ kN7m2

0.749

216.5

段階載荷

悼W正漸謁険さ Tu kN/m2

試 験 条 件

全 応 カ

有効応力

ゆ

φ

c' kN/m2

想
一

Ｎ

一

ｋ

一

ё

一

UU三軸

38.1

調査件名 圏央道つくば四スマー トIC周辺地区 地質調査

番  号

さ

整理年月日 2025年 8月 25日

整理担当者  清水 成
試  料
(深

般

】笠

度

ヨ
ン
ン
ス
テ
ン

分

　

類

圧
　

　

密

一
軸

圧

縮

せ
　
ん
　
断

1)石分を除いた75鰤床満の土質材料
:こ対する百分率で表すぅ

[lkNメm2≒ 0.0102 kgr/cm2]

特記事項 自然含水比V■は、湿潤密度試験より求める。



」IS A 1225

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)1卜 1 (2.00m～ 2.90m)

試験年月日 2025年 7月 も0日

試 験 者  清水 成

供 試 体 No.

供試体の質量   ,秘

供

試

体

体

積

ハ田

水

比

土 ♂)湿 潤 密 度 試 験 (ノ ギス法)

31 2

87.1488.53 33.75

3.43

3.49

3.48

3.48

3.51

3.47

中  部   じ鷺

CmL   碧
`

下   部

3.52

3.50

3.48

3.51

3.47

3.46

3.47

3.47

3.46

3.44

3.48

3.49

3.47 3.48

直

径

平 均 値 D cXl 3.49

8.05

8.06

8.07

8.08 8.03

8.04

8.04 8.06

」品
　
　
イ番 平 均 値 打 cm B,08

77.25 75,91 76.47体積 V=(π D2/4)汀 cm】

87.44

21.84

300.5

3

0.00

容   器   No.

%p

88.53

22.89

286.8

1

0,00

83.75

16.15

0,00

418.4

2

容   器   N。 .

,れ
`i =

g刀つh

肋 1:

g

%Lυ

300.5286.8 418.4平  均  値 p%

1.143

0.286

100,6

5.798

1.146

5.552

0,296

100.3

0.213

8.121

100.0

1.103

平均 値 Eυ % 335.2 平均値 pt帥∬1.941

6.490 平均値 Sr  %0.265 平 均 値 ?

湿潤密度 ρttt w/7 g/c∬

粒燥密度 p扇 =pL/(1+"/100)佛∬

間 隙 比 9=(ps/ρ』)-1

飽 和 度 sr=pps/(9嶋 ) %

上粒子の密度 pド g/cH■

平  均  値 pd gんnf〕

特記事項

1,131

100.3



JIS A 1225

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)2卜 1 (2.00m～ 2.30m)

試験年月日 2025年 7月 30Π

試 験 者  清水 成
供 試 体 No.

供試体の質量   ,れ
=

供

試

体

体

積

〈巨

水

1 2 3

98.65 98.21 96175

下   都   cm

Cm

Cm

に   剖
`

中   部

3.52

3.52

3.53

3.50

3.51

3.50

3.54

3.52

3.52

3.49

3.52

3.48

3.47

3.50

3.51

3.48

3.53

3.52

直

径

平 均 値 D cm 3.51 3.51 3.50

C煎ユ

8.01

8.02 8.00

8.00

8.01

8.01

」凸

さ 平 均 値 汀 cm 8.02 B.00 8.01

体積 V=(π DB/4)打 cm→ 77.70 77.48 77.14

容  器   No.

コιb

,れ じ

,れ

%p

98.65

44.61

121.1

1

0.00

98.21

44.18

0.00

2

122.3

96.75

43.87

0.00

120.5

3

容   器   No.

,れ h

,れ ,1

脇

%″

平  均  値 p% 121,1 122.3 120.5

1.270

0.574

3.673

88.5

1.268

0.570

3.706

88.6

3.718

87.0

1,254

0.569

2.683 平均値 切 % 121.3 平均値 p、 静mR

0.571 平 均 値 3.699 平均値 ざr  °/o

湿潤密度 pt=駆 /7    g′cnF

醐 度 ρl=p./(1+切 /100)gんnf

間 隙 比 ?=(ρ、/ρd)-1

飽 和 度 sr=pps/(?転 ) %

上粒子の密度 pド 帥 M・

平  均  値 ρd ゴC∬

特記事項

1.264

88.0



」IS A 1225

調査件名 国央道つくば西スマートIC周辺地区 地質調査

言期幹羅;→チ (VRさ ) 4D l  (3.00mえ 3_60m)

試験年月日 2025年 7月 80日

試 験 者  清水 成

供 試 体 No.

供試体の質量  ,れ
=

供

試

体

体

積

本田

水

上 の 湿 潤 密 度 試 験 (ノ ギス法)

1 2 3

122.81 119,21 124.31

3.51

3.51

3,52

3.52

3153

3.52

3.51

3.5と

3.50

3151

3.52

3.52

3.51

3.51

3.49

3.52

3.52

3.49

に   詢
`   cm

C′■l

Cm

中   都

下   都

3.523.51 3.51

直

径

平 均 値 D cm

8.00

8.00 7.66

7.66 8.01

8.00

8,018.00 7.66

」凸

　
　
さ
平 均 値 ガ cm

73.98 77.83体積 V=(π DP/4),cm“ 77.48

124;31

77,90

59.6

3

0.00

122.81

76.20

0,00

6■ 2

1

119.21

74.48

0.00

60.1

2容   器   No.

g

%″

容   器  I Nc.

胸th

,,ι

“

脇

%Eυ

g

=
g

61.2 60.1 59.6平  均  値 p%

1.597

1.001

95,S

1.649

0.983

1.697

1.585

95,6

1.611

1.007

1.634

97.5

平均値 p% 60.3 平均値 pt ttn'ユ2.652

平均値 ∫r  %0.997 平均値 と

'

1.660

湿潤密度 ρt=,v/7    どんHF

乾燥密度 ρA=p./(1+p/100)gた nF

間 隙 比 ?=(ρぢ/ρd)一 l

飽 和 度 sr iLυ ps/(?銑 ) %

上粒子の密度 pト gたH・

半  均  値 pd gたHF

特記事項

1.598

96.3



」IS A 1225

調査件名 国央道つくば西スマートTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-1 (1.00m～ 1.50m)

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者 清水 成
供 試 体 No.

供試体の質量   ,れ

供

試

体

体

積

〈凸

水

比

上 の 湿 潤 密 度 試 験 (ノ ギス法)

1 2 3

103.65 101,46 104.60

Cm

C籠

CHI

L   ヨ
`

中   部

下   部

3.51

3.52

3.53

3.51

3.52

3.51

3.55

3.55

3.54

3.54

3.52

3.55

3.49

3.50

3.53

3.53

3.51

3.54

直

径

平 均 値 D cm 8.52 3.54 3.52

7.98

7.98

7.92

7.91 8.00

7.99

」働

　
　
さ
平 均 値 汀 cm 7_98 7.92 8.00

体 積 V=(π D2/4)〃 cm. 77.51 77.98 77.66

容  器  No.

刀り 」

訂ηЬ

,ュιt

%Lυ

103.65

121,1

1

46.87

0.00

101146

116.9

2

46.79

0.00

104.60

47.64

0.00

119.6

3

容   器   No.

,れ ,1

脇  [i

,P,い

平  均  値 p% 121,1 116.9 119。 6

1.337

0.605

3.456

94.4

0.600

1.301

3.491

90.2

0.613

95.0

1.347

3.393

2.695 平均値 p% 119.2 平均値 pt ttn'1

0.606 平 均 値 〔: 3.417 平均値 ざr  %

湿潤密度 pt=れ /7    gた∬

脚 度 pl=pt/(1+p/109)gん 壇゙

間 隙 比 を=(ps/ρ」)-1

飽 和 度 dr=pps/(?p.) %

上粒子の密度 pド gたM■

平  均  値 pd gたHF

特記事項

1.328

93.2



」IS A 1225 上 の 湿 潤 密 度 試 験 (ノ ギス法)

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-2 (3.00m～ 3.70m)

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成

供 試 体 No

供試体の質量 ,れ

=

供

試

体

体

積

〈邑

水

31 2

129.02128.46 132.38

3.49

3.51

3.50

3.49

3.52

3.46

3.50

3.47

3.48

3.49
下  部  cm

じ■l

Cm

L   剖
`

中   部

3152

3.48

3.51

3.50

3.54

3.50

3.50 3.50

直

径

平 均 値 D cm 3.51

8.00

8,00
Cm

8.01

8.00 8,04

8.04

8.04 8.00

一局
　
　
一む 平 均 値 ガ cm 8.01

77.38 77.13 76。 75体積 V=(π D'/4)打 cm'

132.38

89.38

0,00

2

48.1

129,02

33.97

0.00

53.6

3容   器   No.

g

g
脇 t

%″

128,46

0.00

53.3

1

83.80

容   器   No.

g

萬p 「: g

53.6平  均  値 !"% 53.3 48.1

1.716

1.159

1.281

99.3

1.681

100.2

1.094

1.416

1.660

1.441

97.8

1.083

2.643 平均値 Eυ % 61,7 平均値 pt ttml

1.379 平均値 ざと  %1.112 平均 値 ¢

湿潤密皮 pt=聰 /7 gたHF

乾燥密度 わn=p./(1+p/190)gん ∬

間 隙 比 ?=(ps/ρ d)-1

飽 不Htt Sと =p ps/(?嶋 ) %

上粒子の密度 ps gたBll

平  均  値 p」 gんn3

特記事項

1.686

99.1



JIS A 1225

調査件名 圏央道つくば西必マー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7D-1 (2.00m～ 2.70m)

供  試

試験年月日 2b25年 8月 7日

試 験 者  清水 成

体  No

供試体の質量  ,れ
=

供

試

体

体

積

本田

水

比

上 の 湿 潤 密 度 試 験 (ノ ギス法)

1 2 3

'    101,07 96.38 102.61

Cm

Cm

Cれ

L   剖
`

中   都

下   都

3.52

3.48

3.54

3.50

3.56

3.50

3.51

3.51

3.51

3.51

3.51

3.51

3.52

3.51

3.52

3.49

3.45

3.53

直

径

平 均 値 Dc樋 3.52 3.51 3.50

8.0と

8.00

7.58

7.59

8.00

8.00

凸̈
　
　
さ
平 均 値 rr Om 8.01 7.59 8.00

体 積 V=(π D2/4)汀 c∬ 77.75 78.39 77.12

容  器   No.

刀ウ 〕

れ b

,P,ど

ιυ

101.07

0,00

131.6

1

43.64 41,45

13215

2

96.38

0.00

102.61

3

44.64

0.00

129.9

容   器   No.

,れ A

刀ηh

,,,:ミ

g

平  均  値 ″ % 131.6 132.5 129.9

0.561

93.5

1.300

3.769

1.313

0.565

3,740

94.9

1.331

0.579

3.624

95。 9

2.677 平均 値 p% 131.3 平均値 ptュmq

0.568 平均値 ¢ 3,711 平均値 ざr  °/n

湿潤密度 ρt=躍 /r    g/c∬

乾燥密度 ρd=β、/(1+p/100)酔 m3

間 隙 比 θ=(ps/ρ d)-1

飽 和 度 sr=Eυρ笛/(9p.)、 %

上粒子の密度 pド gたH■

平  均  値 pd gたHF

特記事項

1,315

94,7



」IS A 1225

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査 試験年月日 2025年 8月 7口

試料番号 (深さ)7D-2 (3.50m～ 4.20m) 試 験 者  清水 成

供 試 体 ドo.

供試体の質量 g

供

試

体

体

積

〈巨

水

比

湿潤密度 ρt=秘 /7 g′c∬

帥 度 pa〒 pt/(1+Eι1/100)gん H゛

間 隙 比 θ=(ρ s/pd)… 1

土 の 湿 潤 密 度 試 験 (ノ ギス法)

2 31

126.92 120。 71125,25

3.51

3.52

3.52

3.52

3.53

3.53

3.55

3.53

3.56

3.53

3.59

3.55

3.51

3.50

3.52

3.51

3.50

も.52

Cm

Cm

Cm

「    剖
`

中   都

下   部

3.52 3.55 3.51

直

径

平 均 値 Dcれ

8.05

8.05 8.00

8.007.99

7.99

7.99 8.05 8.00

」騰
　
　
さ
平 均 値 汀 c樋

77.41体 積 V=(π D4/4)〃 じ∬ 77.83 79,75

125125

77.25

0.00

62.1

1

126.92

77.07

0.00

64.7

120.71

57.9

3

76.43

0.00

容   器   No.

アン,コ

コιb

,れ |

%p

容   器 :  No.

Pれ ,1

刀ιh

肋 1:

%

64.7 57,9平  均  値 p% 62,1

98.9

1.609

0,998

1.658

1.591

1,730

98.6

0.966

1.559

0.987

1.672

91.4

平均値 p、 謙mi2.638 平均値 Lυ % 61.6

平均値 ど 1.686 平均値 Sr  %0.982

飽 不H tt drttpρ `/(?嶋 ) 
υ
/o

上粒子の密度 pド gたコ1■

平  均  値 pd gたhF

特記事項

1.587

96.3



」IS A 1202

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試 料 番 号 (深 さ )

試験年月日 2025年 8月 18日

試 験 者  小沼 良子

2D-1 (2.00m-2.80m)

ピ ク ノ メ ー タ ー No

ピ ク ノ メー タ ー の 質 量  れ」

21

32.683

(蒸留水+ビクノメーター)質量 脇I 91.461

26.5

0.99665

98 236

れI  をI主かったときの細 水の温度  T′  ℃

T′℃における蒸留水の密度Fttl(Tう gん n・｀

(誹 為瑚←ピクノメータ→ 質量 ,れb E

,=BiJ をはかったときの内初 の麟   T ℃

土 粒 子 の 密 度 試 験  (検定,測 定 )

T℃におけるな留水の密度亀,(T)gん m・ l

きの
+ 脇]g

試  料  の

炉乾燥質量

lT-1(2.00m～2.90ml

16 17 18 19 20

31.197

82.110

0.99665

26_5

30.591

85.780

26.5

0.99665 0.99665

32.357

85.782

26.5

0.99665

32.290

88 780

26.5 26.5

0.99665

31.158

83.221

ノ

25.0

0.99704

82.430

87.666 91 018

0.99704

85.802

25.0

90.773

0.99704

25,0

85,803

0,99704

88,802

95.383

25,0

89.786

25.0

0.99704

83.241

容  器  No.

(炉雑燥試料十本器)質量 g

ンれ5 野

41.951

31.197

10.754

16 17

41.370

30.591

10.779

42.540

32.357

10.1む 3

18

42,765

32.290

10.475

19

41 565

31,158

10.407

20

1.943 1.932 1.948 2.682 2 686

1.941

25.0

0.99704

91.484

21

43.435

32.683

土 粒 子 の 密 度 ρ、 gんmS

平 均 値  ps 8んm3

試 料 番 号 (繰 さ )

2,683

6D-1  (1.0014~1.50m)

10.752

2.680

30

32 814

ピ ク ノ メ ー タ ー N。 .

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量  ,れr g

脇送  をはかつたときの燕留水の温度  T′  ℃

T′℃における蒸留水め密度転(TF)gんmJ

(謎料燕隊十W″メータ→ 質量 脇b g

協h をはかったとき七r)内容物び,濁度  T  ℃

T℃における蒸留本の密度亀1(T)gたが
Cの蕉留オ、を満た の

どクノメーター ″,』  営

試  料  の

炉乾燥質量

87.048

26.5

0,99665

93 376

25.0

0.99704

87 069

4D-1(3.00m～ 3.60血 )

22 23 24 28 29

32.073

90.747

26.5

0.99665

33.888

85.535

26.5

0,99665 0,99665

35。 124

89.463

26.5

33.484

89,521

26.5

0.99665

32.792

92.065

0.99665

26 5

99.157

0_99704

90_770

25.0

92.903

25.0

0.99704

85.55も

0.99704

89.484

96.293

25.0

95,982

25,0

0.99704

89.543

98.697

23.0

0.99704

92.088

容   器  No.

(炉柱燥試料+容器)質量 g

,,,ど
g

45.517

32.073

13.444

45.664

11.776

33.888

46.029

35_124

10,905

24

33.484

10.221

43.705 43.284

32,792

10,492

2.651 2.651 2.654 2.695 2.694

2.652

42.825

32i S14

10.011

2.695

平    均    値  ps gんm3

土 粒 子 の 密 度 ps rんm.1

特記事項

2.695

脇ヽ→争密称細―″')十狛
ρ さ 力,s十 (脇ュー 励 b)

×嶋 (T)



」IS A 1202

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試 料 呑 号 (深 さ )

試疎年月日 2025年 8月 18日

試 験 者  小沼 良子

7D-1  ′(2.00m～ 2 70m)

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

ピ ク ノ メー タ ー の 質 量  れど g

33

33,715

86.291

れと  を1主からたときの蒸留水の温度  T′  ℃

T′℃における蒸留水の密度亀,(Tl)

(試料十蒸留水十ピクノメーターl質量  ′海b 冒

26.5

0.99665

92.873

ph をはかったときり内翔 bの離  T ℃

T℃における基留水 (″)密度91,(T)gん m出

の

れa   g

25.0

0.99704

86.312

試  料  の

炉乾燥質量

44.166

33.715

10.451

2.679土 粒 子 の 密 度 ρ、 gん難3

平

試 料 番 号 (深 さ )

均    値  ps gん珀3

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量  脇r g

2.677

(恭留水十ビクノメーター)質量 れ:  g

土 粒 子 の 密 度 試 験  (検定,測 定 )

6D-2(3.00m～ 3.70m)

27 31 3225 26

32.772

89.385

26.5

0.99665

31.714

91.085

26.5

0.99665

34.107

87.977

0,99665

26.5 26.5

0.99665

34.946

88.285

32.657

86.398

26.5

0.99665

96.835

25.0

0.99704

89.407

97.870

0.99704

25.0

91.108

94.876

25.0

0.99704

87.998

94.921

25.0

0 99704

88.306

95.167

25.0

0.99704

86.419

34.946

10.5も 4

45.48046.701

14.944

25

32.657

44.701

11.929

26

32.772

42.575

31.714

10_861

27

34.107

10.96υ

45.076

容  器  N6.

(炉粒燥試料キ容器)質量 F

容 器 質 量 g

,Ts E

2.642 2_673 2.6802.644 2.642

2.643

れ1 をはかつたとき嚇認水のl島度 T' ℃

T′℃における蒸留水の密度ηァ,lTう g′cn3

(試料十蒸留水十ピクノメ―ターl質量 ,pb g

れL をはかったときの内容物の漏度  T  ℃

T℃ における蒸留水ゐ密度亀1(T)g′ Cm嘉
オ、を満たしたときの  脇』 言―ター )

試  料  の

炉乾燥質量

均平

土 粒 子 の 密
｀
度 ps gん珀'1

値  ps  gた n3

特記事項 駄=1子岳Ъ細
―n十狛

PS= 加ξ+(れと一れb)× Ъ(T)

7D-2(3.50m～ 4,20m)

3634 35

32.187

86.187

0.99699

25.2

32.837

89.139

25.2

0.99699

34.126

87.197

0.99699

25.2

93.140

0.99704

25,0

86.190

96.182

25.0

0.99704

89.442

93.786

0.99704

87.200

25.0

32.187

11,171

36

43.358

本   器  No.

(炉椛燥試料十容器)質量 g

,れ s

34

43.673

32.837

10.836

44.718

10.592

35

34.126

2.638 2.636 2.639

2.638



JIS A 1203

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)

容 器 No.

試験年月日 2025年 8月 14日

試 験 者  小沼 良子
2D-1 (2.00m-2.80m)

1190

,,2己 27.13

″,b 21.14

,,.    g

Lυ    %

16.27

123.0

1205

特 n己

平 値 力 %
事 項

試料番号 (深さ)

容 器 No.

123,7

6D-1  (1.00m-1.50m)

,',召

″,b

“

,じ

p %

平 均 値 こし'%
特 記 事 項

試料番 号(深 さ)

容 器 N。.

25.72

20.88

112.3

7D-1(2.00血 ～ 2.70m)

16.58

112.6

1169

上 の 含 水 比 試 験

lT-1  (2.00m-2.90m)

16.37

1224

８

一
４

一

１

一
７

一

３３

一

・９

一

590

29.54

15.11

11.48

14.20

11.37

603

25.44

16。 90

11.33

676

23.84

537

21.46

15,97

11.53

398.8 397.5 397.2 124.6 123.6

397.8

4D-1  (3.00m-3.60m)

31,07

508

23.73

11.51

21.36

10.76

699

27.80

1209

33.75

25.38

11.48

20

24.36

17.53

11.43

1225

16.17

25.85

20.73

60,1 60.8 60.2 112.0 112_3

60.3

6D-2 (3.00m令ψ3.70m)

11_18

507

31.42

24.54

11.34

34

30 28

23.86

32.70

25.49

11.42

59 1164

16.29

21.03

27.11

15.97

11.16

4

22.14

51.5 51.3 51.2 128.3 128.3

51.3

,'ユ A
g

g

g

27.92

21.84

:だ

'

%

平 均 値 p%

特 記 事 項

試料番号 (深さ)

容 器 No.

17.10

128.3

128.3

7D-2  (3.50m-4.20m)

26,81

16.26

1231

33.28 28:20

700

21.82

518

29。 44

22.59

11.36

61.3 61.3 61.0

61.2

″,は

p %

平 均 値 冴 %
特 事 項

試料番号 (深さ)

容 器 No.
″,a    g

平 均 値 p%

靱ぉ:(試料十容器)質量
秘h:(炉車Fと 1文桑試料+容器)質量
靱じ:容器質量

',,b

,',で ,

p   %

特 記 事 項

)=,″ b_",c X100



」IS  A 1204

調査件名 圏央道つくば西スマートIC周辺地区 地質調査

鵡

(深 さ)

試験年月日 2025年 8月 14日

試 験 者  小沼 良子
21>1

(2.00五
互80岳 )
0.0

0,0

0.0
ふ

る

い

分

析

0.2

2.3

S.7

44.1

47.7

100.0

99.0

91.8

2.00

0.0126

0.00590

洸

降

分

析

―●―

（ｓ

伴
念

ｍ
嘲
想
咽
瑠

10

0
0.001 0.01 01

粒
25

ネ≒ 土

2

上 の 粒 度 試 験 (粒径加積曲線 )

試 料
(iЙR

番 号
さ) 90m)

lT-1

(2,00m～
2.

lT-1
(2.00m―

2.90m)・

2D-1
(2.00m―

2 80m)

メ立 径 mm 通過質量百分率y 粒 径 mm 通西質量百分率
°/

0 250

0.106

26.5

19

9.5

4.75

0.850

0.425

0075

75

53

2

37.5

83.2

37.5

26.5

19

9.5

4,75

0.106

0.075

2

75

53

0.850

0.425

0.250

100.0

99.8

99.0

97_5

91.8

93.5

‐‐‐々̂‐^ 83.2

0.0

0.0

0.0

0.0

16.8

100.0

100.0

83.2

0 106

I:911

-0-

0,0

0.0487

0.0317

0.0221

0.0129

0.00913

0,00649

0.00327

0.00135

81.4

71.5

68.2

60.2

56.0

51.3

31.7

42.8

粗  礫  分    %
中  礫  分
細  礫  分
粗  砂  分
中  砂  分
細  砂  分
シ ル  ト 分

粘  十  分
21ttlnら、るい通過質量とl分率 t'/じ

425,luふ るい通過質量百分率 %
75μ mふるい通過質量百分率 tお

最 大 粒 径

60%粒 径 Dm
50%粒 径

30%粒 径 D30

10 % 粒  径
均 等 係 数

曲 率 係 数 呪

上粒 子 の 密 度 ρF

使 用 した分散剤

溶液濃度,溶液添加量

20%粒 径

%

6/。

%

°
/。

υノi

°
/。

り
/。

g/cnf〕

記 号

0.00118

2.683

ヘキサメタリん酸
サトリウム

10 ml

ン   アレ    ト 細  砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗  礫

記事項  lT_1( 2.00m～ )は,繊縦が多く75μ mのみ分析

径 (rn m)

10 80     100



JIS  A 1204

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

鵡

(深 さ)

試験年月日 2025年 8月 14日

試 験 者  小沼 良子
611 1

(1.00m■
50m)

0.0

0.0

0.2
ふ
　
　
　
る
　
　
　
い
　
　
　
分

　

　

析

0_2

1.9

6.2

4().9

50.6

99.8

99,0

91.5

4.75

0.0110

泄

降

分

析

（も

伴
ぐ
血
噛
想
咽
瑠

0 001 0 1 10 50     と00

上 の 粒 度 試 験 (粒径加積曲線 )

4D-1
(300m～

3.60m) 1 50hl)

6D-1
(1_00m―

試 料 番 号

(深    さ) 60m)

4D-1

(3.00m～
3.

粒 径 irl.1 通過質量百分率Ч 】立 径 mm 通過質量百分率°/

75

53

26.5

19

95

4 75

0.850

0.425

0.250

0.106

0.075

2

37.5

100.0

99.7

96.4

99.4

98.7

94.9 0.075

75

53

37.5

26.5

19

9.5

4.75

0.850

0.425

0.250

0,106

2

100.0

99.8

99,6

99,0

97.7

91.5

92.9

0,0453

0.0322

0 0205

0 0120

0.00854

0.00608

0 00308

0.00128

92.7

90.1

85.5

75.2

71.1

54.0

79 0

63.5

0 0474

0 0337

0 0216

0 0126

0.00894

0,00635

0 00320

0,00132

78.2

70i3

61.9

57.4

46`0

36.6

84.1

53.4

粗  礫  分
中  礫  分
紳  謀  分
粗  砂  分
中  砂  分
細  砂  分
シ ル  ト 分
粘   十  分
21:Hlネるい通過質量百分率 '/o

425″mふるい通過賢量百分率 °/】

75μ mふるい通過質量百分率 1/o

最 大 粒 径

60%粒 径 D飩

50%粒 径 Dtt mm

10(ん  粒  径 D10 mm

均 等 係  数 u】
曲 率 係 数

上 粒 子 の 密 度 ρF

使用 した分散剤

溶液濃度,溶液添加量

20°/。 粒 径

(/1

ツ,

°
/〕

ツ】

%

ツ〕

°
/。

%

記 号

g/cn13

径 D31 mm30 °/。  粒

ヘキサメタリん破
すトリウム

10 n]

0.0

0.0

0.0

0.3

1.0

3.8

26.2

68.7

100.0

99.4

94.9

2.00

0.00224

-0-

2.652

0.00465

2.695

ヘ キサ メタ リん酸

す トリウム

10 ml

―●―

特記事項

0.01

粒 径 (m】コ )

10

れ4 上 シ   ァレ    ト イ田   1少 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗  礫



」IS  A 1204

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

訓孵

(深 さ)

試験年月 日  2025年 8月  14日

試 験 者  小沼 良子
711 1

(2.00m弓
二70m)
0.0

0.0

0.0
ふ

る

い

分

析

0.3

1.5

4.6

45.9

47,7

100,0

99.2

93.6

2.00

0.0116

0.00591

洸

降

分

析

―●―

（も

伴
念
租
嘲
組
瑠
瑠

０

０
・

(mm)

上 の 粒 度 試 験 (粒径加積曲線つ

70m)

6D-2

(3.00m～
3

6D-2
(3.00m～

3 70m)

7D-1
(2 00m～

2.70m)

試 料
(i場【

番  号
さ)

粒 径 mm 通遇質量百分率
°
/よ

粒 径 Hl m 通過質量百分率イ

26.5

9.5

0,106

0075

75

53

19

2

37.5

4.75

0 850

0.425

0 250

100,0

99.9

99.1

96.9

93.0

90.9

５

一

　

一

６
．生
９
一

２

一

１

一

75

37.5

9.5

4.75

0.850

0.425

0.250

0.106

0.075

2 100.0

99.7

ウヽ方中
　
一　　　ヽ
‐‐一　
一

％

一
９５

一

99.2

93.6

0.00416

ベキサメタリん酸
すトリウム

10 柿1

0.0

0.0

0.0

0.1

3.0

62.7

100,0

99,1

90.9

2.00

-0-

6.0

28.2

2 643

0.00215

0.0467

0.0332

0.0211

0.0123

0.00879

0.00626

0 00318

0.00132

84.7

8017

74.2

70,3

66.0

56.9

42.9

87.6 0_0480

0,0342

0.0219

0.0128

0 00909

0.00646

0 00326

0100134

82.2

72.2

61.7

55.9

43.2

89_1

51.1

36.9

粗  礫  分    %
中  礫  分
細  礫   分

粗  砂  分    %
中  砂   分
綿  秒   分
シ ル  ト 分

粘   十  分
211」mネるい通過質量百分率 1拓

425,mふるい通過質量百分率 %
75μ mふるい通過質量百分率 (お

餓 大 粒 径

60%粒 径 Dm
50 % 粒  径 Dm mm
300/0粒 径 D30 mm
10 % 粒  径
均 等 係 数 砿】

曲 率 係 数 吼

上 粒 子 の 密 度 ρF

使用 した分散剤

溶液濃度,溶液添加量

20%粒 径 DどO mm
記      号

%

°
/c

%

°
/。

1%

g/cn13

D10 mm

2.677

ヘ キサメタ リん幹i
十 トリウム

10 ml

特記事項

上

粒
25

径

R5 2

50    100

瑞上 細  砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗  礫シ   ァレ    ト



」IS  A 1204

7D-2
(3.50m～

4 20m)

試  料
(深

番  号
さ)

71>2

(3.50m■
20m)

メ立 径 mm 通過質量百分率略 】立径 ユll m 通過質量百分率yl

37 5

26.5

19

9.5

4 75

0 850

0.425

0.250

0.106

0,075

75

53

2 100.0

99.8

99.7

99.5

98.7

99.0

37.5

26.5

19

9.5

4.75

75

53

2

0,350

0.425

0.250

0.106

0.075

0,0453

0.0321

0,0204

0.0119

0 00853

0.00610

0.00312

0.00130

94.7

87.8

82.2

75.3

63.2

48.1

98.1

97.3

粗  礫  分
中  礫  分
細  礫  分
粗  秒  分
中  砂  分
細  砂   分
シ ル  ト 分
粘   十  分
211unふるい通過質量百分率 l'/o

425μmふるい通過質量百分率 °/0

75′ mふるい通過質量百分率 t%

最 大 粒 径

60()/。 粒 径 D帥

59%粒 径

30%粒 径

10.% 粒 径
均 等 係 数

曲 率 係 数 臥

上 粒 子 の 密 度 ρA

使 用 した分散剤

溶液濃度,器液添加量

200/O粒 径

(必

%

%

ツ」

°
/。

%

°
/。

υ
/。

―己 号

gんれ王ユ

７

一

７

一

９
．
一
＆

一

９

一

９

一

0.00259

0.00146

ヘ キサメタリん「残

十 トリウム

10 ml

0.0

0.3

0.8

71.4

100.0

2.00

2.638

-0-

0.0

0.0

0.2

27.3

調査件名 圏央道つくば西スマートIC周辺地区
｀
地質調査

魏

(深 さ)

試験年月 日  2025年 8月  14日

試 験 者  小沼 良子

ふ

る

い

分

析

た

降

分

析

００

９０

削

７０

６０

５０

４。

制

幻

（ｓ

洋
念
ｍ
咽
想
咽
瑠

10

0 001 100 1

粒 (mm)

特記事項

001

0 25

径

O R5 2 4 75 19

100

粘    土 シ   ル    ト イ田   t少 中 砂 粗 砂 細  礫 中 礫 粗  礫



一一一一一．̈一　　　　一　　　　　^卜̈一一̈））　　　　一

７

一

１

一

５

一
５

一

一
　

　

一

一
　

　

一

キ　

　

一

含

水
　
比

含

水
　
た

含

水
　
比

啓 下 回 数

塑 性 限 界 試 験

液性限界 砂L

341.9

試料番号 (深 さ) 2D-1  (2.00m-2.30に l)

液 性 限 界 試 験

落 下 回 数

」IS A 1205

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試料番号 (深 さ) lT-1  (2.00m-2.90m)

液 性 限 界 試 験

落 下 回 数 24

111

12.68

10.45

9.80

343.08

試験年月日 2025年 8月 18日

試 験 者  小沼 良子
25

落 下 回 数

12      ぐ

'1334

18.24
甚

聟

<

く{

380

370

360

350

340

330

320

310

390

166

164

162

355,07

11.64

10.67

10,19

202.08

塑性指教 J
140.0

28

870

落 下 回

含

水
　
比

合

水
　
比

含
　
水
　
た

15,40

12.00

9.81

155.25

数
（ゞ
）

1348

17.88

16.21

15.16

159.05

119

12.27

11.1つ

9.82

91.11

隣

聟

　

く

　

年
塑 性 限 界 試 験

液性限界 肌

155.7

上の液性 限界・塑性 限界試 験 (測 定)

39 28

No.

g

容 器

p  °/υ

″,h 12,78

10.88

10.31

333.33

855

340.28

897

13.50

10 33

ll.05

20 15

%

容 器 No.
g,,,′

`

,″】1)

Eυ

1330

17.96

15.71

15.06

346.15

1274

12.72

10.65

10.06

350.85

流動曲線

″,a

躍 b

P,1.

容 器 No

こD  イン6
g 10.01

201.54

1286

16.52

15,59

15.13

202.17

10.66

880

11 97

塑性限界 こりぃ %
201.9

3542

1324

18,99

16.62

15.08

153.90

17.14 .

13.00

10.32

154.48

容 器 NO

加 a    g

,″ h    詈

″,.    g

D   tあ

22 14

容 器 No.

″:4    g

p  %

11.02

156 07

935

12.69

9.95

16 18

15,16

157.84

1336

17.79

流動曲線

生

二

三

二

％

Ｎ

一　
　
一
　

一
　

一

,″

容 器 171

11.21

92.25

12.40

9.92

167

12.26

11.12

9.88

塑性限界み  l'/じ

91.9

特記事項

自然のまま0.425mlllフ ルイで裏ごし

塑

63.8

f

落 ド同 数



」IS A 1205

48 40

容 器 No. 897 885

1と ,40

11 45

9.88

124 20

31 20

′,1

容 器 No.

,'It,   ど

′,Pc    と

と,  %

807

126.28

12.70

10.97

9 60

130,77

液 性 限 界 試 験

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周 辺地区 地質調査

試料番号 (深 さ) 4D-1 (3.00れ l^‐ 3.60m)

試験年月日 2025年 8月 13日

試 験 者  小沼 良子

落 下 回 数

落 下 回 歩攻

落 下 回 数

34

880

Ｑ
）

と
　
コ４
　

く

　

住

含

水
　
比

含
　
水
　
比

含

水
　
比

含

水
　
比

ド

榔４
　

く

　

卓

合
　
水
　
比

含

水
　
比

14.34

11 93

10101

13.54

11 34

9 68

塑 性 限 界 試 験

液 性 限 界 試 験

132.53

854

12 75

11.S3

9.89

液性限界 砂i

128.5

試料番号 (深 さ) 6♭1(1.00m～ 150m)

47.42

塑性指数 rⅢ

811

28落 下 回 数 152

148

144

13.31

11.64
一

３

一

８

一
３

一

４

一

０

一
７

一
１

一
２

落 下 回 数 12      ミ

'  140

塑 性 限 界 試 験

1299

17,78

16、 24

15.08

1き2.76

1306

17.05

16.22

15. 11

液性限界 LυL

128.4

74.77

塑性指数 r

流動曲線

容 器 NO.

三

Ｊユ
％

17.26

15.11

47.44

1306

18 28

47 46

835

12,89

12,05

10.28

塑性限界 Lυ l、 %
47.4

39 35

容
一
器  N。 .

ｇ

一　

ピ

一　

ｇ

一
／
Ｊ一

μ

一

脇

一

ｐ

一

ｐ

16.52

125.52

1298

18.34

15.07

126.54

16,91

13.00

9,91

21 15

容 器 NO.

p  。
/β

1274

12.77

10 06

129.66

ll.24

131 82

1295

1だ]19

16 45

15,13

流動曲線

生

ｇ

一

ｇ

一

ｇ

砿

Ｎ

一　

　

一
　

一
　

一

卦

鳴
一
‰
一
鴨
一
ｐ

容
一　

一　

一　

一

1296

17.07

73,21

16.25

15 13

塑性「」】く界 Eυゃ 〕/J
73.9

特記事項

自然のまま0.425minフ ルイで裏ごし

54.5 落 ド同 教



落 下 回 数

」IS A 1205

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試料番号 (深 さ) 6D-2  (3.00mハ ψ3.70m)

液 性 限 界 試 験

試験年月日 2025年 8月 13日

試 験 者  小沼 良子

落 下 回 数

24 106

934

含

水
　
比

含

水
　
比

含

水
　
比

13.56 100

lZ.l)1

10.04

落 下 回 数

塑 性 限 界 試 験

液性限界 pl

78.2

試料番号 (探 さ) 7D-1  (2 00m-2.70m)

液 性 F艮 界 試 験

落 下 回 数

落 下 回 数

塑 性 限 界 試 験

液性限界 LυL

129.9

78.68

10

8B4

14.71ヽ

12.67

10.32

86.81

952

12.69

12,10

10.22

襟
）

ュ
　
コ４
　

く

　

年

31.38

塑性指教 rⅢ

46.8

83 142

1304

18,64 140

16.60

15,02 138

129.11

19     ミ5  136

含

水
　
比

合

水
　
比

合

水
　
比

826

12.86

11.07

9,70

130 66

1297

隣

<

年

134

132

130

128

126

16.96

16.20

15.13

71.03

ウ塑i性指数 r

上 の液性 限界・塑性 限界試 験 (測 定)

39 80

容 器 No.
″,ぉ    g

p  °
/り

13.02

11.67

74,18

172

9.85

13,14

16.83

15, 11

76.16

1273

19 13

′,,日    g

″PI】    g

ｏ
．
一

Ｎ

一

器
一
容
一

80.73

1282

15. 11

一卜一一ヤ一一一一一十一　　　　　　　一　　　　　　　　　・一一一　一一　一一一一　　　　　　　一

８

一

７

一

十　

　

一

一　

　

一

一　

　

一

一　

　

一

871

14,17

10 07

12 29

84.68

流動曲線

31.58

12.32

12.22

10,32

12:86

11.77

31.22

885

9.88

=

容 器 No.

Lυ   lん

塑性限界 Lυl, 
°
/0

31.4

45 40

19,26

16.91

128.42

1324

15,08

13.22

128 86

11.30

9,81′″

容 器 N。 .
″
'4    g
腕1,    g

砂   1ん

2226

139

13.05

11.28

130.15

9 92
=

容 器 No.

初   %

″lb

″ ι
`.

1304

129.75

18.65

16.60

15.02

流動曲線

蓉 器 N。 .

'',b  g
力!t、    =

1306

16.74

16.06

15. 11

71.58

1327

16.86

71 57

16.13

15 11

塑性限界 Eυp %
71.4

特記事項

自然のまま0.425mlllフ ルイで裏ごし

58.5 落 ド同 数



丁IS A 1205

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試料番号 (深 さ) 7D-2  (3_50m-4.2011)

液 性 限 界 試 験

落 下 回 数 25

952

13.25

11.52

10.22

133.08

試験年月日 2025年 8月 20日

試 験 者  小沼 良子

落 下 回 数

落 下 回 数

諄
　
『
哀

一　　　　　一　　」ヽ　一一一　　　　一　　　　　　一卜一）̈^
一）　　　　一

０

一
３

一
２

一

‐２

一
３

．
一
１
．
一

一

１

一

１

一

含

水
　
比

含
　
水
　
比

11     ミ3  160

9_88 ( 140

147.86

190

180

170

年 130

110

塑 性 限 界 試 験

含

水
　
比

13.50

12.56

10.40

48.52

液性限界 砂i

133.3

試料番号 (深 さ)

液 性 限 界 試 験

落 下 回 数

落 下 回 数

塑性指教  rⅢ

89.8

合

水
　
比

合

水
　
比

塑 性 限 界 試 験

含

水
　
比

液性冊
'(界

LυL 塑性指数 r

上の液性限界・塑性限界試験 (決1定 )

35 30

秘 I〕

容 器 No

Lυ   °/り

″,.1

1350

18.60

16.66

15.14

127.63

1307

19,00

16.も 0

130,18

15.11

21 16

″どこ

''P粛

″ ,1,

容 器 No.

こυ  °/u

ど

も
ア

897

10.33

136.08

14.06

11.91

836

13,92

11.79

10.28

141.06

流動曲線

容 器 No.
″,赳    g

,″:b    g

Lυ   %

″1.    g

1327

15,11

18.09

43.27

17,19

1268

18.45

17.42

15,07

43.83

塑性限界 !ルぃ °/ぅ
43.5

流動曲線

容 器 No.

脇 1】    ど
″,c    g

p   tん

一　　　　　　一̈
」̈^
）　一

一
　

ａ

一

一
　

躍

一

容 号尋  N。 .

,″11、    g

Lυ   %

争
）

房
　
コヽ

　

く

　

こ

″と g

Lυ   %

Ｎ。．一
器
一
容
一

塑性限界 pp lう/り

特記事項

自然のまま0.425■ l“1フルイで裏ごし

落 ド同 数



」GS  0051

調査件名 圏央道つくば西スマエ トTC周辺地区 地質調査

試 料 番 号

(深   さ )
石  り)(75nul以上)  Iわ
礫  分 (2～ 75‖ull)  %
砂  分 (o.075～211m) 1ん
細 粒 分 (o, ツ)

ンル ト分 (0005～ 0.0751西颯l %
粘 上 分 (o oo5mull未満)%
最

均 等 係 数 晩

液 任 l`長 界 耽 %
塑 性 限 界 ″"%
塑 ′l牛 指 数 ふ,

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

三 角 庄 標
υ
A

試験年月日 2025年 8月 25日

試 験 者  清水 成
7D卜 1

(2.00m―
2.

0.0

93.6

43.9

47.7

人 粒  径   mm 2 00

129.9

71.4

58.5

砂蕉じり火||口天質

粘性土(1型)

(VH2-S)

□

ち 客

ち
0ッ

む  仲

00

ち

や  →  や ヾ
(a)中分類用三角座標

ざ
F

砲
当

り
A 100

ホ

珍

苺

尊

参

3
l「〕

わ` や      舎      や やo
(b)粗村上の小分類および細粒上の
細分類用三角座標

特記事喚  1)主に概祭と塑 Vl図で判別分類

憲

も Ъ や

砂 分 (0.075～2mm)(%)

100

黒

理

型

剰

6D-2
(3.00m～
3_70m)90ml)

lT-1
(2.00m～

2.

2D-1
(2.00m～
2.80m)

4D-1
(3.00m～
3.60m)

6D-1
(1,00m～

1.501■ )

0,0

91.8

0.0

94.9

0.2

83

91.5 9019

0,0

9、 1

0.0

16.8

83 2

2.00

28.2

62.7
一――… 83.2-― ―

0.106 2.00

47.7

26.2

68,7

2.00

50.6

4.75

40,9

155.7

91.9

63.8

128.5

47.4

81.1

128,4

73,9

54.5 46.8

78.2

31.4

110.0

341,9

201.9

砂蕉じり粘十
(高液性限界)

砂kじ り火||口火貿

粘伴■(I型 )
砂
=と
り粘土

(高液性限界)
泥 炭 砂烹じり火IIIりt質

粘性十(1型 ,

(CH弓 )

●

(VH2-S)

△

(CII S)

▲0

(Pt) (VH2-S)

◎

CFS) (もFC)

ぼヅ  Ⅲ鰤 ) (Stf) 熙坤嵌

◎

/ミ

‘
■
ノ

/

／

一

/11
′p=0.731とυ…ツ0)

LDl=50

塑 性  図

液 性 限 界 Etl(1拓 )



」GS  0051

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試 料 番 号

(深   さ )
石  り)(κm以上)  レb

礫  分 (2～ 75mllll)  D/u
砂  分 (o.o75～211m) ウ6
細 粒 分 %

ンル ト分 m005～0.075mml 'あ

粘 上 分 (o,oo511ull未 満) %
最 大 粒  径   mm

試験年月日 2025年 3月 25日

試 験 者  清水 成
7D-2

(3.50m～
4.20ml)

0.0

98.7

27.3

71.4

2.00

133.3

89.8

43.5

粘 i
(高液性限界)

(CH)

O

均 等 係 数 帆

液 性 限 界 pL %
珀 性 限 界 ツ)

塑 性 指 数 ふ,

地機材料の分鰯

分 類 ロエ 号

凡 例 記 号

三 角 座 標
ひ

e ヾ  ぁ
(a)中分類用三角座標

憲

ざ
100

亀 ホ

り

珍

ら
一υ

や

苺

離

主
Ｌ

15

む 争ざ ｀
“
 や      ●      や やヾ
(b)粗粒上の小分類および細粒上の
細分類用三角座標

特記事攻 ,1)主に観察と塑μキ図で判別分類

秒 分 (0,075～2mm)(%)

黒

報

型

剰

20

0

0

性 限

{GF} {SF}

(GS} {SG}

(s,c)

CttF) Gω

線

/

ノ

／
　
一）／

/

rヽHヽ

／
一

ノ

/

/

劇／
一 A線 :′ゃ=0.73働 -20)

B線 :Lυl=50

液

100

界 pl (%)
200



JIS A 1217

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)1卜 1 (2.00m～ 2.90m)

試 験機 No.

最イ底～最高室温  ℃
土 質 名 称

土粒子の密度 pさ 醜∬

塑 性 限 界 p, %

載荷

段階

試験年月日 2025年 7月 29口

試 験 者  清水 成
361.8

7.161

1.098

98 1

3.733

18.0

間 隙 比
? ″/″ s― l

7.161

6.997

2

4

6.805

6.377

5.384

5 4.260

3.312

2.574

1.946

2.850

透水係数 た′

m/ド

3.55E=08

3.69E-08

2.14E-08

9。 98E-09

3.26E-09

1.02E-09

3.39R-10

と,06E-10

猛 =″ ,こ /(ps刀 )

"三
〃―∠lμ

ナ「=(■+打′)/2
加v=留 ε/100)/∠lp
島0=pむ ρ下/(90 pp)

ダ=VP'P!
朽法 :ι寺=305×汀

~2/t90

曲線定規法 :じ v=7じ 9X浄 /′5U
乃=,w″γγ:J/(H.64<101)
ん′=θ▼
′
,,vγ
=`,/(芯
.64X10J)

ただし‰ ≒9.81にN/m3

[lkN/m2≒ 0,0102唯 irOm2]

上の段階載荷による圧密試験  針算謝

初

期

状

態

含水比 Eυ O %

飽 和 度 drO り/c

圧鶴降伏応力

聞隙比 ゼ。

湿滴密度 pt

圧 縮 指 Gi

供
　
　
試
　
　
体

6.00

28.27

62.11

13.45

0.2451実質高さ 嵐 cm

D Cm直

ツ1 cmイ

CM

質 g

2.00

"噸
最 ,P,s g

1.941

341.9

201,9

2

平Fヒ 炭

圧 縮 ひ ず み

``lェ
=Z′イ/r′〉(loOX

体積圧縮係狭
",v

m・/(N

圧密圧 力 P

そN/mu

圧力l自分Z′

(N/mせ

圧 密 量 ∠″

Cm

供鼓体高さ 〃 平均供試体高さ万

2.000

1.960

1.913

た。808

1.057

0.876

0.722

0.944

1.565

1.289

1.980

1ゝ 427

1.173

0,799

1.986

1.860

1.686

0.966

0.833 -26.593

18,708

19.260

2.024

2.427

5.649

14.429

19.302

19.804

一

〇３

一

一

Ｅ
．

一

一

‐３

一

一　　　
　　
・”「一　　　　一

4.95E-03

一

〇３

一

一

Ｅ
．

一

一

３６

一

一

７

．
一

4.92E-03

一

〇３

一

一

卜

一

一

５３

一

一

＾̈
・
缶
一

一　

一

一

〇３

一

一

Ｅ
〓

一

一

‐９

一

一

１

一

4.27E-04

4.9

9,8

19.6

39.2

314

4.9

157

627

0.00

78,4

4.9

4.9

9.8

19.6

39`2

78.4

157

314

-623

0.1808

-0.2215

0.0401

0,0470

0.1051

0.2433

0.2754

0.23呈3

0.1539

一 次 圧 籍 比

「
=塑J了1/コ〃

補正圧籍係数

じt=,・どv cm4′ d

tけ。 圧 宥 係 教 ,v

じm4た

透水係数 ヵ

m/偶

一次圧密最 И〃lコウ圧密

「

力万

kN/評

0,019

0.019

0.077

0.069

0.032

0.097

0.130

0.104

0 400

0 470

0.426

0.479

0.403

0.308

0.449

0.446

7.58E+02

6.57E+02

3.27E+02

1.19E+02

5.83E+01

3.56Eキ 01

2.50R+01

1.53E+01

6.9

13.9

111

222

444

2.5

27.7

55.5

2.90

5.01

5.29

4.84

5.70

0.76

0.70

1.00

1.58E+03

1.63E+03

1.06E+03

2.99E+02

1.24E十o2

7.93E+01

5.88F+01

3.42E+01

7.41E-08

9。 16E-08

6`

2.

6.

2.

7.

2.

93E-08

50E-08

93E-09

27E-09

96E-10

38E-10

7

10

載荷

段陪
一-0

1

2

3

4

3

6

7

8

9

--10

特記事項



JIS A 1217

9.00

8.00

7.00

6 00

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)1卜 と (2.00m～ 2、 90m)

土粒子の密度
ps ttmi

1.941

試験年月日 2025年 7月 29日

試 験 者  清水 成

200 500

ひずみ速度
%/miR

10002.0 50.0        100

圧 密 圧 力 P(kN/in2)

液 性 限 界

EυI %
塑 性 限 界
p" %

初 翔I含 水 比

こυo %
初剃 間隙比

ど 。

圧 縮 指 数

Q
購 陶用肋

Pじ にN/m⊇

341.9 201.9 361.8 7.161 3.733 18,0

ｏ
　
韻

饉

特記事項

5.0 10.0 20.0

1)定ひずみ速度載荷によるl上密試験の時のみ記入する.

[lkN/m2≒ 0.0102kゴycm′ ]



」IS A 1217

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)1卜 1 (2.00m～ 2.90m)

試験年月日 2025年 7月 29日

試 験 者  清水 成

上の段階載荷による圧密試験  (じ v,′ηv―ラ関係)

10~1

10-4

碑

　

（勇
＼
も

＞
占
熱
懸
筆
Щ
欅
苺
　

碑

ｌｏ

　

（ざ

３

ぅｏ

熱

単

輝

国

　

ｌｏ

104

101
500 100020050 10010 2052

伽
脇

●

Ｏ

18.0

特記事項

平均圧密圧力 戸 (kN/m2)

[1にN/m2≒ 0.0102にぶ1↓mど ]



JIS A 1217

調査件名 圏央道つくば酉スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)21>1 (2.00m～ 2.80m)

試 験機 No.

最低～最高室肌  ℃

土粒子の密度 ps

枚 性 限 界 pl %
塑 性 限 界 pp %

載荷

段階

試験寄月日  2025」手 7月 30日

試 験 者  清水 成
123.0

3.614

1.296

913

1.591

318.9

聞 隙′比
?―μ/″、-1

3.614

3.603

0

２

一　

　

一

３

一

3.587

3.546

4 3.488

5

7

8

9

3,41o

3 250

2.845

―-0

載荷

段階

1.933

2.133

透水係数 ん'

れ/ド

4.09n― o9

2.66E中 09

3.12E-09

2.39E-09

1.18E-09

1_79E-09

3.52E-09

1,09E-09

1.82E-10

特記事項 ▼s=′ ,,s/(ps刀 )

打=r.―∠r
｀
イ=(打 +打f)/2

″,w=(Z1/100)/И p

島o〒 Eυυ ps/(90 pp)

戸=市
行法 :ど v=305× μ /t uO

曲線定規法 :じ v=709大 浄/r50

カ=じv,lv γ:J/(H・ 64× 10R)

力′=ιギ,″▼γLD/(8・ 64× 10日 )

ただしγD≒ 9.81にN/ma

[lkN/m2■ 0.0102にもす/cmゼ ]

上の段階載荷による圧密試験   信「算剖

初

期

状

態

含 水 比 p。  %
間隙 比 ?。

湿潤密度 pt gたmと

抱 和 度 SrO U/。

圧 縮 指 数 G、

圧密降十八応力 Pc kN/n12

lど

'表

しり火山灰質
イヽ性上(H型 )

2.683

155.7

91.9

3
供
　
　
試
　
　
体

6.00

28.27

2.00

73.31

0,4334実質高さ

直  径 D cm
断 面 積 И cmイ

1勁   さ ″l, cm
質  量 蒻o g
力韓tlttrt且 ′″s g 32.88

圧密圧力 P

(N/mツ

圧力増′刀`酒P

(N/m2

圧 密 量 が 供試体高さ 〃 平均供甜体高
｀
さ万 l土 縮 ひ ず み

zl t=∠ガ/″×100X

体積圧縮係数
",v

■1ツkN

一

１〇

一

一　　　　　一^一一́一̈一　　一

9.8

19。 6

39.2

生255

0.00

9.8

一　　　　　　「「」一．　　一　　　　　　　　　　　　　一

一

７８

一　

　

一

9.8

9.8

19.6

39.2

314

1255

627

-2500

0.0177

0.0338

0.0695

0.0251

0.1875

一

５

一

一

９ ４

一

11970

1.911

1.271

1.358

2.000

1,995

1.988

1.842

1,666

1.459

1.997

1.`)92

1.923

1.877

1,754

1.563

1.365

1.315

979

1.958

0.252

0.894

1_282

1.753

3,703

10.004

13.285

13.735

-6.580

0.346

2.57F-04

3.53E-04

4.56E-04

3.27E-04

2.23E-04

2.36E-04

3.19E-04

2.12E-04

1,09E-04

2.63E-05

補正 l土籍係数

どt=,・どv cmP/d

コカ圧密圧カフ

kN/m2

しり0 圧籍 係 教 じv

cm2/d

透水係数 ヵ

m/ド   ィ

一次圧畜H∠lrrl 一 次 圧 給 比
′,=酒 rf1/∠匹

13.9

27.7

55.5

887

1775

222 0.47

0.29

0.38

0.53

0 44

0 56

0。 42

0。 94

2.84

4.15E+03

3.lSE+03

2.24E+03
一

３

一

３

一

一
対
一
対
一

一

６Ｅ

一

４Ｅ

一

一

６

一

０

一

一

２
．
一

２

．
一

2.27E+03

2.26R+03
一

２

一

２

一

一

司

一

対

一

一

９。Ｅ

一

〇ＯＥ

一

一

７

．
一

２
．
一

1.21R-08

1.28E-08

1.16E-08

5.17E-09

6.09E-09

8.19E-09

1.90E-09

2.48E-10

9.

0.001

0,005

0.006

0.008

0.076

0.119

0,137

0,002

0.020 0.295

0.430

0.209

0.269

0.573

0.733

0,338

0.243

0.229

1.40R+03

6.64E+02

6.03E+02

6.45E+02

4.66Eキ 02

6r69E+02

9.73R+02

4.53E+02

1.46E+02

2.366



」IS A 1217 土の段階載荷による圧密試験  傾縮曲線)

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区｀地質調査

試料番号 (深さ)2♭ 1 (2.00m～ 2.80m)

十村ュ子の密度

ρs g/cm●

2.683

試験年月日 2025年 7月 30日

試 験 者  清水 成

500 1000 2000

ひずみ速度
%/min

4.4(l

4,00

3.60

3.20

2.80

2.40

2.00

1.60

1.20

5.0 100       200

圧 密 圧 カ ノ (kN/a12)

5000

塑 性 限 界

ED" 
°
/む

初 期含 水 比

:υb %
初 剃 間 隙 比

モ′o

圧 縮 指 教
q

蹴 附用渤

P.kN/m2
液 性 限 界

Eυl %
155,7 91.9 123.0 3.614 1.591 318,9

ω
　

韻

特記事項

10.0 20.0 50.0

1)定ひずみ速度載荷によるl上密試験の時のみ記入する.

[1にN/mツ ≒0,0102 kJ士/cm2]



」IS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)2♭ 1 (200m～ 2.80m)

試験年月日 2025年 7月 30口

試 験 者  清水 成

上の段階載荷による圧密試験  (cv,′ηv―ラ関係)

い

　

（色
＼
し

、
日
熱
懸
筆
唄
欅
逢
　

碑

１０
　
　
　
　
（蒋
＼
Ｎ
奮
じ

慈

懸

博

四

　

ｌｏ

10~2

5000

103

102
50 100 200 500 1000     200010 205

●

Ｏ
〔
脇

318 9(kN/h2

特記事項

平均圧密圧力 戸 (kN/m2)

[l kN/■1ツ ≒0,0102k起ガcm:]



JIS A 1217

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)4D-1 (3.00m～ 3.60m)

試 験機 No.

最低～餓高室肌  ℃
土 質 名 称

土粒子の密度 ps鎌∬

液 性 限 界

塑 性 限 界 ED,

載荷

段階

試験年月 日  2025年 7月  30日

試 験 者  清水 成
64.4

1.737

1.598

98.3

0.726％

一
％ 318.2

間 隙 比
? ∬/〃s-1

1、 737

1.7291

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

―-10

1,721

1,704

1.679

1.637

1.543

1.150

0.986

0

載荷 透水係数 た′

m/ド

3.30E-09

3.18E-09

3.06E-09

2.16E-09

1.39E-09

1.82E-09

6.19E-11

2.51E-11

9.1lE-12

猛 =r,s/(p督 刀)

】■μ'―∠打

戸=(∬ +〃′)/2
″〕v=留 [/100)/И p

島0=ェυO p、 /(ι O pp)

P~=VP・ P'
朽法 :ι w=305氷 汀

~夕

/t u0

曲線定規法 :εィ=709大 浄 /′50

カ=むw″tv γ:ど /(H.64<101)

ん′=て,v′ ,,vγp/(d.64× 10J)

ただしγ:,■ 9.81にN/m3

[lkN/m2≒ 0.0102k」fんn2]

上の段階載荷による圧密試験  針算劃

初

期

状

態

含 水 ナヒLυ。 %
間 隙 ナヒθO

飽 和 度 Sャ0 %
圧 縮 指 数 c‐

圧密降伏応力

湿潤密度 pt

供

試

体

4

イイ

'表

しり柏十

(高ィlk性限界〕

2.652

128.5 力馳熙質量 ″,s g

実質高さ 基 cm

6.00

2.00

0,7308

直  径 D cm
断 面 積 И cmと 28.27

質  量 ユ″o g 90.07

54.30

蜘
一
塙
一
さ
一

一凸
一

Cm

圧 密 量 が

Cm

供試体高さ , 平均供=ドく体高さ汀 圧 縮 ひ ず み
Zと =∠″′rイ X lo蝋

体積圧縮係数 ′″v

lm“/にN
圧密圧力″

rN/mと

圧力〕智分酒″

にN/1れ
'

9.8

19.6

39。 2

78,4

157

627

1255

2510

0,00

9.8

9.8

19.6

39.2

314

1255

157

627

9.8

78.4

0.005υ

0,0055

0.0123

0.0307

0.068B

0.1276

0.1597

0.1559

-0.2491

2.000

1.994

1,976

1,927

1.571

■415

1.989

1,958

1_358

1_664

1.997

1.991

1.982

1.967

1.943

1.893

1.795

1.651

1.493

1.540

7.110

9.673

10.441

0.296

0.276

0.620

0.935

3.02E-04

2.82E-04

3.16E-04

2、 39E-04

2.02E-04

2.32E-04

2.27E-04

1.54E-04

8.32E-05

6.47E-05

透水係数 ん

m/s

一次圧密Hz〃 l 一 次 圧 籍 比

′'=∠ひrf1/И〃

補正圧籍係数

ど争=,'ど v Cm2旭

コ勾

「

密圧力p

kN/m2

しぃ。 圧 宥 係 数 cv

じm2た

3.41E+03

3.18E+03

3.03E+03

2.49E+03

1.94E+03

3.67E+03

3.28F+01
一

１

一

１

一
対
一
対

一７９Ｅ
一疵

一

１

・
一

１

・
ｒ

1.17E-08

1,02E-08

1.09E-08

6.74E-09

4.45E-09

9.67E-09

8.45F一 1ヽ

3.13E-11

1.14E-11

0.002

0.003

0.006

0.009

0.013

８

一

５

一

・２

一

・２

一

０
．
一

０
．
一

一
　

一

0.002

0.094

0.313

0.281

0.321

0.291

0.801

0.282

0.188

0.738

0,800

9.63R+02

9.96E+02

8.52E+02

7.98E+02

5.66E+02

6 91E+02

2.41E+01

1.43E+01

9.64E00

887

1775

4.9

13.9

27.7

55.5

0,38

0.40

0.47

0.30

29.92

56.51

0,36

0.59

46.42

1.368

特記事項



」IS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)4D-1 (3,00m～ 3.60m)

十粒子の密度
ps ttmil

2.652

試験年月 日  2025年 7月 30日

試 験 者  清水 成

500 1000 2000

ひずみ速度
%/min

2.20

2.00

1.〔30

1 60

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

50 100       200

圧 密 圧 力 P(kN/al″ )

5000

上の段階載荷による圧密試験  傾縮曲耐

液 杵 限 界

力I %
塑 性 限 界

をつ″ %
初 翔1含 水 ,ヒ

ぞυo %
初 翔 聞 隙 比

セ′0

圧 縮 指 数

Q
,I密降伏応力

Pじ kN/m″

128.5 47.4 64.4 1.737 0.726 318.2

特記事項

10.0 20.0 50.0

1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。

[lkN/m芝 ≒0,0102kざ|こm】 ]



JIS A 1217

調査件名 圏央道つくば西ノ、マー トTC周辺ユ也区 地質調査

試料番号 (深さ)4♭ 1 (3.00mえ 3.60m)

試験年月日  2025J手 7月 30口

試 験 者  清水 成

上の段階載荷による圧密試験 (じ v,テηv―ラ関係)

101

101

ｌｏ

　

（黒

ε

ぅｏ

熱

懸

憚

Ｈ

　

ｌｏ

10-3

3
日

日

無
懸

筆

唄
欅

慧

10-4

10-5

5 10 20 50 100      200

平均圧密圧 力 ,(kN/in2)

500      1000     2000 5000

●

０
偽
脇

Pc=318,2(世 (/m2)

10-2

特記事項

[lkN/m′ ≒ 0.0102にざitm2]



」IS A 1217

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺l也区 地質調査

試料番号 (深さ)6併 1 (1.00m～ 1.50m)
試 験 機 No.

最イЦ～最高室温  ℃
土 質 名 称

土粒子の密度 pさ 酔 ∬

液 性 限 界 !r,1 %

塑 性 限 界 pP %

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成
117.3

3.492

1.304

90.5

1.394

荷

階

載

段

254.8

間 隙 比
?―汀/汀 s-1

3.492

3.479

3,461

3.424

一

３

一

一

３ ７

一

一　　　〔コ「〕　一

一

８

一

一

２ ８

一

一　
っ
。

一

3.073

上の段階載荷による圧密試験  織算書)

5

7

初

期

状

態

合 ガく比
"。
 %

飽 和 度 S,0 い/。

間 隙 比 9。

湿潤密度 ρt

数 q十圧 縮 指

圧 力密 麒 /ni'降伏応

砂表しり火山灰質
|1性上 (H型〕

73.9

2

2.695

128.4

供
　
　
試
　
　
体

直

断

高

質

径 D cm

積,】 cm´

さ 〃l,cm

量 ″,o g

力噸 量 ″:s =

実質高さ 打s cm

2.00

0.4453

6.00

28.27

73.72

33.98

圧密圧力″

にN/mセ

圧力増分ИP

にN/m2

圧 密 量 ∠l「「

Cm

供試体高さ 〃 平均隊試体高さ汀 圧 縮 ひ ず み
∠li=」ガ/"X10oX

体積圧縮係数 ′,lv

m・/kN

一

・４

一

一

３

一

2510

9.8

627

1255

0.00

19.6

39,2

9.8

9.8

19.6

39.2′

78.4

157

314

627

1255

-0.0775

0.0057

010079

0.0164

0.0229

0,0379

0.0956

0.1679

0.1869

0.1754

1。 994

l。 986

1。 970

1.947

1.909

1.814

1.646

1.459

1.283

1.361

2.000

1.978

1.959

1,928

1.861

1.730

1。 552

1.371

1.322

1.997

1.990

0.285

0.397

0.829

1.169

5.136

12.793

041

1.966

9.707

-5.862

2.911-04

4.051-04

4.23E-04

2.98E-04

2,51E-04

3.27E-04

3.09E-04

1.92E-04

1.02E-04

2.34E-05

平均

「
密

「

力p

IN/″

しυ。 圧猪 係 数 cw

cm2た

透水係数 ん

m/、

一次圧密H zttl 一 次 圧 容 比

r=ИJ了1/■〃

補正圧布係数

じt=,・むv cmどた

９

一

７

一

１

一

２

一

55.5

111

4.9

0.36

0.34

0,44

0.39

0.41

0.52

1,29

8、 75

0,26 4.61E+03

3.33E干 o3

3.53E+03

2.63E+03

2.89E+03

2.56E+03
一

３

一

２

一

一
対
一
対
一

一肛
一６８Ｅ
一

一
■

一
５
．
一

1.53E+02

1.62R-08

1.53E-08

1_69E,08

8.91E-09

8.21E-09

9.50E-09

6.14,-09

1。 24E-09

1.77E-10

0.010

0.112

0.133

0.002

0,002

0.004

0.006

0.037

0.080

0.214

0.256

0.270

0 382

0.479

0.601

0.278

0.258

0.761

1.28E+03
一
２
一
２
一

一
対
一
刊
一

一
霞

弾

一
１
一
０
一

一

７

．
一

９
．
一

6.79E+02

7.79E+02

9.78E十o2

8.38R+02

3.41E+02

1.16E+02

2.696

2.276

0

載荷

１

２

３

４

５

６

７

８

９

・０

1.882

2 056

透水係数 滝̀

m/ド

4.23n-09

3.28E-09

4.338-09

2.30E-09

2.22E-09

3.63a-09

2.94E-09

7.43E… 10

1.35E-10

特記事項 乳 =′,Ps/(ptt И)

ガ=″′―∠汀
汀
~=(打
十μ )/2

″,v=留 ε/100)/2r
島o=EυO ps/(?Op』 )

π=VP・ P'
朽法 :じ vこ 305× D/tり 0
曲線定規法 :じ v=709天 浄 /′ぅけ

乃=どヤ脇Yγ :ひ /(|.64<10R〉

力′=じ v′ ,″ vγυ/(d・ 64× 10さ )

ただしγコ寺9.81にN/ma

[lkN/m″ ≒0.0102聰F/cn″ ]



JIS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-1 (1.00mヽ 1.50m)

十粒子の密度

ρ、帥 ml

2.695

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成

500 1000 2000

ひずみ速度
1

%/min

4.40

4.00

3.60

3.20

2,80

2.40

2,00

1.60

1.20

5.0 100       200

圧を圧力 P(kN/m2)

5000

土の段階載荷による圧密試験  傾縮曲線)

圧猪降山′ど力

Pじ にN/m2
塑 性 限 界

をυⅢ %
初 翔1含 可く比

ぞυo %
初 剃 問 隙 比

(′ 0

圧 縮 惰 教

Q
液 性 限 界

:υI %
1.394 254.8128.4 73,9 117.3 3.492

Pc= 254.8

特記事項

10.0 20.0 50.0

1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入するⅢ

[lkN/m2≒ Or0102kと,cm芝 ]



」IS A 1217

調査件名 国央道つくば酉スマー トTC周辺l也区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-1 (1.00m～ 1.50m)

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成

土の段階載荷による圧密試験 (じv,"v―ラ関係)

い
脇

●

０

254.8て kN/m″

10a

102

１０
　
　
　
　
（０
＼
Ｎ
Ｅ
じ

熱

懸

単

国

　

‐ｏ

10~之

10-3

長

日

日

熱

懸

韓

唄
欅

【

10-4

10-5

5 10 20 50 100 200 500 1000     2000 5000

特記事項

平枠圧密圧力 戸 (kN/車 12)

[lkN/m2≒ 0.0102 kBFん m2]



」IS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-2 (3.00m～ 3.70m)

試 験 機 No.

最低｀最高室温  ℃
土 質 名 称

土粒子の密度 ρざ帥∬

放 性 限 界 pl %
塑 性 限 界 pP %

載荷

段階

1

試験年月日 2025年 8月 5日

試 験 ′者  清水 成
49.5

1.314

1.707

99.5

0.469

337.2

間 隙 比
? 打/″ s-1

1.314

1,305

1.299

1.284

4

5

1.262

1,230

6

9

10

載荷

1.16S

14053

0。 914

0.773

透水係数 たf

m/濁

8.63n-09
1

2

3

4

5

6

7

8

9

―-10

3.34E-09

2.88E-09

1.99E-09

1.39E-09

5.05E-10

1,99E-10

9,67E-11

4.68E-11

乳 =′″s/(ps刀 )

ガ=″′―∠芝
打
~=(″
+打′)/2

″,v=留 ε/100)/Zp
岳O=Eυ u p、 /(90 pp)

デ=VP'″ '

行法 :ひ v=305× 打
2/t uo

曲線定規法 :ε v=709X〃 7r5υ
ヵ=ど i″

`vγ
!r/(8・ 64K10R)

力′=`,v′ ,″Υγυ/(8 64× 10日 )

ただしγp≒ 9.81にN/m3

[lkN/m2≒ 0.0102唯 f/cm2]

上の段階載荷による圧密試験  信1算劃

初

期

状

態

娩
一　
筑
一

批
一比
一

水
一隙
一

含
一間
一湿潤密度 pt gんm3

飽 和 度 SrO %

圧 縮 指 数■ ,

圧猶降伏応力 P kN/mフ

供
　
　
試
　
　
体

直  径 D cm

ゴ２
一
積
一
面
一

断

一

炉軋燻質量 r,,s g

実質高さ 打岳cm

6.00

2.00

64.59

0,8643

28_27

96153

イかまじり粘十

(高 1ィk性限界)

2.643

1

78.2

31,4

圧 縮 ひ ず み

∠ltiχ′ど/′ザ×100X

体積圧縮係数 ,lw

m・/確N
雄密圧力 P

【N/mツ

圧力増
′′D｀ИP

にN/m2

圧 密 量 が 供試体高さ「 ′ 平均憐講体高さ万

2,000

1.992

1.987

上。974

1.955

1.927

1.872

1,774

1.654

1.532

1.661

1.990

1_980

1.941

1,899

1.823

1,714

1.593

1.597

1.996

1.964

0.389

0.269

0.646

0.977

1.422

2.932

5.332

7.656

-8.042

3.97E-04

2,741-04

3:29E-04

2.49E-04

1,31E-04

1.87Ё-04

1.70E-04

1.1lE-04

6.10E-05

3.22E-05

9.8

19.6

2510

9.8

157

627

1255

0.00

39.2

78.4

314

9.8

19.6

39.2

73.4

157

1255

-2500

0.0557

-0.1284

0.0078

0.0054

0.0128

0.0192

0.0276

0.0972

0.1199

0.1220

一 次 圧 第 ,ヒ

「
=酒J了1/∠ロ

補正に籍係教

どヽ‐,'ど v tm2/d

とり0 圧 符 係 数 じv

cmと/d

透水係教 ん

m/ド

一次圧密■ ∠l〃 l平均圧密

「

カフ

にN/m2

0.317

0.511

0.711

0.429

0.349

0.367

0,416

0.773

0.779

1,91Eキ03

1.07E+03

7.71E+02

7.04E+02

6.73E+02

2,38E+02

1.03R+02

7.64E+01

6. 76E+01

27.7

55,5

4.9

111

1775

222

444

887

13.9

6」 97

9.07

0.27

0.36

0.54

0.61

2.37

8.93

4.46F+03

3.38E+03

2.21E+03

1.92E+03

1.62E+03

4.65E+02

1.45E+02

9,89E+01

8.68E+01

2.01E-08

1.05E-08

8!26E-09

5,42E-09

3.33E-09

9,87E-10

2.80E-10

1.25E-10

6.01E-11

0.002

0.004

0 007

0.011

0.093

0.095

0.003

0.028

0.069

特記事項



1.50

1.40

1.30

1.20

1.10

1.00

0.90

0.80

0.70

」IS A 1217

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-2 (300m～ 3.70m)

十】笠子の密度

典 g/cm`1

2.643

試験年月日 2025年 8月 5日

試 験 者  清水 成

500 1000 2000

ひずみ速度 11
°
/じ/min

50005.0 100       200   1

圧 密 圧 力 P(kN/飢
′
)

上の段階載荷による圧密試験  低縮曲耐

液 性 限 界

"1 %

塑 性 限 界

ぞだ," %
初 却1合 水 比

:t'0 %

初 期 間 隙 比

('o

圧 縮 指 教

Q
圧密降伏応力

Pじ kN/m2

78.2 31.4 49.5 1,314 0.469 337 2

Pc= 337.2

特記事丁貞

10.0 20.0 50.0

1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。

・
          [1に N/m2≒ 0.0102kぶヽ、m″ ]



」IS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 よ也質調査

試漑番号 (深さ)6D-2 (3.00m～ 3.70m)

試験年月日 2025年 8月 5日

試 験 者  清水 成

上の段階載荷による圧密試験 (じ v,′ηv―ラ関係)

ＣＹ
脇

●

Ｏ

Pc= 337.2

10~2

10-5

碑

　

（登
＼
と

＞
日

熱

懸

筆

Щ

檸

苺

　

辟

１０
　
　
　
　
（０
＼
ＮＥ
じ

黙

雄

揮

彎

　

１。

104

101
5000100      200

平均圧密 圧 力 戸 (kN/m2)

500 1000     200010 20 505

特記事項

[l kN/m'≒ 0.0102kぎこm″ ]



」IS A 1217

調査件名 国央道つくば西スマートTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)71>1 (2.00m～ 2.70m)

試 験機 No.

朝底～最高室温  ℃
土 質 名 称

土粒子の密度 ρドg/cn'1

塑 性 限 界 pp %

載荷

段階

試験年月 日  2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成
138,3

3.947

1.289

％

一
ｐ
一
界
一
限
一

性

一

液

一

93.8

1.758

340.3

間 隙 比
?―rr/〃囀-1

3.947

3.932

3.911

3.866

3.801

3.710

3.128

上の段階載荷による圧密試験  研算謝

初

期

状

態

含水比
"。
 %

間隙比 ゼ。

湿潤弯度 虫gんが

抱 和 度 SrO %

″ケ掟しり火山炒【質
辛h性上 (■型 )

2.677

129.9

71,4

5
供
　
　
試
　
　
体

直  径 D cm
断 面 積 И cttr

高  さ ″l,cm
質  量 聰。 g
力理燥質景 ,,s g

実質高さ ″s cm 0.4043

6.00

28.27

2.00

72.91

30.60 圧 縮 指 数 ci

圧密降伏応力 Pc kN

圧密圧 力 P

にN/m」

圧力増分Z″

確N/m■ Cm

圧 密 量 が 圧 縮 ひ ず み

必と=Zμ/″ X10oX

体積圧縮係数 ′″v

mれ/確NCm

供試体高さ 〃 平均供試体高さ打
~

Cn

314

9,8

19,6

2510

9.8

627

0.00

39:2

78.4

1255

9.8

9.8

19.6

39.2

157

314

627

1255

-2500

78.4

-0.0879

0.00む0

0.0085

0.0184

0.0263

0.0368

0.0665

0.1687

0.1987

-6.761

0.299

0.429

0.981

1.346

1.914

3.555

9.623

13.702

3.05E-04

4.3SE-04

4.75E-04

3.43E-04

2.44Ё-04

2,27Ё-04

3.07E-04

2.13E-04

1.17E-04

2.70E-05

1。 967

1.669

1.256

2.000

1.994

1.985

1。 941

1.904

1.837

1.455

1.344

1.562

1.976

1.954

1.922

1.871

1.753

1_355

1.300

1.997

1.990

甲う圧密

「

力万

kN/m2

t9。 圧 猪 係 教 むv

cm2た

透水係数 ヵ

m/爵

一次圧密HИ〃l =次 圧 第 比
′・=zrr1/4π

補正 l上容係教

じt=,'ど w cm2/d

1775

13,9

111

222

4.9

27.7

55.5

0.46

0.35

0.52

0`41

0.39

0.47

0.44

1,10

2.52

2:79F+03

2.62E+03

3.40E+03

2.25E+03

2.72E+03

2.73E+03

1.98F+03

6.76E+02

2.23E+02

9.65E-09

1,30E-08

1,83E-08

8.

7.

7.

6.

1.

78E-09

53E-09

01E-09

88E-09

68Eと09

2.95E-10

0:004

0.006

0,001

0.002

0.017

0,071

0.128

0.008

0.145

0,239

0.212

0.239

0.229

0.598

0.732

0.213

0.253

5.93R+02

6.27Eキ 02

7.21E+02

5.38E+02

6.22E+02

6.90E+02

8,32E+02

4.04E+02

1.63E+02

9

載荷

1

2

3

4

5

6

7

8

9

-10

2.107

透水係数 ん′

m/s

2.061-09

3,12E-09

3.89E-09

2.10E-09

1.72B-09

1,78E-09

2.90E-09

1.00E-09

2.16E-10

塊=″ra/(psア )

打=″ f―∠
`汀〃=(,+打 ′)/2

P,tw=留 [/100)/Zρ

長o=Eυりp、 /(セ O pp)

戸=VP'P'
朽法 :ι v=305× μ /t υO

曲線定規法 :ε Y=709入 浄 /′50

た=じv加子γ即/(R.64<101)

ヵ′=εギれvγp/(864× lol)

ただしγをっ≒9.81に N/ma

[lkN/m2≒ 0.0102 kg'cm2]

特記事項



JIS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トrC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7D-1 (2.00m～ 2.70m)

十粒子の密度

ρぶg/cmi

2.677

試験年月日 2025年 8月 7R

試 験 者  清水 成

500 1000 2000

ひずみ速度
1

%/min

4.80

4.40

4 00

3.60

3.20

2.80

2.40

2.00

1.60

5.0 100       200

圧 密 圧 力 ν∈Wm必 )

5000

上の段階載荷による圧密試験  傾縮曲線)

塑 性 限 界
pP °/o

初 翔↓含 水 比

をだ
'o %

初 剃 問 隙 比

て′。

圧 縮 指 数

Q
圧猪降伏応力

Pc kN/m2
液 性 限 界

とし'1 %
1.75S 340.371.4 138.3 3.947129.9

340.3 2

特記事項

10.0 20.0 50.0

1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ口
¬ヒ入する。

[1趙〈/m2≒ 0.0102kとVcm2]



」IS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7併 1 (200m～ 2.70m)

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成

●

Ｏ
〔
μ

c= 340.3(kN/illa

10。

102

１０
　
　
　
　
（コ
＼
Ｎ
麿
ｏ
）

郊

懸

蝉

図

　

ｌｏ

10-2

10-3

壷

日

日

黒

迷

筆

Щ
檸

慧

10-4

10-5

5 10 20 50 100 200 500 1000     2000 5000

特記事項

平均圧密圧力 戸 (kN/in2)

[lkN/412≒ 0,0102に さitm」]



JIS A 1217

調査件名 圏央道つくば酉スマー トIC周辺地区 地質 H‐周査

試料番号 (深さ)7D-2 (3.50m～ 4.20m)

試 験機 No.

最低～最高室肌  ℃
土 質 名 称

土粒子の密度 ps ttm`1

枚 性 限 界 Eυl %
塑 性 限 界 刀P %
載荷

段階

0

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成
64.1

1.722

1,591

98.2

0.749

216.5

間 隙 比
?=打/,s-1

1.722

1 1.709

2

3

4

5

6

1.698

1,675

1.634

1.560

1.422

7

一

９

一　

　

一

〇

載荷

1,069

透水係教 たf

m/ド

8.15E-09

2.20E中 09

2.92E-09

2.25E-09

9.85E-10

3.68E-10

2.66R-11

1.06E-11

4.48E-12

特記事項 猛 =″,1/(ps刀 )

,こ ″ =必打
汀
~=(打
+打f)/2

″!v=留 ε/100)/И p

SIo=L9u psア (90 pp)

デ=VP'P'
看法 :ι v=305X汀

2/tり
。

曲線定規法 :じ ▼=709X浄 /r50
カ=ど w″

`vγ
静/1出 .64<10｀ )

ん′三じ了,″ vγ :υ /(8.64× 10日 )

ただレγp≒ 9・ 81にN/mS

[lkN/m2≒ 0.0102聰hm2]

上の段階載荷による圧密試験  信卜算剖

初

期

状

態

間隙比 θO

含 水 比初o %

飽 和 度 SrO %

湿潤密度 pt g/cm3

圧 縮 指 数 G‐

圧犠降伏応力 Pc

1省  士
(高 r整性限界 )

2.638

6

133.3

43.5

供
　
　
試
　
　
体

2.00

断

直  径 D cm 6.00

28.27積 】 cmZ

高  さ 〃l,cm
質  量 穏o g
炉軋燥質量 ′,s g

実質高さ じm

89.95

0,7348

54.81

圧 密 量 が 供試体高さ 〃 平均供試体高さ汀 圧 縮 ひ ず み
閉こ=∠オ′/■×100X

体積圧縮係数 J,v

■1・/にN
l土密圧力 P

にN/mツ

圧力増分酒″

にN/m″

0.470

0.851

5.533

9.362

10.501

‐14.846

0.394

1.569

2.830

4,79E-04

4,01E-04

4.34E-04

4.00E-04

3.61E-04

3.53E-04

2198E-04

1.72E-04

8.37E-05

5.94E-05

9.8

19.6

39,2

157

314

627

9.8

1255

2510

0.00

78,4

9.8

9.8

19.6

78.4

1255

157

627

-2500

39.2

４

一

〇９

一

０

一

０
，
一

0,007S

0.0168

0.0306

0.0540

0.1013

0.1592

0.1666

0.1452

,0.2101

1.991

1,983

1.935

1.881

1.780

1.621

1.465

1.310

２

一

1.966

1.520

1,995

1.974

1.951

1.908

1.881

1.701

1.538

1.383

1.415

1.987

透水係数 た

m/ド

一次圧密址 zrrl 一 次 l上 籍 比

lr=∠ガ1/酒〃

補正圧籍係数

じヽ=,'ど vcれ 2′d

甲句
「
密

「

力万

kN/m2

Lり0 止籍 係 数 cw

cm2/d

1.50E+03

4,82E+02

5.93E+02

4.95E+02

2.40E+02

9。 19E+01

5.43E00

7.85R00

3.00F+03

2.51E+03

2.81E+03

2.61E+03

1.31E+03

5,17E+02

9.85100

6.46E00

5.99E00

1.63E-08

1.14E-08

1.39E-08

1.19E-08

5135E-09

2.07E-09
１

一

１

一

い、
一
■
一

即
一２６Ｅ
一

３
．
一
ェ

一

5.69E-12

0.002

0.004

0.005

0.006

0.010

0.018

0.127

0,139

0,114

0.184

0.787

0.841

0.178

0.797

0.192

0.211

0.189

222

111

444

887

4.9

55.5

13.9

27.7

1775

0.42

0.44

0.85

1.98

89.57

111.69

97.30

0.40

0.48

1.206

0.980

0,783



」IS A 1217

2.20

2t00

1,30

1.60

1,40

1.20

1 00

0,80

0,60

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7♭ 2 (3.50m～ 4.20m)

十粒子の密度

ρ、gんm.1

2.638

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成

500 1000 2000

ひずみ速度
1)

%/min

50005.0 100       200

圧 密 圧 力 P(kN/m塑 )

液 性 限 界
pl %

塑 性 限 界

!υ :, %

初 翔1含 水 比

Eつo %
初翔J間 隙比

?0

圧 縮 指 教

Q
蹴 附用こ力

Pじ にN/m2

133.3 43,5 64.1 1.722 0.749 2165

０
　

ぎ

特記事項

10.0 20.0 50.0

[lkN/m2≒ 0.0102

1)定ひずみ速度載荷によるl上密試験の時のみ口E入する.



」IS A 1217

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7レ 2 (3.50m～ 4.20m)

試験年月日 2025年 8月 7日

試 験 者  清水 成

10~1

10~ツ

10,4

10~S

1

（極
＼
と

、
日

螺

懸
筆

Щ

狸
苺

10 20 50 100 200 500 1000     2000 50005

特記事項

平均圧密圧力 ,(kN/in2)

[lkN/4■
2≒ 0.0102 kgttm″ ]



」GS   0520

舌Lれの少ない

トリミング法

泥 炭

土 粒 子 の 密 度  ρs 3)鎌ml
液 性 限 界 ph%4)
塑 性 限 界 :υゅ %4)

l 2 3

Cm直 径

3.51

3.50

J.47 3.48

46

3.48 3.48

3.49

3.46

Cll平 均 直 径 Di 3.49 3.47 3,48

凸 さ Cm

8107

遇.08

3.08 8.04

8,04

8.03 8.06

8.05

8.05

Cm平 均 高 さ 汀1 3.08 8.04 8.06

台   水   比  pi

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度 ρ市
3)g/t・
珀1

問   隙   比  ?i3)
飽   和   度  d百3) %

相 対 密 度 Dn3)%
軸変位量の測定方法

体

%

質

g/cn3

積   路  c∬
286.8

1.146

100,3

77.25

88.53

0.296

5,552

418.4

83.75

と,103

0,213

8.121

100,0

75.91 76.47

300:5

1.143

0.286

100.6

87.44

5,798

設置時 の中山変位量

飽和過程の軸変位量

軸 変 位 量 名
° cm

0,00

0.00 0,00

0.00

0,00

0.00

体積変イヒ量の測定方法

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量

体 積 変 化 量

cm`

c五
4

洒丁/iS) c五 3

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

0,00

隙   比  ¢03)
イヽ日 対 符 度 pr03)Dυ

一局

直

体

Cm

燥 富んm3

さ   ″O
径   Dむ   Cm
積   Fo  cmi

3.08

3,49

77.25

0。 296

5.552

75.91

8.121

8.04

3.47

0,213

3.48

76.47

0,286

8.06

5.798

奈   器   N。 .

領範燥供試体十容器)質量

容
一炉 力ふ g

器  質  量
乾 燥 質 量

0.00

22.89

22189

16.15

0.00

16.15

21,84

0.00

21,84

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査 識 年月日  2025J手 7月 80日

試料番号 (深さ)lT-1 (2.00m～ 2.96m) 試 験 者  清水 成
供試体を用いる試験の基準番号と名称 JGS 0521  土の二軸圧縮試験  [UU]
試 料 の 状 態

1)

供 試 体 の 作 製
2)

1.941

341.9

土 質 名 称 201.9

供 試 体 No_

初

期

状

態

設

置

・
飽

和

過

程

斤
密
前

（
試
験
前
）

炉
椛
燥

後

外部変位計によって測定

計算による

特記事項 1)試料の採収方は,~ぶ料の状態 (塊状,凍結, ときほぐされた)等をF・し載するゎ
Z)ト リミング法】負圧法の種川,凍結試料の場合は解妹方法等を記載する。
3)必要に応じて記載する。
4)必要に応じて粘性上の場合は液性限界,塑性限界,砂質上の場合!主最小乾燥密度,
最大乾燥密度等を口こ載する。

5〕 設置時の変イとと飽T暫過程およびB値測定過程での変化を合わせる。

[1ぶ /m″ ≒0.0102とき,cm″ ]



」CS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号  (深さ) とT-1  (200m～ 2.90m)

土 質 名 称

試影ヽ 1手月日  2025午-7月  30日

試 験 者  清水 成

液性 限界

塑性 暦1丈 界

あi「デア
1)

`/,

（
七
＼巨

）

（
占
Ｉ
Ｓ
）

瀾
　
く
　
憤
　
秤

ひずみ逃度 %/min

特記事項

10

1)必要 iこ応じて粘性 I:
の場合は液性限界 ,
,理性限界,砂質上の
場合は最小馳燥密度,
最大壁と燥密度等を記

紡 るこ

0

60 8.0

軸 ひ ず み  こと (γ ))

14.0

[lkN/m2≒ 0,9102kゴ ycm2]

上 の三軸 圧 縮 試 験 [UU](応力二(げみ曲線 )

3供 試 休 No. 1 2

90.0セ  ル   圧  σ kN/m2 30.0 60.0

背 圧  ″h kN/m2
311.9

201.9

炭

1.00 188

8. 12

24.0

10.42 B.92

29.4屋罰情ぅ虫さ(G「σr)亜と、 とN/1■2
(ぉ

軸ひずみ  こ・f

CU 有効申山方卜〕応力 σ′ti kN/m2

イ】効側方n芯力 σ:l kN/m2

ドロЧ隙水)li vl kN/m2

主

応

力

差

最

大

時 CI)
l将賞ひずみ ivf  °/。

間 隙 比 gr

供試体の破壊状況

0.0 2.0 4.0 10.0 12.0



」GS   052と

調査件名 国央道つくば西必マートTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ) 1卜1 (2.00m～ 2_90m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域
過 圧 密 領 域

140

120

試験年月日

試 験 者

2025年 7月 30日

清水 成
有  効  応  力

φ

（　
Ｎ
日
＼
Ｚ
出
　
）

６

　

　

　

　

　

　

　

４

Ｒ

慢

基

く

中

0

0 14080

( kN/m2 )

上の強度特性  土の三軸圧縮試験 [UU]

全

"林

力強 度 定 数

εu  kN/m2 φu tan φ r′  kN/m2

0,0814

特記事項

20 40

て,

100 120

[lkN/m2≒ 0,0102 kgf/cm2]



JGS   0520

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査 試験年月日 2025年 7月 30日

試料番号 (深さ)2D-1 (2.00m～ 2.80m) 試 験 者  清水 成
供試体を用いる試験の基準番号と名称 」GS 0521  上の二軸圧縮試験  [UU]
料  の 状  態 1) 2.683試

1年

土

155.7

質   名  称
供 試 体 No.

91.9砂ましり火山灰質粘性土(π 4)

舌Lれの少ない 囀
一限
一限

子
一性
一性

粒
一　
一
．

土
一液
一塑

界

鼻

gんm‖

%4):ι
iI

度  ps')

!っ,   %4)
1 2 3

Cm直    径

3.52

3.52

3.51

3.53

3.52

3.49

3.51

3.50

む.50

3.51 3.51 3.50Cm平 均 直 径 Di

Gm品 さ

8.02

8:01

8.02

8,00

8.00

8.00 8.01

8.01

8.01

Cn平 均 高 さ 打
i

8.02 8.00 8.01

0.574

77.70

121.1

98.65

1.270

3.673

88.5

77.48

0.570

122.3

98`21

1.268

3.706

88.6

77.14

120.5

3.718

96.75

1.254

0.569

87.0

含   水   比  pi

常
i′と 燥 密 度 p‖

3〕 g/c∬

F日   隙   比  ?i3)
飽   和   度   dri3)  %
イヽ日 対 密 度 Dn3)%

体

ツ)

gんmS

積  る  cmi

量  ,,,二

車由変位 量の測定方法

0.00

0.00

0,00

0.00 0.00

0.00設置時 r′)申由変位量

飽和過程の軸変位量

林積変化量の測定方法

0.00

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量

体 積 変 化 量  И7ェ 5)c∬

cn13

cm3

0.00

0.00 0.00

0,00

相 対 符 度 Dr03)o。

局

g/cmユ

さ   打。   cm
径    Do    cm

積   7。   cm'
0.574

3.673

3.02

77.70

3.51

0.570

8.00

77.48

3.706

8.01

3.50

77. 14

0.569

3.718

本   器   No.
額権燥供試体十容器)質量

容 器
′質 量

炉 乾 燥 質 量  加ェ g

44.61

0.00

44.61

0.00

44.18

0

44.18 43.87

43.87

0

0.00

初

期

状

態

外剤
`変

位計によつて測定

設

置

・
飽

和

過

程

圧
密
前

（
試
験
前
）

炉
椛
燦

後

計算による

特記事項 1)試イ|の採上傲方法,試料の状態 (塊状,凍結, ときほぐされた)等を記載する。
セ)ト リミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凛方法等を記載する。
3)必要に,よビて記載する1,
4)必要に応じて沐∴l圭上の場合は液性限九 塑性限界,1沙質上の場合は最小乾燥密度,
最大粒燥着度常を口世載する。

5)設置時の変イ堕と飽不H過程およびB値測定過程での変化を合わせる。

[lkN/m之 ≒0.0102期cm2]



JGS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)2D-1 (2.00m～ 2.80m)

土 質 名 称
市J性頑凍あTデア
塑性限界

1)

Eυ l, ツ,

げ 姓 %/min

特記事項 1)2、要 |こ応じて粘‖ I!
の場合は液性限界,
塑性限界.秒質上の
I場合は最小乾燥密度】
最大統l桑密度等を記
載する。

6.0 8.0

試験年月日 2025年 7月 30日

試 験 者  清水 成

（
基

こ

ご

Ｉ
ｓこ

Ｎ

く

憤

朴

軸 ひ ず み [」 (γ ,)

14.0

[1にN/m2≒ 0.0102 kgf/cm2]

土 の三軸 圧 縮試 験 [UU](応カー〔げみ曲線 )

供 試 体 No. 1 2 3

セ   ル   圧  σ kN/m2 50.0 100.0 150.0

背 圧  ″、 とN/m291.9

まじり

1.00

粘仕十(I即 )

155.7

圧縮強さ(σa―びr)mぶ kN/m″

`る軸ひずみ  εaf
141.7

4.67 4.47

158.3

6.42

CとI 有効軸方|,よ力 σRI kN/m2

れ劾側方向応力σrl kN/m2

席
一
Ｎ

一

に

一

ｒ

一

，

一

水

一

隙

一

問

一

主

応

力

差

最

大

時 cr)
l本積ひずみ f vf  °/c

ドロ可隙 比 g士

供試体の破壊状況

＼

0.0 2.0 4.0 10,0 12.0



」GS   0521

調査件名 圏央道つくば酉スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)2D-1 (2.00m～ 2.80m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領

試験年月日 2025年 7月 30口

試 験 者  清水 成
有  効  応  力

φ '

域

一域

一

±の強度特性  上の三軸圧縮試験 [UU]

全 )い カ

r' 
｀
 kN/m2

強 度 定 数

εu kN/m2 わu ta早 ゎ

14.3 0.2555

（　
ヤ
日
＼
Ｚ
】
　
）

Ｒ

螢

≦

く

中

0

300 700400

( kN/面 2 )

0

特記事項

100 200

び

500 600

[lkN/m2≒ 0,0102 kgf/cmツ ]



」GS   0520

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査 試験年月日 2025年 7月 30日

試料番号  (深さ) 4D-1  (300m～ 3.60m) 試 験 者  清水 成
,(試体を用いる試験の基準番号と名称 JGS 0521  土の二軸圧縮試験  とUU」
試 料 の 状 態

け

供 試 体 の 作 製
閉

21652

128.5

47.4土 質 名 称

供   試!  体   No.
砂まじり粘土 (高液性限界)

舌Lれの少ない

トリミング法 囀一陸
子
一性

」
立

一

土
一液

gんm出

%4)

塑  性  限  界  pp %つ
Eυ l

度  ρd a)

1 2 3

Cm直 径

3.51

3.52

3.52

3.51

3.51

3.51

3.52

3.53

3.51

Gm平 均 直 径 Di 3.51 3.51 3.52

さ Cm凸

8.00

8.00

B.00

7.66

7.66

7.66

8.01

8.00

8.01

Cm平 均 高 さ 〃i 3.00 7.66 8.01

含   水   比  "i

車乞 燥 密 度 4‖
3〕

gんma

問   隙   比  ♂:削

相 封 密 度 Dn3〕 %

ツ,

体

質

積  h  cnll

,,,l    g

pti 4) gた血3

6■ 2

122.81

0,983

77.48

1.585

1.697

95.6

60.1

119.21

1.611

1,007

1.634

73,98

97.5

59.6

124 31

1.597

77.83

1.001

1.649

95。 8

軸変位量の測定方法

0,00

0.00 0.00

0.00設置時の軸変位量

飽和過程の軸変位量

申ll 変  位  量  И島 5)cm

0.00

0.00

体積変化量の測定方注

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量

体 積 変 イヒ 量  И7:。 cn■
3

cnl'

cml

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

0,00

燥  密  度  ρ酌0

lヽ日 対 密 度 Dr03)nυ

一局 Cm

Cm

体

乾

さ   μ。
径   DO
積  7。   cml

8.00

3.51

77.48

0.983

1.697

3.51

73.98

1.007

7.66

1.634

3.52

8.01

77.83

1.001

1.649

い 燥ヽ供試体十容器)質量

容 器 質 量

=
燥炉  乾 質 量  pιド

0.00

76.20

76.20 74.48

74.48

0

0.00

0

77.90

0.00

77.90

初

期

状

態

外部変位計によって測定

設

置

・
飽

和

過

程

圧
密
前

（
試
験
前
）

炉
乾

燥

後

計算による

特記事項 1) (塊状,凍結, ときほぐされた)等を記載するゎ
2)ト リミング法,負圧法の種川,凍結試料の場合は解凍方法等をⅢ己載する。
8)必要に応じて記載するィ,
4)必要に応じて粘性上の場合は液性限九 塑性限界,砂質上の場合は最小乾燥密度,
最大乾燥密度守を記載する。

5)設置時の変化と飽和過程およびB値測定過程での変化を合わせる。

[lkN/m″ ≒0.0102ヒ ghm2]



」GS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)4D-1 (3.00m～ 3.60m)

土 質 名 称
~'ィ

T真↑生頭
‐
界砺Tデア~豆
再頑界あTデア
げ 魏 %/min

特記事項 1)必 :夏に応じて粘‖ I:
の場合は液性限界,
塑性限界,砂質上の
場合は最小構燥密度!
最大乾操密度等を記
赫 る。

0

6.0 8.0

試験年月日 2025年 7月 30日

試 験 者  清水 成

（
豊

こ

ご

―
。こ

潤

く

螢

伴

軸 ひ ず み [a(γ ,)

14.0

土 の三 軸 圧 縮 試 験 [UU](応カーひずみ曲線 )

供 試 体 No. 1 2 3

セ   ル   圧  σ klN/m2 50.0 100.0 150.0

背 圧  ″h ttN鮮

1 00

128.5

47.4

101.2

3 47

圧縮強さ(σ.―σr)ldに  ヽkN/inイ

軸ひずみ  とょf
76.9

7. 12 7.72

71.0

CU 有効軸方向Ⅲよ力σti kN/m2

有効倶l方向応力σr子 とN/m2

vl kN/1H2

主

応

力

差

最

大

時 cr)
体嶺ひずみ 注vr  °/。

間 隙 比 gf

供試体の破J裏状況

0.0 2.0 4.0 10.0 12.0

[1にN/a12≒ 0.0102 kgf/cm2]



」CS   0521

調査件名 国央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)4レ l (3.00m～3.60m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

240

80

0

120

試験年月日 2025年 7月 30日

試 験 者  清水 成
有  効  応   力

φ

280

（
亀

髭

）

ぃ
　

　

Ｒ

憤

室

く

中

0 160

( kN/m2 )(ア

土の強度特性  上の三軸圧縮試験 [UU]

全 )卜 力強 度 定 数

じu kN/m2 φu tan φ t′  kN/m之

特記事項

40 80 200 240

[1郎 /1n2≒ o,0102 kgf/cm2]



」GS   0520

調査件名 困央道つくば西スマートTC周辺地区 地質調査 試験年月日 2025年 8月 8日

試料番■  (深さ) 6D-1  (1.00m～ 1.50m) 試 験 者  清水 成

tt試体を用いる試験の基準番号と名称 」GS 0521  上の二軸圧縮試験  [UU]
試 料 の 状 態

1)

供 試 体 の 作 製 "

2.695

128.4

土 質 名 称 73.9

供 試 体 No.

初

期

状

態

設

置

・
飽

和

過

程

圧
密
前

（
試
験
前

）

外部変位計によつて

計算による

炉

乾

燥

後

特記事項 1) 試料の状態 (塊状,凍結, ときほぐされた)等を記載する。
ツ)ト リミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を記哉する。
3)必要に応して記載するⅢ
4)必要に応じて紺性上の場合は液陛限九 塑性限凡 砂頃上の場合は最小乾燥密度,

最大椛燥密度等を口ど載する。

5)設置時の変イヒと飽和過程およびB値測定過程での変イとを合わせる。

上 の 三 軸 試 験 の 供 試 体 作 製 。設 置

秒まじり火山灰質粘性土 (π型)

舌Lれの少ない

トリミング法

土 粒 子 の 密 度  ρ、 3) gんml
%4)液 性 限 界 pl

塑 性 限 界 %

2 31

3.52

3.52

3.52

3.55

3.55

3.54

3.53

3.53

3.50

Cm直 径

3.52 3.54 3.52Cm平 均 直 径 Di

8.00

8.00

7.99

7.98

7.98

7.98

7.91

7.92

7.92

Cmさ凸

7.98 7.92 8.00Cm平 均 高 さ 〃i

77198

116.9

101.46

1.301

0.600

3.491

90.2

119。 6

104.60

0.613

3.393

77.66

1.347

95,0

湿 潤 密 度 p.0

吉乞 燥  1密  度  n睛 3)

閥   隙   比  ?i3)
飽   和   度  dr、 8)  %

相 対 密 度 Dri3)%

体

γ,

積  路  c∬

g/cm`

帥 ml

1.337

0.605

3.456

94.4

77.51

121.1

103.65

車由変位 量の測定方法

Or 00

0.00 0.00

0.00設置時 の中れ変位量

飽和過程の軸変位量

市Jl変 位 量 И■
5,cm
Cm

0.00

0,00

0,00

0.000.00

0.00

0.00

0.00

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量

変  化  量   И7i S)  とn13

cn13

cml

一積一体

77.51

7.98

3.52

0.605

3.456

77.98

3.491

7.92

3.54

0.600

8.00

3.52

0.613

77.66

3.393

積  Fo  c∬
乾 燥 密 度 pm3)

相 対 符 度 D.03)nυ

富んm3

Cm局

Cm直

体

さ   ″。
径   DO

0.00

46.87

46.87

0

46.79

0.00

46.:79

0,00

47.64

奈   器   No.
仰乾燥供試体十容器)質量

容 器 '賢 量   g
炉 乾 燥 質 量  加ド  =

g

[lkN/m″ ≒0.olo2 k=f/cm2]



」GS   0521 土 の三 軸圧 縮 試 験 [Uu](応カー〔げみ曲線 )

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 ( 6D-1   (1.00m´ψl.50m)

土 質 名 称

ひずみ速度 %/min

特記事項 1)必要に応じて粘性「
の場合は液性限界 ,
塑性限界,砂質上の
場合は最小乾燥密度】
最大笠操瞥度等を記
載する。

6.0 8,0

試験年月園 2025年 8月 8日

試 験 者  清水 成深さ)

一％

一
％

一　
カ

一　

カ界

性

性

一腋

（
Ａく
蜀

）

（
き
―
ざ
）

嶼
　
く
　
憤
　
秤

0

14.0

供 試 体 No_ 1 2 3

セ ~ ル   圧  σ kN/1■ 2 50.0 100.0 150.0

背 圧  ″h kN/mZ

じ り

1.00

椎t十十(I

73 9

128.1

圧締強さ(σa σr)価パ kN/mZ

軸ひずみ  こょf
146.3

5.77

137.1

5,92

151.9

8,27

CとT

問隙水 ,|:′ r

有効柚方卜〕,い力σli

れ劾側方向,よ力σュ|

kN/1m2

上N/m2

kN/m″

主

応

力

差

最

大

時 CI)
代贖ひずみ ′vf  %

問 隙 比 9t

供試体のね炭壊状況

ガ A
ノ

／

！

′

ヽ

、

2.0 4.0 10,0 12.0

[lkN/m2≒ 0,0102軸 ひ ず み  ど祖 (ア ))



」GS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6D-1 (1.00m～ 1.50m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 域

50

0

150

試験年月日 2025年 8月 8日

試 験 者  清水 成
有  効  応  力

φ

領

一

（
亀

巨

）

ゃ
　

　

く

憤

≦

く

中

0 200

( kN/“12 )

350

上の強度特性  上の三軸圧縮試験 [UU]

全 )をよ 力強 度 定 数

ru  kN/mツ φu tan ぉ rf  kN/m2

特記事項

50 100

σ

250 300

[lkN/mツ ≒0.0102 kgf/cm2]



JGS   0520

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺l也区 地質調査 試験年月日 2025年 8月 5日

試料番号 (深さ)6D-2 (3.00m～ 3.70m) 試 験 者  清水 成
供試体を用いる試験の基準番号と名称 JGS 0521  上の二軸圧縮試験  [UU」
試 料 の 状 態

い

上 の 二 軸 試 験 の 供 試 体 作 製 ・ 設 置

供 試 体 の 作 製
刀

砂ましり粘土 (高液性限界)

舌Lれの少ない

トリミング法

土 粒 子 の 密 度  p、 3)g/cm'1

%｀
4)

。
/υ
4)

塑  性  限  界  Eιip
1 2 3

Cm直 径 3.51

3.52

3.50 3.48

3.51

3.51

3.49

3.50

3.51

平 均 直 径 Di cm 3.51 3.50 3.50

Cm品 さ

8.01

8.00

8.01

8.04

8.04

8.04

8.00

8,00

8.00

Cm平 均 高 さ 〃
i

8,048.01 8.00

隙   比  gi 3)
飽   和   度  sH3)  %
相 対 密 度 Dれ

切 %

体

含

質

温

乾

問

量

γl水 Eυ i

,,,1 g

一度

積   路  cali

ρlれ
3)

)桑  密
g/cm3

鎌 ma

53.3

1,083

77.38

128.46

1,660

1.441

97.8

77.13

1.716

1,159

1,281

99.3

48.1

132.38

76:75

1.681

53.6

129.02

1.094

1.416

100。 2

車血変位量の測定方法

設置時の中占変位量

飽和過程の軸変位量

れ‖ 変 位 量 名
5)cm

rim 0.00

0.00 0.00

0100 0.00

0,00

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量

体 積 変 化 量  И Fi
cm4

5)
cm3

0.00

0.00

０〇

一
　

一
〇〇

０

一
　

一
〇

0.00

0,00

乾 燥 密 度 ρd0 3)

1ヽ日 対 密 度 Dro3,oり

l冒 ,

Ch

体

g′cmJ

さ   打。   cm
径   D。

積  Fo  cm帝
3.51

1,083

1.441

8.01

77.38

3,50

77.13

1.159

1.281

8.04 8.00

76175

3.50

1.094

1.416

奈   器   No.
い範燥供試体十容器)質量

容 器 質 量

炉 乾 燥 質 量  加ド

83.80

0.00

83.30

0

0.00

89.38

89。 38

0

83.97

0.00

83,97

2.643

78.2

31.4ナ土 質 名 称

供 試 体 No.

初

期

状

態

設

置

。
飽

和

過

程

圧
密
前

（
試
験
前

）

炉

乾
燥

後

計算による

特記事項 1)試料の採取方法,試料の状態 (塊状,凍結, ときほぐされた)等を記載する1,
2)ト リミングと,負圧法の種別,凍結試料の場合はA子蕉方法等を

“
己載する。

3)必要に応じて記載する.
4)必要に応じて粘性上の場合,文液性限九 塑性限界,砂質上の場合は最小乾燥密度,
最大乾燥お度等を口と載する。
3)設置時の変化と飽和過程およびB値測定過程での変化を合わせる,

外部変位計によって測定

[1国/m2≒ 0.0102 Lgf/cmツ ]



」GS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トIC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ) 6D-2   (3.00m～ 3.70m)

上 質 名 称
液性 限界 p

塑性 限 界 州
)

ひずみ速度 %/min

特記事項 1)必要に応じて粘性 I:
の場合は液性限界 ,
塑性限界,砂H上の
場合は最小穂ナタt密度 ,
最大乾燻密度等を記
絨 る。

0

試験年月日 2025年 8月 5日

試 験 者  清水 成

（
豊

こ

ｇ

ｉ
命こ

烈

く

憤

伴

6.0       8.0

軸  ひ  ず み  を■ (γ〕)

14i0

[1ヒN/a12≒ 0.0102 kgf/cm′ ]

1 2 3供 試 体 No.

50 0 100.0 150.0セ   ル   圧  σ kN/m″

背 l上  ,Ⅲ kN/m2

じ り

1.00

78.2

31.4

圧締強さ (σa σr)価ぶ kN/m2
tぉ

申山ひずみ  taf

59 6

8.97

104.9

8.87

100 3

9.62

CU

問隙水 ,li″ t kN/m2

有効中Ⅲ方卜11よノ〕σれi kN/m2

れ劾債IttFil,よ力σ:キ kN/m2

主

応

力

差

最

大

時 CI)
体厳ひずみ Fvf  %

間 隙 比 θt

供試体の破壊状況

虫

((デズ
ーーt, )一 〔.曲線

0,0 2.0 4,0 10.0: 12.0



」GS   0521

調査件名 国央道つくば酉スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)6♭ 2 (3.00m～ 3.70m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

日

Z
望

160

80

0

40 80 120

試験年月 日  2025年 8月 5日

試 験 者  清水 成

Ｒ

憤

≦

く

中

有   効  応  力
φ

280

40

0 160

( kN/m2 )

200 240

び

全 ,ヶよ 力強 度 定 数

じu そN/m2 φu tan o ど′  kN/mψ

特記事項

[lkN/m2≒ 0.0102と gf/cm2]



」GS   0520

~調

査件名 困央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査 試験年月 日  2025年 8月 8日

試料番号 (深さ)7D-1 (200m～ 2.70m) 試 験 者  清水 成

供試体を用いる試験の基準番号と名称 」GS 0521  上の■軸圧縮試験  [UU]
試 料 め 状 態

1)

供 試 体 の 作 製
2)

2.677

129,9

土 質 名 称 71.4

供 試 体 No.

初

期

状

態

外部変位計によつて測定

設

置

・
飽

和

過

程

圧
密
前

（
試
験
前
）

炉

乾
燥

後

計算による

特記事項 1)試料の採収方法,試料の状態 (塊状j凍結, ときほぐされた)等を記載する1,
2)ト リミングと,負圧法の種別,凍結試料の場合はn子凍方法等を担己裁する。
3)必要に応じて記載する。
4)必要に応じて*離上の場合は液性限兆 塑↑生F艮界,砂質上の場合は最小粧燥密度,
最大乾燥着度守をmと載する。

5)設置時の変化と飽和過程およびB値測定過程での変化を合わせる。

上 の 二 軸 試 験 の 供′試 体 作 製 ・ 設 置

砂まじり火山灰質粘性土 (π型 )

舌とれの少ない

トリミング法

土 粒 子 の 密 度 ps a)gん m'1

:ιli   % 4)液  性  限  界
塑 性 限 界 D。 %→

2 31

3.50

3.52

3.53 3.51

3.51

3.51

3.52

3.50

3.49

Cm径直

3.52 3.51 3.50Cm平 均 直 径 Dl

8.00

3.01

8.01

7.58

7.59

7.59

8,00

8.00

8.00

Cmさ品

8.01 7.59 8.00Cm平 均 高 さ 汀i

131,6

101.07

0.561

93.5

77.75

1.300

3.769

73.39

132.5

96.38

1.313

0.565

3.740

94.9

77.12

129。 9

102.61

95.9

0.579

3.624

1.331

含   水   比   初i

湿 潤 絡 度 ρ慎
9

吉乞 燥 密 度 ρ‖
働

開   隙   比  θi n
和   度  ざr、働  %

相 対 名ヽ 度 Dn3).%

,,ti

体

ツ〕

とL

飽

積  路  cml

g/cn3

静 m・
1

軸変位 量の測定方法

0.00

0,00 0,00

0.00設置時 の申占変位量

飽和過程の軸変位量

車山 変 位 量 名
5)cm

0,00

0.00

体積変イヒ量の測定方法

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量

体 積 変 化 量  И7i5)cn13

cn13

cml

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.00

3.01

77.75

0.561

3.52

3.769

0.565

3.740

7.59

3.51

73.39

8.00

3.50

77. 12

0.579

3.624

密  度  Dr03'  Pり

l目1 さ   μO   cm
径   Do  cm
積   /。   cm・ l

1日    女、l

43.64

0.00

43.64

41.45

0.00

41.45

44.64

0.00

44.64

容   器   No.
い韓燥供試体十容器)質量

乾 燥 質 量  脇ド
器  質  量容

炉

[lkN/m2≒ 0.0102と
=F/cin2]



」GS   0521
|

液性 限界

塑性 限 界

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7D-1 (200m～ 2.70m)

土 質 名 称

試験年月日 2025年 8月 8日

試 験 者  清水 成

一　
ｐ

一　

ｐ

%
%

（
Ｎく
盪

）

（き
―
ざ
）

Ｎ
　
く
　
螢
　
祥

げ み逃崚 %/min

特記事項 1)必要iこ応じて粘仕「
の場合は液性限界,
塑性限界,砂 Fサ・土上の
場合は最小聴燥密度】
最大乾燥密度等を記
絨 る。

υ

6.0 8.0

軸 ひ ず み  ど』 (γ〕)

14.0

[1ヒN/m2≒ 0.0102 kgf/c血 2]

供 試 体 No. 1 2 3

セ  ル   圧  σ ぷ /inZ 50,0 100.0 150.0

背 圧  vh kN/■1認71.4

1,00

129.9

ましり火 I

粘仕十 (■

l'/。

圧縮強さ(σ」―σr)mぶ kN/m2

車山ひずみ  tょ f

174.3

5.12

157.5

6.72

230.6

5.27

CU

闘 隙 水 圧 レr kN/m2

有効軸方卜11し、力 ai kN/m2

れ′〃JはF方 FЯl,よ力 σュl kN/m2

主

応

力

差

最

大

時 C,)
イト敏ひずみ fvr  %

間 隙 比 gt

供試体の破壊状況

/
―

ノ

ノ ＼

―
  (σ 一ε社山線

0.0 2.0 4.0 10.0 12.0



」GS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7正)-1 (200m～ 2.70m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 ナ】戎

700

600

試験年月 日  2025年 8月  8日

試 験 者  清水 成
有  効  応  力

（　
Ｎ
日
＼Ｚ
】
　
）

Ｒ

授

基

く

中

100

0

0 700400

( kN/m始 )

上の強度特性  上の三軸圧縮試験 [UU]

全 ,どよ 力強 度 定 数

ゆu tan ゎ ど
f  kN/m2

じu  kN/m2

特記事項

100 200

て

'

500 600

[lkN/mツ ≒0.0102 kghm2]



―ヽ
 」GS   0520

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査 試験年月日 2025年 8月 8日

試料番号 (深さ)7D-2 (3.50m～ 4.20ml 試 験 者  清水 成
供試体を用いる試験の基準番号 名 称 」GS 0521  上の二軸圧縮試験  [UU]
試 料 の 状 態

t)

供 試 体 の 作 製
2)

2.638

133.3

土 質 名 称 43.5

供 試 体 No.

外部変位計によつて測定

上 の 二 軸 試 験 の供 試 体 作 製 ・ 設 置

初

期

状

態

粘 土 (高液性限界)

舌Lれの少ない

トリミング法

土 粒 子 の 密 度  ρ、働

液  性  限  界  どυl  % ↓　
一↓

塑 性 限 界 ppり /り

飩 ml

1 2 3

Cm直 径

3.52

3.53

3.53 3,57

3.54

3.55

3.51

3.51

3.52

Cn平 均 直 径 Di 3.52 3.55 3.51

Cm局 さ

7.99

7.99

7.99

8.05

8.05

8.05

8.00

B.00

8.00

Cm平 均 高 さ 〃i 7,99 8.05 8.00

含   水   比  pi

ｎ
ヤ　
一罰
　
一

ρ

一
ρ

一

度

一度

一

符

一密

一

潤

一燥

一

湿
一乾

一
開   隙   比  ¢i3)
飽   和   度   s声 3)  o/。

lヽ日 対 密 度

体

%

質

%

積  路   cn'l

Dri3)

g/c∬

謙∬

62.1

1.609

9819

77.83

125.25

0,998

1.658

126.92

79。 75

64.7

1.591

0。 966

1.730

98.6

77.41

57.9

120,71

0,987

1,672

01。「4

1.559

軸変位量の測定方法

飽和過程の軸変位量

軸 変 位 量 И島
働

fim

Cm

Cm

設 時の軸変位量 0.00

0,00

0.00

0.00

0.00

0,00

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量

飽和過程の体積変化量
一
量

一
ヒ

一一変一積一体

cm3

cmi

∠17iS) cm3

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00   (

0,00

乾 燥 密 度 pJ。

1綱 封 痛 度 DrOn

g/cm3

Cm働

直

体

さ   ″。 7.99

3.52

77.33

0.993

1.658

0,966

8ヽ 05

3.55

79.75

1.730

3.51

77.41

0.987

3.00

1.672

0,権燥供試体十容器)質量        g
容 器 質 量   g

g乾炉 燥 質 量  加ド

0

77.25

0.00

77.25

77.07

77.07

0

0,00

76.48

0.00

0

76.43

設

置

・
飽

和

過

程

圧
密
前

（
試
験
前
）

炉

乾

燥

後

計算による

特記事項 1)試料の採取方法,試料の状態 (塊献,凍結, ときほぐされた)等を記載するゎ
2)ト リミングと,負圧法の種川,凍結試料の場合は解兼方法等を記載する。
3)必要に応じて記載する1)
4)必要に応じて粘牲上の場合は液性限兆 塑性限界,1沙質上の場合は最小乾燥密度,
最大乾燥着度筆をnd載する。
5)設置時の変化と飽和過程およびB値測定過程での変化を合わせる。

[lkN/m″ ≒0.O102 kgf/cm2]



」OS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマー トTC周辺地区 地質調査

試漑番号 (深さ)7D-2 (3_50m～ 4.20m)

土 質 名 称
液性 獨艮界 p

塑性 焉,丈 界 p

ひずみ速度 И/min

特記事項 1)必要 |こ応じて粘‖「
の場合は液性限界 ,
塑性限界,砂質上の
場合は最小乾燥密度】
最大統l桑密度等を記
赫 る。

試験卿 日  2025年 8月 8日

試 験 者  清水 成

ノ

（
瀾く
巨

）

（
さ
Ｉ
ざ
）

隈
　
く
　
螢
　
伴

0

6.0 8,0

軸 ひ ず み  とa(ッ))

14.0

[1憲N/m2≒ 0.0102は|こm2]

上の三軸圧縮試験 EU U](応カー〔げみ曲線)

2 3供 試 体 No_ 1

100.0 150.0セ   ル   圧  σ kN/m2 50.0

背 圧  ″Ⅲ kN/m′
133.3

1.00

粘 十
寺奇液‖限界〕

43.5

100.2

6.12 6.57

68.3

7.32

113.2圧縮強さ (σと σr)mЖ kN/m″

`兆軸つゞ み  E4f

cと子有効柚方向,よ力σ.i なN/m″

イ]如側方F口]応力σiI なN/m2

ドロЧ隙水,li vr kN/m2

cr)
(幅ひずみ fvF  %

間 隙 比 gt

主

応

力

差

最

大

時

供試体の破壊状況

0.0 2.0 4.0 10.0 12.0



」GS   0521

調査件名 圏央道つくば西スマ‐卜TC周辺地区 地質調査

試料番号 (深さ)7D-2 (350m～ 4.20m)

応 力 範 囲

正 規 圧 密 域領

領 域

160

試験年月日 2025年 8月 8日

試 験 者  清水 成
有  効  応  力

φ'  
°

（
亀

憂

）

ぃ
　

　

く

憤

≦

く

や
B0

0

0 120 280160

( kN/m2 )

土の強度特性  上の三軸圧縮試験 [UU]

企 ルとヽ 力強 度 定 数

εu  にN/m2 Ou tan ゎ r′  kN/mツ

特記事項

40 80

σ

200 240

[lmヾ/m2≒ o,0102k=f/cm2]



成    果    表     世界測地系 (測地成果20■ )

No 点番 点 名 X座 標 Y座 標 標 高

1 3 N"1 8649.895 16549.072 16.700

2 4 No-2 8180,954 169421464 23.335

5 Nor3 8゙314.206 17199:791 21.357

4 6 No-4 7943.227 17204.249 21.438

5 7 No―S 7737.241 17322.894 21,922

6 8 No-6 7405,190 17591,718 21.788

7 9 No-7 7556.728 17590,911 21.692



世界測地系 (測地成果20■ )

座 標 変 換 (BL)計 算 簿

旧座標系 9系 新座標系:   9系

7

6

5

4

3

2

1

No.

9

8

7

G

5

4

3

点番

変   換   前

No-7

No…6

No-5

No-4

No=3

No-2

No-1

点 名

7556.728

7405.190

7737.241

7943.227

8314。 206

8180.954

8649.895

X座標

17590.911

17591.718

17322.894

172(14,249

17199,791

16942.464

16549,072

Y座標

36-04,04.6241

36-03-59.7070

36-04-1014985

36-04-17.1897

36-04-29.2272

36-04-24.9198

86-04-40,1600

縛 度

140-01-43.0325

140-01-43.0526

140-01-32.3353

140-01-27.6096

140-01-27.4606

140-01… 17.1652

140‐01-01.4774

経 度

=0-06-54

-0-06 54

-0-06-48

-0-06-45

-0-06-45

-0-06-39

-0-06-30

真北方向角

16

15

14

13

12

11

10

点番

変   換   後

No-7

No-6

No-5

No-4

No-3

No-2

No-1

点 名

7556.728

7405,190

7737.241

7943.227

8314.206

8180.954

8649.895

X座標

17590.911

17591.718

17322.894

17204.249

17199.791

16942.464

16549.072

Y座標

0.999904

0.999904

0.999904

0.999904

O.999904

0,999904

0.999903

縮尺係数



RTK測 量概測手簿

観測点:移動点

受信機名 :

受信機番号 :

ナンテナ名 :

アンテナ番号 :

データ取得間隔 :

術星の妓低高度角

最少術星数 :

世界測地系

HiPerV GGDM■ D

1239=10146

HIPERV CCDM■ D

1239-10146

1秒  
生

15度

5衛星

観 測 日:

セッション名 :

観測方法 :

使用した周波数

2025年 7月 29日

20助吐

RTK― OTF

CPS(Ll,L2)

観測点:固定点

観測点 (番号、名称):KA7 ③КA7

受信機名:      HiPerV O・ GDM―D

受信機番号:     1239-10145

アンテナ名増     HIPttV CCDM― D

アンテナ番号:    1239-10145

データ取得間隔:     l秒

行星の最低高度角:    15度 、
最少徹星数:       

′
5衛星

アンテナ高:     2.532m

移動点の観測状況 (捕提術星 G:GliS,RtCLONASS)

概 測 点

番号、名称

アンテナ高

(m)

紐測開始時間(UTC) 共通受信

衛星教

備 考

観測終 J・時間 (UTC)

КA7.1

m7.1

1,911 23:19:28

28:19:37



RTK測 量概測手簿

観測点 :移動点

愛信機鵬 :

受信機番号 :

アンテナ名 :

アンテナ番号 :

データ取得間F品 :

衛星の最低高度角 :

最少衛星数 :

世界測地系

HiPerV CCDM■ D

1239-10146

HIPERV CCDⅥ ―D

1239-10146

1秒

15度

5衛星

観 測 日:

セ ッション名 :

観測方法 :

使用した周波数

2025年 7月 29日

210A

RTK― OTF

CPS(Ll,L2)

観測点 :固定点

観測点 (番号、名称):KA7,l КA7.1

受信機る !      HiPerv GGDM― D

受信機番号:     1239-10145

アンテナ名 :     HIPttV CCDM一 D

アンテナ番号:    1239-10145

データ取得間隔:      1秒

衛星の最低高度角:    16度

最少行嘱星数:       5律 丁星

アンテナ高:     2.586血

移動点の執測状況 (捕提徹基 G:Cilも ,R:GLONASS)

紐 測 点

番号、名称

アンテナ高

(ィn)

楓剤開始時間 (UTC) 共通受信

衛星数

備 考

観測終了時間くUTC)

5

No-5

1.911 00:41:35 G: 8

00:41:44

1

Nb-1

1.911 00:48116 G: 8

00:48125

3

N。-3

1.911 00:55145 G! 7

00:55:54

2

NO-2

11911 01:00:42 G:6

01:00:51

4

No望

1,911 G: 6

01:04:20

7

No-7

1.911 01:09120 G: 6

01:09129

6

No-6

1.,11 fv: 7

01:15111



観 測 日

セッション名

観測方法

解析ソフトウェア

基線解析モー ド

使用楕円体

使用周波数

RTK測 量紐測記簿

2025年 7月 29日

20υA                         I

RTK― OTF

RTK― OTF
ダデ庁・ィアァレンスフィッタス(セ ット内全データ)

GRS80   i

CPS(I.1,1.2)

GRS80

36°  4' 9″ .31610

140' 2・ 10″ .91430

55.609 ■n

イ世界測地系

ITRF

…3956061.103 班l

3315252.942 m

8734438.511 コn

情1定点座襟

観測点    : KA7 ③KA7
ジオイ ド名称 : ジオイ ド2011

平面直角座標系1 9系

X座標 =   7702.761m
Y座標圭  18288.255m

標 高=    15.598m

基線解析結果

締  度=
経  度=
構円体高ゴ

X=

Y=

Z=

移動点

番号、名称

基線ベクトアレ成分
｀

  (m)

平面直角座標値 (m) 高  さ

(m)

解の

種類

備 考
RMS(m)固定点からの距離 (m)

KA7.1

m7.1

▲X=

ΔY=

▲Z=

676.108

729.134

78,004

X=

Y=

S=

7792.597

17295.664

996.648

補円体商=   611939

デオイド綺土量=-40,031

標    高=     21.9岬

FIX 0.010



観 測 ロ

セッション名

観測方法

解析ノフトウェア

基線解析モー ド

使用楕円体

使用周波数

RTK測 量観測口己簿

2025午 7月 29日

210A

RTK― OTF

RTK― OTF

ケ'デルテ
゛
ィファレンスフィックス(セ ット内全データ)

GRS80

CPS (11,112)

CRS80

36°  4'12″ .29640

140°  1'31″ .25137

61.939 m

世界測地系

ITRF

T3955386.000 m

3315982.126 m

3734516.515 m

固定点座標

観測点    : KA7 1 КA7.1
ジオイ ド名称 : ジオイ ド20H

Ч上面直角座棟系: 9系

X座標 =   7792.597m
Y座標=  17295.664血

棟 高=    21.998ぬ

基線解析結果

緯  度=
経  度=
楕円体高=

X=

Y=

Z=

移動点

番号、名称

基線ベクトル成分

(m)

平面直角座標値 (m) 高  さ

(m)

解の

種類

備 考
RMS(m)固定点からの距離 (m)

5

N。‐5

△X‐

△YF

△Z=

-42.435

0.180

-44.787

X=

Y=

S=

7737.241

17322.894

61.691

補円体高=   61.949

シ
゛
オイド補正量=-40.027

標  高=   21.922

FIX 0.012

1

No-1

△X=

△Y=

▲%=

869.370

243.305

691.128

X=

Y=

S=

8649.895

16549.072

1136.820

楕円体高=   56。 798

シ̀オイト
｀
著tコE量= -40.098

標  高=   16.700

FttX 0.012

No-3

△X=

△Yこ

Δ%=

296と 727

-124.984

421.197

X=

Y=

S=

8314.206

17199.791

530。 347

楕田体高=   61.426

ン・オイド補正量=-4d.069

標  高=   21.357

FlX 0.022

2

No-2

△X=

△Y=

△%=

400.802

123.936

315.644

X=

Y三

S=

8180.954

16942.464

524.949

楕円体高=   63.897
デオイド補正量=-4d062

標  高=   23.835

FIX 0.012

4

No-4

△X‐

△Y=

Δ%=

1261882

12 543

121.641

X=
Y=

S=

7943,227

17204.249

176.199

楕円体高=   61.481

デオイド補正量E-40,043

標  高=   21.438

FIX 0.011

7

No-7

ΔX=

△「F=

△%=

-295.946

-136.603

-191.289

X=

Y=

S=

7556.728

17590.911

377.895

精円体高=   61.703

ン・オイト
゛
孝∬l正量=-40.011

標  高=   21.692

,IX 0.050

6

No-6

△X=

△Y=

△Z=

‐364.701

-79.625

-313.745

X=

Y=

S=

7405 190

17691,718

487.578

楕円体高=   61,788

デオイド補正量=望0.000

標  高=   21.788

FIX 0.020





ヽ


